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目的
『Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファ

レンスガイド』には、IM and Presence Service、Cisco Unified Communications Manager、および
Cisco Unity Connectionでサポートされているすべてのコマンドに関する情報が記載されていま
す。すべてのコマンドには、適用可能な製品を識別する「適用先」セクションが含まれていま

す。

対象読者
『Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファ

レンスガイド』では、 IM and Presence、 Cisco Unified Communications Manager、および Cisco
Unity Connectionの管理とサポートを担当するネットワーク管理者向けに、特定のコマンドを
実行するための情報を提供します。

組織
次の表は、このガイドの構成を示しています。

表 1 : Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドの構成

説明章

CLIに関する情報と、製品の管理をより簡単にするためのヒントを
提供します。

CLIについて
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特定の情報の削除に関連するすべてのコマンドを一覧表示します。削除コマンド

ファイルとログの管理に関連するすべてのコマンドを一覧表示しま

す。

ファイルコマンド

ライセンスに関連するすべてのコマンドを一覧表示します。ライセンスコマンド

SQLクエリ、さまざまなテスト、およびタスクの実行に関連するす
べてのコマンドを一覧表示します。

実行コマンド

有効化、無効化、インポート、エクスポートなどのタスクに関連す

るすべてのコマンドを一覧表示します。

設定コマンド

指定された情報の表示に関連するすべてのコマンドを一覧表示しま

す。

表示コマンド

指定されたネットワークおよび ipsecオプションの無効化に関連する
すべてのコマンドを一覧表示します。

設定解除コマンド

ユーティリティに関連するすべてのコマンドを一覧表示します。ユーティリティコマン

ド

関連資料
CiscoUnified CommunicationsManager および IM and Presence Serviceの詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Documentation Guide』を参照してください。

最新の IM and Presenceサービスおよび Unified Communications Manager要件については、『
Cisco Unified Communications Managerリリースノート』を参照してください。
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第 1 章

新規および変更情報

•新規および変更情報（1ページ）

新規および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するこのガイドでの機能に対する大幅な変更の概要を示した

ものです。ただし、このリリースに関するガイドの変更点や新機能のなかには、この表に記載

されていないものもあります。

表 2 : Unified Communications Managerと IMおよびプレゼンスサービスでの新機能と変更された動作

日付参照先説明機能または変更

2025年 12月 22日—14SU4の run cuc
smtptestコマンドを削
除しました

run cuc smtptest

2024年 5月 30日ライセンススマート

トランスポートゲート

ウェイ <URL>（リ
リース 14SU4および
15SU2以降に適用）
（44ページ）

14SU4向けに license
smart transport
gateway <URL>コマン
ドを更新しました

license smart transport
gateway <URL>

2024年 5月 7日ライセンススマート

トランスポート

ssm-satellite <URL> (リ
リース 14SU4および
15SU2以降)（46ペー
ジ）

14SU4向けに license
smart transport
ssm-satellite <URL>コ
マンドを導入しました

license smart transport
ssm-satellite <URL>

2023年 5月 18日• utils system upgrade
（リリース14SU3
以降）（407ペー
ジ）

14SU3向けに utils
system upgradeコマン
ドを導入しました

utils system upgrade
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日付参照先説明機能または変更

2023年 5月 18日• utils cucライセン
スリセット udi
（293ページ）

14SU3向けに utils cuc
licensing reset udiコマ
ンドを導入しました

utils cuc licensing reset
udi

2022年 6月 16日• utils system upgrade
（リリース

14SU2）（404
ページ）

utils system upgradeコ
マンドを導入しました

utils system upgrade

2022年 6月 16日• utils system upgrade
cluster（409ペー
ジ）

utils system upgrade
clusterコマンドを導入
しました

utils system upgrade
cluster

2021年 10月 27日license smart reservation
set license_count（49
ページ）

license smart
reservation set
license_countコマンド
を導入しました

license smart reservation
set license_count

2021年 3月 31日utils container-engine
start（297ページ）

utils container-engine
startコマンドを導入し
ました

utils container-engine
start

2021年 3月 31日utils container-engine
stop（297ページ）

utils container-engine
stopコマンドを導入し
ました

utils container-engine
stop

2021年 3月 31日utils container-engine
restart（298ページ）

utils container-engine
restartコマンドを導入
しました

utils container-engine
restart

2021年 3月 31日Utilsコンテナーエン
ジンステータス（298
ページ）

utils container-engine
statusコマンドを導入
しました

Utilsコンテナーエン
ジンステータス

2021年 3月 31日utils system upgrade
dataexport initiate（417
ページ）

utils system upgrade
dataexport initiateコマ
ンドを導入しました

utils system upgrade
dataexport initiate

2021年 3月 31日utils system upgrade
dataexport status（418
ページ）

utils system upgrade
dataexport statusコマ
ンドを導入しました

utils system upgrade
dataexport status

2021年 3月 31日utils system upgrade
dataexport cancel（418
ページ）

utils system upgrade
dataexport cancelコマ
ンドを導入しました

utils system upgrade
dataexport cancel
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第 2 章

CLIについて

• CLI権限レベル（3ページ）
• CLIセッションを開始する（4ページ）
• Tabキーでコマンドを補完（5ページ）
•コマンドヘルプ（5ページ）
• Ctrl-Cでコマンドを終了（6ページ）
• CLIセッションを終了する（7ページ）

CLI権限レベル
Unified Communications Managerのインストール中に、プラットフォームレベルでレベル 4の
権限を持つ管理者が作成されます。この管理者には、すべてのコマンドラインインターフェ

イス（CLI）コマンドを実行する権限があります。レベル 4の権限を持つ管理者は、CLIコマ
ンドを使用して次の管理者を作成します。

•レベル 0権限を持つ管理者 -この管理者には、インターフェイスに対する読み取り専用ア
クセス権限があります。

•レベル 1権限を持つ管理者:この管理者は、インターフェイスに対する読み取りアクセス
権限と書き込みアクセス権限の両方を持ちます。

管理者は、それぞれに定義された権限に基づいて CLIコマンドを実行できます。（注）

さまざまな権限を持つ管理者が作成されたら、CLIセッションを開始できます。

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
3



CLIセッションを開始する

この手順は、Unified CommunicationsManagerと IM and Presence Serviceの両方に適用されます。
UnifiedCommunicationsManagerのオペレーティングシステムは、CiscoUnifiedオペレーティン
グシステムと呼ばれます。IMおよびプレゼンスサービスのオペレーティングシステムは、
Unified IMおよびプレゼンスオペレーティングシステムと呼ばれます。IMおよびプレゼンス
サービスの CLIセッションを開始するには、Unified IMおよびプレゼンスオペレーティング
システムを使用する必要があります。

（注）

Cisco Unifiedオペレーティングシステム（IM and Presenceサービスの場合は、Unified IM and
Presenceオペレーティングシステム）には、リモートまたはローカルでアクセスできます。

• Cisco Unifiedオペレーティングシステム管理に使用するワークステーションなどのWeb
クライアントワークステーションから、SSHを使用して Cisco Unifiedオペレーティング
システムに安全に接続できます。

•インストール時に使用したモニタとキーボードを使用するか、シリアルポートに接続され
たターミナルサーバを使用して、Cisco Unifiedオペレーティングシステム CLIに直接ア
クセスできます。IPアドレスに問題がある場合は、この方法を使用します。

始める前に

インストール中に定義された次の情報があることを確認してください。

•プライマリ IPアドレスとホスト名
•管理者 ID
•パスワード

Cisco Unifiedオペレーティングシステムにログインするには、この情報が必要になります。

手順

ステップ 1 アクセス方法に応じて、次のいずれかのアクションを実行します。

a) リモートシステムの場合は、SSHを使用して Cisco Unifiedオペレーティングシステムに
セキュアに接続します。SSHクライアントで次のように入力します。

ssh管理者名@ホスト名

ここで、 adminnameは管理者 IDを指定し、 hostnameはインストール時に定義されたホス
ト名を指定します。

たとえば、 ssh admin@ipt-1。

b) 直接接続の場合、次のプロンプトが自動的に表示されます。
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ipt-1 ログイン:

ここで、 ipt-1はシステムのホスト名を表します。

インストール時に定義された管理者 IDを入力します。

ステップ 2 インストール時に定義されたパスワードを入力します。

CLIプロンプトが表示されます。プロンプトは管理者 IDを表します。例:

管理者:

これで、任意の CLIコマンドを使用できるようになります。

Tabキーでコマンドを補完
コマンドを完了するには、Tabキーを使用します。

•コマンドの開始部分を入力し、 Tabキーを押してコマンドを完了します。たとえば、se
と入力して Tabを押すと setが補完されます。

•完全なコマンド名を入力し、Tabキーを押すと、使用可能なすべてのコマンドまたはサブ
コマンドが表示されます。たとえば、「set」と入力して Tabキーを押すと、すべての set
サブコマンドが表示されます。*はサブコマンドを持つコマンドを識別します。

•コマンドに到達したら、 Tabキーを押し続けると、現在のコマンドラインが繰り返され
ます。これは、追加の展開が利用できないことを示します。

コマンドヘルプ
どのコマンドについても、次の 2種類のヘルプを取得できます。

•コマンドの定義と使用例を含む詳細なヘルプ

•コマンド構文のみを含む短いクエリヘルプ

CLIプロンプトで:目的

入力

ヘルプコマンド

ここで、 commandはコマンド名またはコマンドとパ
ラメータを指定します。詳細なヘルプの例については

「を参照してください。」

詳細なヘルプを入手する
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CLIプロンプトで:目的

入力

コマンド?

ここで、 commandはコマンド名またはコマンドとパ
ラメータを表します。「クエリの例」を参照してくだ

さい。

クエリのみのコマンド構文

トラブルシューティングのヒント

Setなどのメニューコマンドの後に ? を入力すると、 Tabキーのように動作し、使用できる
コマンドの一覧が表示されます。

詳細なヘルプの例:

admin:help file list activelog activelog help: アクティブなログファイルを一覧表示し
ます。オプション: page - 出力を一時停止します。detail - 詳細なリストを表示します。reverse
- 逆順に並べ替えます。date - 日付で並べ替えます。size - サイズで並べ替えます。file-spec
にはワイルドカードとして '*' を含めることができます。例: admin:file list activelog
platform detail 02 Dec,2004 12:00:59 <dir> drf 02 Dec,2004 12:00:59 <dir> log
16 Nov,2004 21:45:43 8,557 enGui.log 27 Oct,2004 11:54:33 47,916 startup.log
dir count = 2, file count = 2

クエリの例:

admin:file list activelog?Syntax: file list activelog file-spec [options]
file-spec mandatory file to view options optional page|detail|reverse|[date|size]

Ctrl-Cでコマンドを終了
ほとんどの対話型コマンドは、次の例に示すように、 Ctrl-Cキーシーケンスを入力すること
で停止できます。

Ctrl-Cでコマンドを終了する

admin:utils system upgrade initiate 警告: アップグレード コマンドを終了せずにこのウィ

ンドウを閉じないでください。ソース: 1）リモートファイルシステム 2）DVD/CD q）オプション（1
- 2 または "q"）を選択: アップグレードコマンドを終了する。お待ちください...Ctrl + C を押
した管理者:
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コマンド utils system switch-versionを実行し、 Yesと入力してプロセスを開始した場
合、Ctrl-Cと入力するとコマンドは終了しますが、switch-versionプロセスは停止しま
せん。

（注）

CLIセッションを終了する
CLIプロンプトで、quitと入力します。リモートでログインしている場合はログオフされ、ssh
セッションが切断されます。ローカルにログインしている場合はログオフされ、ログインプロ

ンプトが戻ります。
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第 3 章

削除コマンド

• delete account（9ページ）
• delete cuc futuredelivery（10ページ）
• delete cuc locale（10ページ）
• delete dns（11ページ）
• delete dscp（12ページ）
• delete ipsec policy_group（12ページ）
• delete ipsec policy_name（13ページ）
•削除プロセス（13ページ）
• delete smtp（14ページ）

delete account
このコマンドを使用すると、管理者アカウントを削除できます。

delete accountアカウント名

構文の説明 説明パラメータ

管理者アカウントの名前を指定します。アカウント

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection
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delete cuc futuredelivery
このコマンドは、将来配信されるようにマークされたすべてのメッセージを削除します。

delete cuc futuredelivery

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

次の例では、将来配信されるようにマークされた 2つのメッセージを削除します。
admin: delete cuc futuredelivery

Deleting File : UmssMtaFutureDelivery/UnityMbxDb1/5C56C086-E64B-11DC-9BAF-41FC55D89593.eml

Deleting File : UmssMtaFutureDelivery/UnityMbxDb1/6D7DD796-E64B-11DC-A0E6-D1FD55D89593.eml

Files : Found = 2, Deleted = 2

Note: Files that are in use cannot be deleted

delete cuc locale
このコマンドは、指定されたロケールと、それに関連付けられたすべてのファイルおよび設定

を接続から削除します。

delete cuc localeロケール ID

構文の説明 説明パラメー

タ

削除するロケールの IDを指定します。ロケール
ID

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン このコマンドを実行する前に、Connection Conversation Managerサービスと Connection Mixer
サービスを停止する必要があります。このコマンドを実行した後、Connection Conversation
Managerおよび Connection Mixerサービスを再起動する必要があります。「delete cuc」ロケー
ルコマンドを実行するときに、Unity Connectionシステムでロケールマッピングを保持するか
保持しないかを選択できます。ロケールマッピングを保持することを選択した場合、同じロ

ケールを再インストールした後、サブスクライバーやコールハンドラーなどのすべてのオブ

ジェクトは、保持されたロケールに自動的にマップされます。ロケールマッピングを保持しな

いことを選択した場合、アンインストール後にすべてのロケールマッピングが失われます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

次の例では、en-GBロケールとそれに関連付けられたすべてのファイルと設定を削除
します。

admin:delete cuc locale en-GB

en-GB uninstalled

delete dns
このコマンドを使用すると、DNSサーバの IPアドレスを削除できます。

delete dnsaddr

構文の説明 説明パラメー

タ

削除するDNSサーバの IPアドレスを表します。addr

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、続行するかどうかを尋ねられます。

続行すると、このコマンドによりネットワーク接続が一時的に失われます。注意
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

delete dscp
このコマンドは、DSCPポートタグを削除します。

delete dscpポートタグ

構文の説明 説明パラメー

タ

DSCPポートタグを表します。これは、ポートを使用するアプリケーションを識
別するために TCPまたは UDPポートにマップされる文字列です。この値は、コ
マンド show dscp defaultsを使用するときに表示される portTagフィールドの値で
す。ポートタグのセットは事前に定義されています。

ポートタ

グ

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 有効なポートタグを削除すると、そのポートタグの DSCPマーキングが停止します。set dscp
markingコマンドを使用すると、以前に削除したポートタグの名前を入力して、削除したポー
トタグを再作成できます。

設定されたポートタグを一覧表示するには、 show dscp defaultsコマンドを使用します。ヒント

要件

コマンド権限レベル: 1

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

delete ipsec policy_group
このコマンドは、指定されたグループまたはすべてのグループ内のすべてのポリシーを削除し

ます。

delete ipsec policy_group {group | all}
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構文の説明 説明パラメー

タ

特定のグループ名を表します。グループ

すべてのグループを削除します。all

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

delete ipsec policy_name
このコマンドは、指定されたポリシー名の IPSecポリシーを削除します。

delete ipsec policy_name {ポリシーグループポリシー名}

構文の説明 説明パラメータ

ポリシーグループを表します。ポリシーグルー

プ

ポリシー名を表します。ポリシー名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

削除プロセス
このコマンドを使用すると、特定のプロセスを削除できます。

delete processプロセス ID[force | terminate | crash]
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構文の説明 説明パラメー

タ

プロセス ID番号を表します。プロセス
ID

プロセスを停止します。force

オペレーティングシステムがプロセスを終了させます。terminate

プロセスをクラッシュさせ、クラッシュダンプを生成します。crash

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドだけではプロセスを削除できない場合は、forceオプションを使用します。また、
terminateオプションは、forceがプロセスを削除しない場合のみ使用してください。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

delete smtp
このコマンドを使用すると、SMTPホストを削除できます。

delete smtp

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection
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第 4 章

ファイルコマンド

•ファイルビルドログ（15ページ）
•ファイルチェック（19ページ）
• file delete（20ページ）
• file delete tftp（21ページ）
•ファイルダンプ（22ページ）
• file dump sftpdetails（23ページ）
•ファイルダンプ tftp（23ページ）
• file fragmentation sdi（24ページ）
• file fragmentation sdl（26ページ）
•ファイル取得（27ページ）
•ファイル取得 TFTP（30ページ）
•ファイルリスト（30ページ）
•ファイルリスト tftp（32ページ）
•ファイル検索（33ページ）
•ファイル検索 tftp（34ページ）
• file tail activelog（35ページ）
• file tail tftp（36ページ）
• file view（36ページ）
•ファイルビュー tftp（40ページ）

ファイルビルドログ
このコマンドは、サービスまたは機能および期間別にログ情報を収集します。

file build logservice/featureduration

構文の説明 説明パラメータ

ログ情報を取得するコンポーネントまたは機能領域を指定しま

す

サービス/機

能
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説明パラメータ

ログ情報を取得する期間を日数で指定します。duration

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド特権レベル:

アップグレード中の許可:

適用対象: Unified Communications Managerの IMおよびプレゼンスサービス

例

このコマンドは、クライアントプロファイルエージェントのログを収集します。

admin: file build log cpa 10
Collecting logs

Collecting: logname1.txt
Collecting: logname2.txt

To retrieve run the following command:
file get epas/trace/acdc_2012-06-28-111258.tar.gz

このコマンドは、xml構成で定義されているすべてのログを収集します。
admin:file build log all
Collecting logs

Collecting: logname1.txt
Collecting: logname2.txt

To retrieve run the following command:
file get epas/trace/acdc_2012-06-28-111258.tar.gz

このコマンドは複数のサービスのログを収集します。

admin:file build log dbmon cpa
Collecting logs

Collecting: logname1.txt
Collecting: logname2.txt

To retrieve run the following command:
file get epas/trace/acdc_2012-06-28-111258.tar.gz

このコマンドはヘルプを表示します。

admin:file build log ?
Syntax:
file build log [serviceName [serviceName] ..]

Service Names:
FullName ShortName

cisco_client_profile_agent cpa
cisco_database_layer_monitor dbmon
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cisco_audit_logs audit
cisco_ris_dat_collector risdc

このコマンドは、デプロイメントの情報を表示します。

admin: file build log deployment info 0

DB Queriesmay take up to 5 minutes to complete. Please be patient...
About to start queries for deployment data... please wait...
---------------------------------------------------
Gathering CUCM Version...
ccmversion
11.0.1.100000(9)
---------------------------------------------------
Gathering CUCM Publisher Node
ccmpublisherhostname
gwydlg050498vm1
---------------------------------------------------
Gathering Rosters table...
rosters
3032681
---------------------------------------------------
Gathering Groups table...
groups
1518966
---------------------------------------------------
Gathering Non-Presence contacts...
nonpresencecontacts
502573
---------------------------------------------------
Gathering Number of inter-cluster users...
enduser
0
---------------------------------------------------
Gathering CUCM Nodes in cluster...
processnode
2
---------------------------------------------------
Gathering CUCM Node names in cluster...
name
EnterpriseWideData
processnode
gwydlg050408vm1
---------------------------------------------------
Gathering IM&P nodes in cluster...
processnode
2
---------------------------------------------------
Gathering XCP Routing Node...
paramvalue
t
---------------------------------------------------
Gathering Exchange Calendaring...
pebackendgateway
---------------------------------------------------
Gathering SIP Inter-domain Federation...
domainname

paramvaluegwydlg050408vm2-public.cisco.com
---------------------------------------------------
Gathering XMPP Inter-domain Federation...
xmpps2ssnodes
0
---------------------------------------------------
Gathering Intra-domain Partitioned Federation...
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enablepartitionedfedwithacs
f
---------------------------------------------------
Gathering Inter-cluster Peering...
cupsinterclusterpeers

---------------------------------------------------
Gathering Message Archiver...
pkid
8fede7a9-b6a6-4ad4-8da6-b8ea4c8d5411
databasetype
Postgres
databasename
tcmadb
name
gwydlg050408vm2
tknodeusage
0
tkprocessnoderole
2
nodeid
3
---------------------------------------------------
Gathering Third-party compliance...
ftextdbprocessnodemap
0
---------------------------------------------------
Gathering Persistent Chat...
enablepersistentgear
t
databasetype
Postgres
datanasename
tcmadb
name
gwydlg050408vm2
tknodeusage
0
tkprocessnoderole
2
nodeid
2
---------------------------------------------------
Gathering Advanced File Transfer...
tkfiletransfer
2
databasetype
Postgres
datbasename
tcmadb
name
gwydlg050408vm2
tknodeusage
0
tkprocessnoderole
2
nodeid
3
---------------------------------------------------
Gathering AD Groups...
paramvalue
t
---------------------------------------------------
Gathering XEP-198...
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paramvalue
t
---------------------------------------------------
Gathering DB Replication Status...
replicationdynamic
2
Services on this node that currently have debug logging enabled are:

Cisco Presence Engine
Cisco DRF Local
Cisco XCP File Transfer Manager

Collecting Logs for deployment_info

Collected: platformConfig.xml
Collected: deployment_info.xml
Collected: system_info.txt

To retrieve the logs, run the following CLI Command:
file get activelog epas/trace/log_2015-08-17-154010.tar.gz
To maintain a stable system it is recommended that you remove the file after retrieval.
To do this run the CLI Command:
file delete activelog epas/trace/log_2015-08-17-154010.tar.gz
Please Note: Debug logging is not enabled for any of the files you have retrieved

ファイルチェック
このコマンドは、/usrディレクトリツリーをチェックして、前回の新規インストールまたは
アップグレード以降にファイルまたはディレクトリが追加、削除、またはサイズが変更された

かどうかを確認し、結果を表示します。

file check[detection-size-kb]

構文の説明 説明パラメータ

コマンドがファイルを変更されたものとして表示するために必要な、最小の

ファイルサイズの変更を指定します。

デフォルト値: 100 KB。

detection-size-kb

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、システムパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があることを通知し、続行す

るかどうかを尋ねます。表示には削除されたファイルと新しいファイルの両方が含まれます。

このコマンドはシステムのパフォーマンスに影響を与える可能性があるため、オフピーク時に

コマンドを実行することをお勧めします。

注意
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

file delete
このコマンドは、アクティブ側または非アクティブ側のログを削除します。

file delete {activelog | inactivelog}ファイル仕様[detail][noconfirm]

構文の説明 説明パラメータ

アクティブ側のログを指定し

ます。

activelog

非アクティブ側のログを指定

します。

inactivelog

削除するログのパスとファイ

ル名を指定します (インストー
ルログファイルを含む)。

ファイル仕様

削除されたファイルのリスト

と日時を表示します。

detail

削除するたびに確認を求めず

にファイルを削除します。

noconfirm

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドを入力すると確認を求められます。使用中のディレクトリまたはファイルは削除でき

ません。

削除されたファイルを復元することはできませんが、災害復旧システムを使用すれば復元でき

る可能性があります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

file delete tftp
このコマンドは TFTPファイルを削除します。

file delete tftpファイル仕様[detail][noconfirm]

構文の説明 説明パラメータ

TFTPファイル名を表します。ファイル仕

様

削除されたファイルのリストと日時を表示します。detail

削除するたびに確認を求めずにファイルを削除します。noconfirm

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドを入力すると確認を求められます。使用中のディレクトリまたはファイルは削除でき

ません。

削除されたファイルは復元できませんが、災害復旧システムを使用すれば復元できる場合があ

ります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:Unified Communications Manager、 IM and Presenceサービス Unified Communications
Manager、 Cisco Unity Connection

file delete dir tftp
このコマンドは、TFTPディレクトリを削除します。

file delete dir tftpディレクトリ名[detail]

構文の説明 説明パラメータ

削除する TFTPディレクトリを指定します。ディレクトリ

名
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説明パラメータ

削除されたファイルのリストと日時を表示します。detail

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドを入力すると確認を求められます。使用中のディレクトリまたはファイルは削除でき

ません。

削除されたファイルは復元できませんが、災害復旧システムを使用すれば復元できる場合があ

ります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

ファイルダンプ
このコマンドは、ログの内容を 1ページずつダンプします。

file dump {activelog | inactivelog | install}ファイル仕様[hex][recent][regexp表現]

構文の説明 説明パラメータ

アクティブ側のログを指定し

ます。

activelog

非アクティブ側のログを指定

します。

inactivelog

インストールログを指定しま

す。

install

ダンプするログファイルを表

します。

ファイル仕様

出力を 16進数で表示します。hex

ディレクトリ内の最後に変更

されたファイルをダンプしま

す。

recent
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説明パラメータ

ファイル内の正規表現式に一

致する行のみを表示します。

regexp表現

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

例

このコマンドは、ファイル _cdrIndex.idxの内容をダンプします。

admin: file dump activelog cm/cdr/_cdrIndex.idx

file dump sftpdetails
このコマンドは、SFTPコンテキストでダンプできるファイルのリストを指定し、ダンプする
ファイルを選択できるようにします。

file dump sftpdetails

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン aと入力して、すべての SFTP関連ファイルをダンプします。このコマンドを終了するには、
qと入力します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

ファイルダンプ tftp
このコマンドは、TFTPファイルの内容を 1ページずつ画面にダンプします。

file dump tftpファイル仕様[page][detail][hex]
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構文の説明 説明パラメータ

TFTPファイルの名前を表します。ファイル仕

様

出力を一度に1画面ずつ表示します。page

日時とともにリストを表示します。detail

出力を 16進数で表示します。hex

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

file-specは単一のファイルに解決される必要があります。（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

file fragmentation sdi
このコマンドは、SDIログファイルに関するファイルの断片化情報を表示します。

file fragmentation sdimost {fragmented | recent}[number]

構文の説明 説明パラメータ

最も断片化されたログファイルを表します。most fragmented

最新のログファイルを表します。most recent

リストするファイルの数を表します。number

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

file fragmentation sdi file
このコマンドは、SDIログファイルに関するファイルの断片化情報を表示します。

file fragmentation sdi fileファイル名[verbose]

構文の説明 説明パラメー

タ

SDIログファイル名を表します。ファイル

名

画面にさらに詳しい情報を表示します。verbose

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

file fragmentation sdi all
このコマンドは、ディレクトリ内のすべての SDIログファイルに関するファイルの断片化情
報を表示します。

file fragmentation sdi allファイル名

構文の説明 説明パラメー

タ

すべての断片化の詳細を表示するSDIログファイル名を指定します。ファイル

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

file fragmentation sdl
このコマンドは、最も断片化された SDLログファイルに関するファイル断片化情報を表示し
ます。

file fragmentation sdlmost {fragmented | recent}[number]

構文の説明 説明パラメータ

最も断片化されたログファイ

ルを表します。

most fragmented

最新のログファイルを表しま

す。

most recent

リストするファイルの数を表

します。

number

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presence Service on Unified Communications
Manager、 Cisco Unity Connection。

file fragmentation sdl file
このコマンドは、SDLログファイルに関するファイルの断片化情報を表示します。

file fragmentation sdl fileファイル名[verbose]

構文の説明 説明パラメー

タ

SDLログファイルのファイル名を表します。ファイル

名

画面にさらに詳しい情報を表示します。verbose

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presence Service on Unified Communications
Manager、 Cisco Unity Connection。

file fragmentation sdl all
このコマンドは、ディレクトリ内のすべての SDLログファイルに関するファイルの断片化情
報を表示します。

file fragmentation sdl allファイル名

構文の説明 説明パラメー

タ

すべての断片化の詳細を表示するファイル名を表します。ファイル

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presence Service on Unified Communications
Manager、 Cisco Unity Connection。

ファイル取得
このコマンドは、SFTPを使用してログを別のシステムに送信します。

file get {activelog | inactivelog | install}ファイル仕様[reltimeabstime][match正規表
現][recurs][compress]

構文の説明 説明パラメータ

アクティブ側のログを指定し

ます。

activelog

非アクティブ側のログを指定

します。

inactivelog
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説明パラメータ

インストールログを指定しま

す。

install

転送するファイルの名前を指

定します。

ファイル仕様

相対的な時間間隔。分 | 時
間 | 日 | 週 | 月 | 時間
値で指定します

相対時間

絶対的な時間間隔。
hh:mm:MM/DD/YYhh:mm:MM/DD/YY
の形式で指定します。

abstime

ファイル名内の特定の文字列

を regexとして指定します。
match正規表現

サブディレクトリを含むすべ

てのファイルを取得します。

recurs

ファイルを圧縮ファイルとし

て転送します。

compress

tftp

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが指定されたファイルを識別すると、SFTPホスト、ユーザ名、およびパスワードを
入力するように求められます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

例

この例では、activelogオペレーティングシステムディレクトリ内の文字列「plat」に
一致するすべてのファイルを取得します。

admin: file get activelog platform match plat

この例では、特定の期間のすべてのオペレーティングシステムログファイルを取得

します。
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admin: file get activelog platform/log abstime 18:00:10/20/13 18:00:10/21/13

file get salog
このコマンドは、SFTPを使用して partBsalogまたは salogディレクトリを別のシステムに送信
します。

file get {partBsalog | salog}ファイル仕様[reltimeabstime][match正規表現][recurs][compress]

構文の説明 説明パラメータ

partBsalogディレクトリを指定
します。

partBsalog

Salogディレクトリを指定しま
す。

salog

転送するファイルの名前を指

定します。

ファイル仕様

相対的な時間間隔。分 | 時
間 | 日 | 週 | 月 | 時間
値で指定します

相対時間

絶対的な時間間隔。
hh:mm:MM/DD/YYhh:mm:MM/DD/YY
の形式で指定します。

abstime

ファイル名内の特定の文字列

を regexとして指定します。
match正規表現

サブディレクトリを含むすべ

てのファイルを取得します。

recurs

ファイルを圧縮ファイルとし

て転送します。

compress

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが指定されたファイルを識別すると、SFTPホスト、ユーザ名、およびパスワードを
入力するように求められます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
29

ファイルコマンド

file get salog



ファイル取得 TFTP
このコマンドは、SFTPを使用して TFTPファイルを別のシステムに送信します。

file get tftpファイル仕様[reltimeabstime][match正規表現][recurs][compress]

構文の説明 説明パラメータ

転送する TFTPファイルの名
前を指定します。

ファイル仕様

相対的な時間間隔。分 | 時
間 | 日 | 週 | 月 | 時間
値で指定します

相対時間

絶対的な時間間隔。
hh:mm:MM/DD/YYhh:mm:MM/DD/YY
の形式で指定します。

abstime

ファイル名内の特定の文字列

を regexとして指定します。
match正規表現

サブディレクトリを含むすべ

てのファイルを取得します。

recurs

ファイルを圧縮ファイルとし

て転送します。

compress

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが指定されたファイルを識別すると、SFTPホスト、ユーザ名、およびパスワードを
入力するように求められます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

ファイルリスト
このコマンドは、使用可能なログディレクトリ内のログファイルを一覧表示します。

file list {activelog | inactivelog | install}ファイル仕様[page | detail | reverse][date | size]
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構文の説明 説明パラメータ

アクティブ側のログを指定し

ます。

activelog

非アクティブ側のログを指定

します。

inactivelog

インストールログを指定しま

す。

install

ログファイルの名前を指定し

ます。

ファイル仕様

出力を一度に 1画面ずつ表示
します。

page

日時を含む詳細なリストを表

示します。

detail

並べ替えの方向を逆にしま

す。

reverse

ファイルを日付順に並べ替え

ます。

date

ファイルをサイズ順に並べ替

えます。

size

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

例:詳細を含むログファイル

この例では、オペレーティングシステムのログファイルの詳細を一覧表示します。

admin: file list activelog platform/log page detail

例: CDRリポジトリ内のディレクトリ

この例では、CDRリポジトリ内のディレクトリを一覧表示します。
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admin: file list activelog cm/cdr_repository

例:サイズ別 CDRファイル

この例では、指定されたディレクトリ内の CDRファイルをサイズ順に一覧表示しま
す。

admin: file list activelog cm/cdr_repository/processed/20050812 size

file list salog
このコマンドは、partBsalogまたは salogディレクトリを一覧表示します。

file list {partBsalog | salog}ファイル仕様[page | detail | reverse][date | size]

構文の説明 説明パラメータ

partBsalogログディレクトリを指定します。partBsalog

Salogログディレクトリを指定します。salog

リストするファイルへのパスを指定します。ファイル仕様

出力を一度に 1画面ずつ表示します。page

日時を含む詳細なリストを表示します。detail

並べ替えの方向を逆にします。reverse

ファイルを日付順に並べ替えます。date

ファイルをサイズ順に並べ替えます。size

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

ファイルリスト tftp
このコマンドは TFTPファイルを一覧表示します。

file list tftpファイル仕様[page | detail | reverse][date | size]
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構文の説明 説明パラメータ

TFTPファイルの名前を指定し
ます。

ファイル仕様

出力を一度に 1画面ずつ表示
します。

page

日時を含む詳細なリストを表

示します。

detail

並べ替えの方向を逆にしま

す。

reverse

ファイルを日付順に並べ替え

ます。

date

ファイルをサイズ順に並べ替

えます。

size

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

ファイル検索
このコマンドは、ログの内容を検索し、一致する行を一度に 1ページずつ表示します。

file search {activelog | inactivelog | install}ファイル仕様[reltimeabstime][ignorecase]

構文の説明 説明パラメータ

アクティブ側のログを指定し

ます。

activelog

非アクティブ側のログを指定

します。

inactivelog

インストールログを指定しま

す。

install
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説明パラメータ

検索するファイルの名前を指

定します。

ファイル仕様

相対的な時間間隔。分 | 時
間 | 日 | 週 | 月 | 時間
値で指定します

相対時間

絶対的な時間間隔。
hh:mm:MM/DD/YYhh:mm:MM/DD/YY
の形式で指定します。

abstime

検索では大文字と小文字を区

別しません。

ignorecase

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 検索語を正規表現の形式で記述します。正規表現は、検索パターンを記述する特殊なテキスト

文字列です。

検索語が 1つのファイルにのみ見つかった場合、そのファイル名が出力の先頭に表示されま
す。検索語が複数のファイルで見つかった場合、出力の各行は一致する行が見つかったファイ

ル名で始まります。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

ファイル検索 tftp
このコマンドは、TFTPファイルの内容を検索し、一致する行を 1ページずつ表示します。

file search tftpファイル仕様[reltimeabstime][ignorecase]

構文の説明 説明パラメータ

検索する TFTPファイルの名
前を指定します。

ファイル仕様

相対的な時間間隔。分 | 時
間 | 日 | 週 | 月 | 時間
値で指定します

相対時間
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説明パラメータ

絶対的な時間間隔。
hh:mm:MM/DD/YYhh:mm:MM/DD/YY
の形式で指定します。

abstime

検索では大文字と小文字を区

別しません。

ignorecase

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 検索語を正規表現の形式で記述します。正規表現は、検索パターンを記述する特殊なテキスト

文字列です。

検索語が 1つのファイルにのみ見つかった場合、そのファイル名が出力の先頭に表示されま
す。検索語が複数のファイルで見つかった場合、出力の各行は一致する行が見つかったファイ

ル名で始まります。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

file tail activelog
このコマンドは、ログファイルの末尾の数行を出力します。

file tail {activelog | inactivelog | install}filespec[hex][lines][regexp表現]

構文の説明 説明パラメー

タ

アクティブ側のログを指定します。activelog

非アクティブ側のログを指定します。inactivelog

インストールログを指定します。install

ファイルへのパスを指定します。ファイル名が1つのファイルに解決される限り、
ワイルドカード文字 *を使用できます。

filespec

リストを 16進数で表示します。hex

表示する行数を指定します。lines

表現（expression）に一致するログファイルを追跡しますregexp表
現
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

例

この例では、オペレーティングシステムのCLIログファイルを末尾まで表示します。
admin: file tail activelog platform/log/cli00001.log

file tail tftp
このコマンドは、TFTPファイルの末尾の数行を出力します。

file tail tftpfilespec[detail][hex][lines]

構文の説明 説明パラメー

タ

ファイルへのパスを指定します。ファイル名が1つのファイルに解決される限り、
ワイルドカード文字 *を使用できます。

filespec

日付と時刻を含む長いリストdetail

リストを 16進数で表示します。hex

表示する行数を指定します。lines

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

file view
このコマンドはログファイルの内容を表示します。
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file view{activelog/inactivelog/install}}file-spec

構文の説明 説明パラメータ

アクティブ側のロギングファイルの内容を表示しますactivelog

非アクティブな側のログファイルの内容を表示しますinactivelog

インストールログファイルの内容を表示しますinstall

表示するファイルへのパスを指定します。1つのファイ
ルに解決される限り、ワイルドカード文字 *を使用で
きます。

ファイル仕様

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドを使用してバイナリ・ファイルを表示すると、端末セッションが破損する可能性

があるため、使用しないでください。

注意

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、 Cisco Unity Connection

例

この例では、アクティブ側の特定の CDRログを示します。
admin: file view activelog /cm/cdr_repository/processed/20058012/{filename}

file view activelog
このコマンドはログファイルの内容を表示します。

file viewactivelogfile-spec

構文の説明 説明パラメータ

アクティブ側のロギングファイルの内容を表示しますactivelog
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説明パラメータ

表示するファイルへのパスを指定します。1つのファイ
ルに解決される限り、ワイルドカード文字 *を使用で
きます。

ファイル仕様

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドを使用してバイナリ・ファイルを表示すると、端末セッションが破損する可能性

があるため、使用しないでください。

注意

このコマンドは大量の I/Oを使用する可能性があり、実行するとシステムのパフォーマンスに
影響を与える可能性があります。このコマンドは、営業時間外に実行することを強くお勧めし

ます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、 Cisco Unity Connection

例

この例では、アクティブ側の特定のログが表示されます。

admin:file view activelog cm/trace/ccm/sdl/{filename}

file view inactivelog
このコマンドは、非アクティブな側のログの内容を表示します。

file view inactivelog {file-spec}

構文の説明 説明パラメー

タ

表示するファイルへのパスを指定します。1つのファイルに解決される限り、
file-specで、ワイルドカード文字 (*)を使用できます。

file-spec
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コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドを使用してバイナリ・ファイルを表示すると、端末セッションが破損する可能性

があるため、使用しないでください。

注意

このコマンドは大量の I/Oを使用する可能性があり、実行するとシステムのパフォーマンスに
影響を与える可能性があります。このコマンドは、営業時間外に実行することを強くお勧めし

ます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified CM、Unified CM（IM and Presence付き）、Cisco Unity Connection

例

この例では、非アクティブな側の特定のログを示しています。

admin:file view inactivelog cm/trace/ccm/sdl/{filename}

file view system-management-log
このコマンドは、統合管理ログ (IML)の内容を表示します。

file view system-management-log

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドを使用してバイナリ・ファイルを表示すると、端末セッションが破損する可能性

があるため、使用しないでください。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

ファイルビュー tftp
このコマンドは、インストールログの内容を表示します。

file view tftpファイル仕様

構文の説明 説明パラメータ

表示するファイルへのパスを指定します。1つのファイルに解決される限り、
ワイルドカード文字 *を使用できます。

ファイル仕

様

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドを使用してバイナリ・ファイルを表示すると、端末セッションが破損する可能性

があるため、使用しないでください。

注意

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection
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第 5 章

ライセンスコマンド

• license smart deregister（41ページ）
• license smart register idtoken <token> [force]（42ページ）
• license smart renew auth（42ページ）
• license smart renew ID（42ページ）
• license smart transport direct（43ページ）
•ライセンススマートトランスポートゲートウェイ <URL> (リリース 14SU4および 15SU2
まで適用可能)（43ページ）

•ライセンススマートトランスポートゲートウェイ<URL>（リリース 14SU4および 15SU2
以降に適用）（44ページ）

•ライセンススマートトランスポートプロキシ <proxy-server> <proxy-port>（45ページ）
•ライセンススマートトランスポート ssm-satellite <URL> (リリース 14SU4および 15SU2以
降)（46ページ）

• license smart factory reset（46ページ）
• license smart reservation enable（46ページ）
• license smart reservation disable（47ページ）
• license smart reservation request（47ページ）
• license smart reservation cancel（47ページ）
• license smart reservation install "<authorization-code>"（48ページ）
• license smart reservation install-file <url>（48ページ）
• license smart reservation return（49ページ）
• license smart reservation return authorization "<authorization-code>"（49ページ）
• license smart reservation set license_count（49ページ）
• license smart export request local <exportfeaturename>（50ページ）
• license smart export return local <exportfeaturename>（50ページ）
• license smart export cancel（51ページ）

license smart deregister
このコマンドを使用して、 Unified Communications Managerのスマートライセンスの登録を解
除し、Cisco Smart Software Managerから製品を削除します。
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license smart deregister

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart register idtoken <token> [force]
このコマンドを使用して、IDトークンを使用して、Unified Communications Managerを Cisco
Smart Software Managerに登録します。

license smart register idtoken <token> [force]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart renew auth
このコマンドを使用して、ライセンス使用情報を手動で更新します。

license smart renew auth

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart renew ID
ライセンス登録を手動で更新するには、このコマンドを使用します。
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license smart renew ID

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart transport direct
ライセンスの使用状況情報をCiscoSmart SoftwareManagerに直接送信するようにSmart Licensing
機能を設定するには、次のコマンドを使用します。これはデフォルト設定です。

license smart transport direct

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager

次のコマンドは、Unified CommunicationsManagerがCisco Smart SoftwareManagerまたはサテラ
イトから登録解除されたときに実行されます。

（注）

ライセンススマートトランスポートゲートウェイ<URL>
(リリース 14SU4および 15SU2まで適用可能)

オンプレミスのトランスポートゲートウェイまたは Smart Software Managerサテライトを介し
てライセンス使用状況情報を Cisco Smart Software Managerに送信するように Smart Licensing機
能を設定するには、次のコマンドを使用します。この設定は、製品がインターネットにアクセ

スできない場合に使用されます。

license smart transport gateway <URL>

コマンドモード 管理者（admin）
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager

次のコマンドは、Unified CommunicationsManagerがCisco Smart SoftwareManagerまたはサテラ
イトから登録解除されたときに実行されます。

（注）

ライセンススマートトランスポートゲートウェイ<URL>
（リリース 14SU4および 15SU2以降に適用）

オンプレミスのトランスポートゲートウェイを介してライセンス使用状況情報を Cisco Smart
Software Managerに送信するように Smart Licensing機能を設定するには、次のコマンドを使用
します。この設定は、製品がインターネットにアクセスできない場合に使用されます。

license smart transport gateway <URL>

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager

次のコマンドは、Unified CommunicationsManagerがCisco Smart SoftwareManagerまたはサテラ
イトから登録解除されたときに実行されます。

（注）

このコマンドは、トランスポートゲートウェイ URLを構成するために実行されます。トラン
スポートゲートウェイがサポートされていないため、このコマンドは、通信にスマートトラ

ンスポートモードを使用している Unified Communications Managerでは実行できません。衛星
URLを設定するには、「license smart transport ssm-satellite <URL>」CLIコマンドを使用しま
す。Smart Transportゲートウェイは、新しく導入されたUnified CommunicationsManagerシステ
ムではサポートされません。

（注）
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Smart Transportモードに問題があり、登録解除後に Call Homeモードにフォールバックする場
合は、このコマンドを使用する必要があります。

（注）

ライセンススマートトランスポートプロキシ
<proxy-server> <proxy-port>

HTTPまたは HTTPSプロキシ経由で Cisco Smart Software Managerと通信するように Smart
Licensing機能を設定するには、次のコマンドを使用します。

<proxy-server> -プロキシサーバの IPアドレス/ホスト名

<proxy-port> -プロキシサーバポート

license smart transport proxy <proxy-server> <proxy-port>

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager

Unified CommunicationsManagerがCisco Smart SoftwareManagerから登録解除されると、次のコ
マンドが実行されます。

（注）

ユーザにプロンプトが表示されたら、認証ベースのプロキシを有効にしますか?はい/いいえ

認証ベースのプロキシサーバを使用してUnified CommunicationManagerをCisco Smart Software
Managerに登録する場合は、「はい」と入力します。

（注）

例

admin:license smart transport proxy <proxy-server> <proxy-port>

Do you want to enable Authentication based proxy ? y/n y
User Name : xyz
Password: *********

結果:トランスポート設定が正常に更新されました。
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ライセンススマートトランスポート ssm-satellite <URL>
(リリース 14SU4および 15SU2以降)

ライセンス使用状況情報をオンプレミスの Smart Software Managerサテライトに送信するよう
にSmartLicensing機能を設定するには、次のコマンドを使用します。この設定は、製品がイン
ターネットにアクセスできない場合に使用されます。

license smart transport ssm-satellite <URL>

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager

license smart factory reset
このコマンドを使用して、評価期間のカウントダウンと特定ライセンス予約 (SLR)シーケンス
番号を除くすべてのライセンス情報を信頼できるストアとメモリからクリアします。

license smart factory reset

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unified Communications Manager

license smart reservation enable
このコマンドを使用してライセンスの予約機能を有効にします。

license smart reservation enable

コマンドモード 管理者（admin）
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart reservation disable
ライセンスの予約機能を無効にするには、このコマンドを使用します。

license smart reservation disable

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart reservation request
このコマンドを使用して、UnifiedCommunicationsManager製品から予約要求コードを生成しま
す。

license smart reservation request

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart reservation cancel
製品要求コードに対してCisco Smart SoftwareManagerから取得した認証コードがインストール
される前に、このコマンドを使用して予約プロセスをキャンセルします。

license smart reservation cancel
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コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart reservation install "<authorization-code>"
このコマンドを使用して、Cisco Smart Software Managerで生成されたライセンス予約認証コー
ドをインストールします。

license smart reservation install "<authorization-code>"

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart reservation install-file <url>
このコマンドを使用して、Cisco Smart Software Managerで生成されたライセンス予約認証コー
ドファイルをインストールします。

license smart reservation install-file <url>

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

URLは、SFTPサーバ上の承認コードファイルへの必須のパスであり、次の形式で表されま
す。

sftp://<HostName/IP>:<port>/<Path to Authorization-Code file>

（注）
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license smart reservation return
このコマンドを使用して、ライセンスを仮想アカウントプールに返すためにCiscoSmartSoftware
Managerに入力する必要がある戻りコードを生成します。

license smart reservation return

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart reservation return authorization
"<authorization-code>"

このコマンドを使用し、コマンドラインで指定された認証コードを使用してリターンコードを

生成します。ライセンスを仮想アカウントプールに戻すには、戻りコードをCiscoSmartSoftware
Managerに入力する必要があります。

license smart reservation return authorization "<authorization-code>"

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

license smart reservation set license_count
このコマンドを使用して、永久ライセンス予約が有効な場合にシステムが動作するライセンス

数を設定または更新します。このCLIを使用して設定されたライセンス数はコンプライアンス
ステータスに影響を与えず、管理者の参照専用です。管理者がCLIを使用して設定したライセ
ンス数は、Unified Communications Managerライセンス管理 UI画面に表示されます。

license smart reservation set license_count
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Cisco Emergency Responder、および Cisco Unity
Connection

license smart export request local <exportfeaturename>
このコマンドを使用すると、スマートアカウントを持ち、エクスポート制限の対象となるユー

ザーは、Cisco Smart Software Managerまたはサテライトから規制対象となるエクスポートライ
センスを要求できます。

Cisco Smart Software Managerまたはサテライトで規制対象となるエクスポートライセンスが利
用可能になると、このコマンドはエクスポート承認キーを返し、エクスポート制限の対象とな

る機能を製品上で有効化します。

license smart export request local <exportfeaturename>

• Unified Communications Managerのエクスポート制限機能の名前は
<CUCM_Export_Restricted_Authorization_Key>

• Cisco Unity Connectionのエクスポート制限機能の名前は
<CUC_Export_Restricted_Authorization_Key>

（注）

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unity Connection。

license smart export return local <exportfeaturename>
このコマンドを使用して、以前に要求された輸出制限ライセンスをCiscoSmartSoftwareManager
またはサテライトに返却できるようにします。エクスポート制限機能のエクスポート認証キー

がシステムから削除されます。

license smart export return local <exportfeaturename>
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• Unified Communications Managerのエクスポート制限機能の名前は
<CUCM_Export_Restricted_Authorization_Key>

• Cisco Unity Connectionのエクスポート制限機能の名前は
<CUC_Export_Restricted_Authorization_Key>

（注）

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unity Connection。

license smart export cancel
このコマンドを使用すると、エクスポート制限の対象となっている Smartアカウントを持つ
ユーザーは、Cisco Smart Software Managerまたはサテライトからのエクスポート要求またはリ
ターンの自動再試行のキャンセルを取り消すことができます。

license smart export cancel

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unity Connection。
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第 6 章

実行コマンド

• run cuc dbquery（53ページ）
• run cuc preupgrade test（55ページ）
• run cuc sysagent task（56ページ）
• Cuc vui再構築を実行する（57ページ）
• Loadcsvを実行する（57ページ）
• Loadxmlを実行する（58ページ）
• run sql （58ページ）
• run pe sql（59ページ）

run cuc dbquery
このコマンドは SQLクエリを実行し、結果を表示します。

run cuc dbqueryデータベース名SQLクエリ[page]

構文の説明 説明パラメータ

sql_statementが動作するデータベースを指定します。

（注）

データベース名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。

接続データベースには次のものが含まれます。

unitydirdb:ディレクトリと構成データが含まれます。

unitydyndb: Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

unitymbxdb1からunitymbxdb5:対応するメールボックスストア内の現在
の音声メッセージに関するデータが含まれます。このデータには、ファイル

システムに保存されているオーディオファイルへのポインターが含まれま

す。構成されているメールボックスストアが 1つだけの場合、メールボック
スストアデータベースの名前は常に unitymbxdb1 になります。

unityrptdb:監査ログデータが含まれます。

データベース

名

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
53



説明パラメータ

実行する SQLクエリを指定します。sql_query

出力を一度に 1ページずつ表示します。

（注）

page大文字と小文字が区別されることに注意してください。

page

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン また、ブラインド転送呼び出しタイマーを構成する csp_ConfigurationModifyプロシージャで
run cuc dbqueryコマンドを使用できます。このタイマーのコマンドの使用方法は次のとおり
です。

run cuc dbqueryunitydirdb execute procedure

csp_ConfigurationModify(pFullName='System.Telephony.WaitForBlindTransferLongTimeoutMs',pvaluelong="new

value"

ここで、新しい値（newvalue）には、「ブラインド転送呼び出しタイマー」のパラメータ値を
指定します。このパラメータのデフォルトおよび最小値は500ミリ秒です。このパラメータの
最大値は 5000ミリ秒です。

•

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

次の例では、unitydirdbデータベースで SQLクエリ select alias from
vw_usertemplateを実行します。

admin: run cuc dbquery unitydirdb select alias from vw_usertemplate

alias

---------------------

AdministratorTemplate

VoiceMailUserTemplate
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run cuc preupgrade test
このコマンドは、アップグレードプロセスを実行する接続サーバの状態を確認し、システムを

アップグレードする前に実行できるアクションを指定します。

run cuc preupgrade test

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン None

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

例

admin:run cuc preupgrade test
===========================================================================
DISCLAIMER ::
This cli command should be executed from publisher before upgrade to
check system health. This cli command is not intended to correct the
system state , rather it aims at informing the administrator what all
actions are advised to be taken before running upgrade.
===========================================================================
Checking connection db. Please wait...Done
Checking critical services. Please wait...Done
Checking cluster state. Please wait...Done
Checking cop file installation. Please wait...Done
Checking locales installation. Please wait...Done
Checking drs backup history. Please wait...Done
===========================================================================
R E P O R T C A R D
===========================================================================
Locales Installation Test: PASS
Connection DB Test: PASS
DRS Backup History Test: FAIL
Cluster State Test: SKIPPED
Critical Services Test: PASS
Cop File Installation Test: SKIPPED
===========================================================================
A C T I O N S U M M A R Y
===========================================================================
ACTION : Connection DB is online.

NO constraints were found disabled in :unitydirdb,NO ACTION required before
upgrade.

NO indexes were found disabled in :unitydirdb,NO ACTION required before upgrade.

NO constraints were found disabled in :unitydyndb,NO ACTION required before
upgrade.

NO indexes were found disabled in :unitydyndb,NO ACTION required before upgrade.

NO constraints were found disabled in :unitymbxdb1,NO ACTION required before
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upgrade.
NO indexes were found disabled in :unitymbxdb1,NO ACTION required before upgrade.

NO constraints were found disabled in :unityrptdb,NO ACTION required before
upgrade.

NO indexes were found disabled in :unityrptdb,NO ACTION required before upgrade.

Connection DB state is GOOD,NO ACTION required before upgrade.
ACTION : All Critical services are running ,NO ACTION required before upgrade.
ACTION : Standalone/Cores detected , excluding cluster state checking
ACTION : Skipping COP installation check, product version detected :'8.6.2.21018-1',NO
ACTION required before upgrade.
ACTION : No locales were found installed ,NO ACTION required before upgrade.
ACTION : Make Sure DRS backup is taken aleast a day before upgrade.
Check report /var/log/active/cuc/cli/preupgrade_120325-224523.txt for details.

run cuc sysagent task
このコマンドは Sysagentタスクを実行します。

run cuc sysagent taskタスク名

構文の説明 説明パラメー

タ

実行するSysagentタスクの名前を指定します。タスク名

HTTP（S）ネットワークでは、ディレクトリ同期（Data.LocalNetworkSync）および音声名同期
（Data.LocalNetworkSync.Voicename）タスクを実行するコマンドのパラメータとしてHTTP（S）
リンクの表示名を指定する必要があります。構文は以下のとおりです。

run cuc sysagent task task_name HTTP(S)LinkDisplayName

次の例では、 Data.LocalNetworkSyncタスクを実行します。

admin: run cuc sysagent task Data.LocalNetworkSync HTTP(S)LinkDisplayName1

Data.LocalNetworkSync started

ここで、HTTP(S)LinkDisplayNameは、ディレクトリ情報を同期するHTTP（S）リンク
の表示名です。

同期の問題を回避するため、コマンドを実行する前に、指定されたHTTP（S）リンク
「HTTP(S)LinkDisplayName」に対してディレクトリまたは音声名の同期のスケジュー
ルされたタスクが無効化されていることを確認してください。

（注）

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン Sysagentタスクのリストを表示するには、コマンド show cuc sysagent task list を実行します
(Cisco Unity Connectionのみ)。Sysagentタスク名では大文字と小文字が区別されることに注意
してください。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

次の例では、Sysagentタスク Umss.CleanDeletedMessagesTaskを実行します。

admin: run cuc sysagent task Umss.CleanDeletedMessagesTask

Umss.CleanDeletedMessagesTask started

Cuc vui再構築を実行する
このコマンドは、音声認識トランスポートユーティリティに、保留中の変更を含む音声認識名

の文法を直ちに再構築するように指示します。

run cuc vui rebuild

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、データベース内で変更がフラグ付けされた文法のみを再構築します。このコ

マンドは、名前の文法更新のブラックアウトスケジュールを無視し、直ちに実行します。デー

タベースから大量の名前関連データを取得するとオーバーヘッドが発生する可能性があるた

め、このコマンドは慎重に使用し、絶対に必要な場合にのみ使用してください。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

Loadcsvを実行する
このコマンドは、パブリッシャーノードで使用され、サーバ上で使用可能な csvファイルをイ
ンストールします。
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run loadcsv

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presenceサービス Unified Communications
Manager、 Cisco Unity Connection

Loadxmlを実行する
このコマンドは、サービスパラメータまたは製品固有の情報が管理ウィンドウに期待どおりに

表示されない場合に回避策として使用できます。

run loadxml

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドはプロセッサを大量に消費するため、このコマンドを実行した後に一部のサービ

スを再起動する必要がある場合があります。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presenceサービス Unified Communications
Manager、 Cisco Unity Connection

run sql
このコマンドを使用すると、SQLコマンドを実行できます。

run sqlsql_statement

構文の説明 説明パラメータ

実行する SQLコマンドを指定します。sql_statement
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の許可: 0

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presenceサービス Unified Communications
Manager、 Cisco Unity Connection

通常の権限を持つユーザは、読み取り専用の SQLコマンドを実行できます。（注）

例

この例では、SQLコマンドを実行します。
admin: run sql select name from device

run pe sql
このコマンドを使用すると、指定されたプレゼンスデータストアに対して入力 SQLステート
メントを実行できます。

run pe sqlデータストア名sql_statement

構文の説明 説明パラメータ

データストアの名前を表します。データストア

名

実行する SQLコマンドを表します。sql_statement

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: IMおよびプレゼンスサービス Unified Communications Manager

通常の権限を持つユーザは、読み取り専用の SQLコマンドを実行できます。（注）
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例

この例では、データストアに対して SQLコマンドを実行します。
admin: run pe sql ttsoft select * from presenceeventtable
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第 7 章

設定コマンド

•アカウントを有効にする（64ページ）
•アカウント名を設定する（64ページ）
•アカウントロックを設定する（66ページ）
•アカウントロック回数を設定する（67ページ）
•アカウントロックの解除時間を設定する（68ページ）
• set account ssorecoveryurlaccess（69ページ）
• set account ssouidvalue（70ページ）
•証明書一括統合の設定（70ページ）
• set cert bulk export（71ページ）
•証明書の一括インポートを設定する（72ページ）
• set cert bulk sftp（72ページ）
• set cert default-ca-list disable（73ページ）
• set cert default-ca-list enable（74ページ）
• set cert delete（76ページ）
• set cert import（77ページ）
• set cert regen（77ページ）
• set cert regen ITLRecovery（78ページ）
• CLIページネーションを設定する（79ページ）
• CLIセッションタイムアウトを設定する（80ページ）
•コマンドカウントを設定する（80ページ）
• set csr gen（81ページ）
• set cuc jetty stderrlog（82ページ）
• set cuc jetty stdoutlog（83ページ）
• set cuc jetty requestlog（84ページ）
• set cuc speechview registration certificate size（85ページ）
• set cuc srsv timeout（85ページ）
• set cuc trace（86ページ）
•日付を設定（87ページ）
• set dscp defaults（87ページ）
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• set dscp（88ページ）
• set dscp marking（88ページ）
• set http min-version HTTP/1.1（90ページ）
• set http min-version HTTP/2（90ページ）
• set ipsec policy_group（91ページ）
• set ipsec policy_name（91ページ）
•キー再生認証暗号化設定（92ページ）
•キー再生認証署名設定（92ページ）
•ログ記録を設定する（93ページ）
•ログイン猶予タイムアウトを設定する（93ページ）
•ネットワーククラスタパブリッシャーの設定（94ページ）
•ネットワーククラスタサブスクライバーの詳細を設定する（95ページ）
• set network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration（95ページ）
• set network dhcp eth0（96ページ）
• set network dns（97ページ）
• set network dns options（98ページ）
•ネットワークドメインを設定する（98ページ）
• set network failover（99ページ）
•ネットワークゲートウェイを設定する（100ページ）
• set network hostname（100ページ）
• set network ip eth0（102ページ）
• set network ipv6 dhcp（104ページ）
•ネットワーク IPv6ゲートウェイの設定（104ページ）
•ネットワーク IPv6サービスを設定する（105ページ）
• set network ipv6 static_address（106ページ）
•ネットワークの max_ip_conntrackを設定する（106ページ）
•ネットワークMTUを設定する（107ページ）
• set network name-service hosts cache-enable（108ページ）
•ネットワーク名サービスホストの最大データベースサイズを設定する（108ページ）
• set network name-service hosts negative-time-to-live（109ページ）
• set network name-service hosts persistent（109ページ）
• set network name-service hosts positive-time-to-live（110ページ）
• set network name-service hosts suggested-size（110ページ）
• set network name-service services cache-enable（111ページ）
• set network name-service services max-db-size（111ページ）
• set network name-service services negative-time-to-live（112ページ）
• set network name-service services persistent（112ページ）
• set network name-service services positive-time-to-live（113ページ）
• set network name-service services suggested-size（113ページ）
• set network nic eth0（114ページ）
•ネットワーク ntpオプションを設定する（115ページ）
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• set network pmtud state（115ページ）
• set network restore（116ページ）
•ネットワークステータス eth0を設定する（117ページ）
•ネットワーク名サービスを設定する（118ページ）
•パスワードの複雑さの最小長さを設定する（119ページ）
•パスワードの有効期限を設定する（119ページ）
• set password change-at-login（120ページ）
• set password complexity character（120ページ）
• set password complexity character difference（122ページ）
•パスワードの複雑さの文字の最大繰り返し数を設定する（122ページ）
• set password expiry maximum-age（123ページ）
• set password expiry user maximum-age configure（124ページ）
• set password expiry minimum-age（125ページ）
• set password expiry user maximum-age（126ページ）
• set password expiry user minimum-age（127ページ）
•パスワード履歴を設定する（127ページ）
• set password inactivity（128ページ）
• set password system bootloader encryptHash（129ページ）
• set password user admin（129ページ）
• set password user security（130ページ）
•レプリケーション同期モニタを設定する（131ページ）
• set samltrace level（131ページ）
•セッションの上限を設定する（132ページ）
• set sip-trunkbusyout disable（133ページ）
• set sip-trunkbusyout enable（133ページ）
• set smtp（134ページ）
• set strace enable（134ページ）
• set strace disable（135ページ）
•タイムゾーンを設定する（135ページ）
• set tls min-version（136ページ）
•トレースを無効にする（138ページ）
•トレースを有効にする（139ページ）
• set tlsresumptiontimeout（139ページ）
• tlstrace*を設定する（140ページ）
• set web-security（141ページ）
• set webapp session timeout（143ページ）
• Webアプリケーションのセッションの上限を設定する（144ページ）
• set workingdir（147ページ）
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アカウントを有効にする
このコマンドは、パスワードが非アクティブであるために無効にされたOSユーザアカウント
を有効にします。

set account enableユーザ ID

構文の説明 説明パラメー

タ

無効化されたアカウントのユーザ IDを指定します。ユーザ ID

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

アカウント名を設定する
このコマンドは、オペレーティングシステムに新しいアカウントを設定します。

set account namename

構文の説明 説明パラメー

タ

新しいアカウントのユーザ名を表します。

アルファベットのみ、または英数字（a-z、A-D、0-9）で構成される名前を入力し
ます。

（注）

ウムラウト文字はサポートされていません。

名前

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン ユーザ名を入力すると、新しいアカウントの権限レベル (0または 1)とパスワードの入力が求
められます。権限レベルの定義は次のとおりです。
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特権レベル 0

通常の特権レベルを指定します。通常の権限を持つユーザは、権限レベル 0でのみCLIコ
マンドを実行できます。

特権レベル 1

高度な権限レベルを指定します。高度な権限を持つユーザは、権限レベル 1以下のCLIコ
マンドを実行できます。

UnifiedCommunicationsManagerのインストール中にシステムによって作成される管理者アカウ
ントの権限レベルは 4です。管理者は CLIのすべてのコマンドを実行できます。

（注）

set account nameコマンドには、次の新しいプロンプトが含まれています。

•このユーザがリカバリURLを介して SAML SSO対応システムにログインすることを許可
しますか?(はい /いいえ)' —レベル 4管理者は、CLIで「はい」または「いいえ」と入
力して、新しいプラットフォーム管理者のリカバリ URLサインインオプションへのアク
セスを有効または無効にできます。ユーザがリカバリ URLを使用してサインインするこ
とを選択した場合、値を「はい」に設定できます。

• SSOのプラットフォームログインを認証するには、このユーザを LDAPに識別する一意
の識別子 (UID) (sAMAccountNameや UPNなど)を指定する必要があります。このユーザ
の適切な LDAP一意の識別子 (UID)を入力してください:[UID]' —レベル 4管理者は、こ
のプロンプトに対して各プラットフォーム管理者の一意の識別子の値を入力できます。
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すべての CLIコマンドを実行する権限を持つのはレベル 4管理者だけです。

管理者は次のタスクを確実に実行する必要があります。

•「このユーザーがリカバリURL経由で SAML SSO対応システムにログインできるように
しますか?」に「はい」または「いいいえ」を入力します。「（はい /いいえ）」プロン
プト。このプロンプト値が空白の場合、エラーメッセージが表示されます。

•の値を入力します。SSOのプラットフォームログインを認証するには、このユーザーを
LDAPに識別する一意の識別子（UID）（sAMAccountNameや UPNなど）を指定する必
要があります。「このユーザの適切な LDAP一意の識別子 (UID)を入力してくださ
い:[UID]」プロンプト。プロンプト値が重複している場合は、エラーメッセージが表示
されます。Enterキーを押すと、ユーザアカウント名がデフォルトで保存されます。アカ
ウントが正常に作成されると、管理者には「アカウントが正常に作成されました」という

メッセージが表示されます。OS管理にログインする前に、CLIにログインしてパスワー

ドを更新してください。

•オペレーティングシステム管理ページの SAML SSOログインの場合、LDAPユーザが '&'
文字で構成されている場合は、'&'なしでプラットフォームユーザを作成し、'&'文字で構
成される LDAPユーザにマップするようにしてください。

•オペレーティングシステム管理ページのSAMLSSOログインの場合、ユーザー IDのLDAP
属性値が telephonenumberである場合、英数字または英語のアルファベットのみを使用し
てプラットフォームユーザーを作成します。数値のみのプラットフォームユーザ名を含め

ないでください。次に、電話番号の UID値を持つ適切な LDAPユーザーにマッピングし
ます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

アカウントロックを設定する
このコマンドは、現在の管理アカウントのアカウントロックを有効または無効にします。

set accountlocking {enable | disable}

構文の説明 説明パラメー

タ

アカウントのロックを有効にします。enable
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説明パラメー

タ

アカウントのロックを無効にします。disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

enableを指定してこのコマンドを実行すると、監査ログ機能が有効になった後、アカウント
ロックアウト通知が自動的に有効になります。

管理アカウントロック機能が有効になっている場合、ユーザがアカウントロック回数を超えて

間違ったパスワードを入力すると、アカウントは一定期間ロックされます。アカウントがロッ

クされているというメッセージは、VMコンソールとセキュリティ保護されたログにのみ表示
されます。

（注）

要件

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

アカウントロック回数を設定する
このコマンドは、ユーザアカウントのロックをトリガーする、グローバルな連続サインイン試

行失敗回数を設定します。

set accountlocking countattempts

構文の説明 説明パラメータ

システムがアカウントをロックするまでの連

続サインイン試行回数を表します。

値の範囲: 2～5

デフォルト値: 3

試み

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムがユーザアカウントをロックする前に、連続して失敗したサインイン試行のグローバ

ル値を変更するには、このコマンドを実行します。
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このコマンドは、アカウントロックが有効になっている場合にのみ有効です。アカウントロッ

クが無効になっている場合、システムはアカウントロックの値を記憶せず、アカウントロッ

クを有効にした後にデフォルト値 3を使用します。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

アカウントロックの解除時間を設定する
このコマンドは、現在の Unified Communications Manager管理者アカウントのロック解除時間
を設定します。

set accountlocking unlocktime秒

構文の説明 説明パラメータ

ロック解除時間を秒単位で指定します。

値の範囲: 30～3600

デフォルト値: 300

秒

•アカウントは、設定されたロック解除時間の経過後にのみ自動的にロック解除されます。

•このコマンドは、アカウントロックが有効になっている場合にのみ有効です。アカウント
ロックが無効になっている場合、システムはアカウントロックのロック解除時間を記憶せ

ず、アカウントロックを有効にした後にデフォルト値の 300を使用します。

（注）

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection
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set account ssorecoveryurlaccess
このコマンドは、プラットフォーム管理者の SSOリカバリ URLアクセスを有効または無効に
します。

デフォルトでは、プラットフォーム管理者レベル 4がリカバリ URLにアクセスできます。プ
ラットフォーム管理者レベル 4が自分自身のリカバリ URLアクセスを更新しようとすると、
エラーが表示されます。

（注）

set account ssorecoveryurlaccess {enable | disable}userid

構文の説明 説明パラメータ

プラットフォーム管理者の回復サインインオプションを

有効にします。

enable

プラットフォーム管理者の回復サインインオプションを

無効にします。

disable

特定の Cisco Unifiedオペレーティングシステム管理者ア
カウントを指定します。

userid

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

•すでに有効または無効になっている回復サインインオプションを有効または無効にする
と、エラーが表示されます。

• UnifiedCommunicationsManagerのインストール時にシステムによって作成される管理者ア
カウントの権限レベルは 4です。管理者は CLIのすべてのコマンドを実行できます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presence Service on Unified Communications
Manager
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set account ssouidvalue
このコマンドは、既存のプラットフォーム管理者の一意の識別子の値を更新します。

set account ssouidvalueuserid

構文の説明 説明パラメータ

一意の識別子の値を更新する必要がある特定の Cisco
Unifiedオペレーティングシステム管理者アカウントを
指定します。

userid

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

• set account ssouidvalue useridコマンドを実行すると、UID値を入力するプロンプトが表示
されます。UID値が空白の場合、samaccountnameはデフォルトで ssouidvalueとして保存
されます。

•重複した UID値が存在する場合は、エラーが表示されます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、 IM and Presence Service on Unified Communications
Manager

証明書一括統合の設定
このコマンドは、ユニットで使用可能なすべての証明書を統合します。

set cert bulk consolidateユニット

構文の説明 説明パラメー

タ

ユニット名を表しま

す。

ユニット
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コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 証明書の一括操作に使用する SFTPサーバ情報を指定する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

関連トピック

set cert bulk sftp（72ページ）

set cert bulk export
このコマンドは、ユニットで使用可能なすべての証明書をエクスポートします。

set cert bulk exportユニット

構文の説明 説明パラメー

タ

このクラスター内のこのユニットで使用可能なすべての証明書を、事前構成され

た SFTPの場所にエクスポートします。
export

ユニット名を表します。ユニット

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 証明書の一括操作に使用する SFTPサーバ情報を指定する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:set cert bulk export all
Successfully exported tomcat certificate(s) to sftp server.
Successfully exported tftp certificate(s) to sftp server.
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関連トピック

set cert bulk sftp（72ページ）

証明書の一括インポートを設定する
このコマンドは、SFTPの場所にある証明書を指定されたユニット信頼ストアにインポートし
ます。

set cert bulk importユニット

構文の説明 説明パラメー

タ

ユニット名を表しま

す。

ユニット

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 証明書の一括操作に使用する SFTPサーバ情報を指定する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:set cert bulk import all
Successfully imported tomcat certificates.
Successfully imported tftp certificates.

関連トピック

set cert bulk sftp（72ページ）

set cert bulk sftp
このコマンドは、一括操作に使用する SFTPサーバ情報の入力を要求します。

set cert bulk sftp

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン 証明書の一括操作に使用する SFTPサーバ情報を指定する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set cert default-ca-list disable
このコマンドは、クラスター内のすべてのサーバからすべてまたは特定のデフォルトのCA証
明書を無効にします。

このコマンドを実行しようとすると、この操作によってすべてのまたは特定のデフォルトの

Cisco CA証明書が無効になることを示す警告メッセージが表示されます。

setcertdefault-ca-listdisable {all | common-name}

•このコマンドを Unified Communications Managerパブリッシャーノードから実行している
ことを確認してください。

•デフォルトの CA証明書名は、 show cert default-ca-listコマンドを実行することによって
取得できます。

（注）

構文の説明 説明パラメータ

クラスター内のすべてのサーバからすべての

デフォルトの CA証明書を削除します。
all

クラスター内のすべてのサーバから特定のデ

フォルト CA証明書を削除します。
common-name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン すべてのデフォルトの CA証明書を無効にした後、次の情報を考慮してください。

•「Cisco Tomcat」、「Cisco CallManager」、「Cisco Tftp」、および「Cisco Certificate
Authority Proxy Function」サービスを再起動します。

特定のデフォルト CA証明書を無効にした後は、次の情報を考慮してください。

•「Cisco CallManager」、「Cisco Tftp」、および「Cisco Certificate Authority Proxy Function」
サービスを再起動します。
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•「VeriSign Class 3 Secure Server CA - G3」証明書を無効にする場合は、「Cisco Tomcat」
サービスのみを再起動するだけで十分です。

要件

コマンド権限レベル: 1

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:set cert default-ca-list disable all

WARNING: This operation will disable all Cisco CA certificates that have been installed
by default. You can use the "show cert default-ca-list" to view the list of default
Cisco CA certificates.
You must restart the "Cisco Tomcat", "Cisco CallManager", "Cisco Tftp" and
"Cisco Certificate Authority Proxy Function" services after running this command.
This command should be run from the Publisher.
Do you wish to proceed (yes|no)? yes
Successfully disabled the default Cisco CA certificates.
Please wait for a few min to UI to reflect the correct status.

admin:set cert default-ca-list disable common-name
Enter the Common Name of Default CA Certificate : CAP-RTP-001
WARNING: This operation will disable the "CAP-RTP-001" Cisco CA certificate.
You must restart the "Cisco CallManager", "Cisco Certificate Authority Proxy Function"
and
"Cisco Tftp" services after running this command. This command should be run from the
Publisher.
Do you wish to proceed (yes|no)? yes
Successfully disabled default "CAP-RTP-001" certificate.

admin:set cert default-ca-list disable common-name
Enter the Common Name of Default CA Certificate : VeriSign Class 3 Secure Server CA -
G3
WARNING: This operation will disable the "VeriSign Class 3 Secure Server CA - G3" Cisco
CA
certificate. You must restart the "Cisco Tomcat" services after running this command.
This command should be run from the Publisher.
Do you wish to proceed (yes|no)? yes
Successfully disabled default "VeriSign Class 3 Secure Server CA - G3" certificate.

admin:set cert default-ca-list enable common-name
Enter the Common Name of Default CA Certificate : capf
The capf certificate is not in the list of default Cisco CA certificates.
admin:

set cert default-ca-list enable
このコマンドは、クラスタ内のすべてのサーバ上で、CAPF-trustを除くすべてのまたは特定の
デフォルトのCA証明書を有効にします。CAPF-trust証明書は、クラスタ全体ではなく、Unified
Communications Managerパブリッシャノードでのみ有効になります。
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このコマンドを実行しようとすると、この操作によってすべてのまたは特定のデフォルトの

CiscoCA証明書が信頼できる証明書として有効になることを示す警告メッセージが表示されま
す。

setcertdefault-ca-listenable {all | common-name}

•このコマンドをUnifiedCommunicationsMangerパブリッシャーノードから実行しているこ
とを確認してください。

•デフォルトの CA証明書名は、 show cert default-ca-listコマンドを実行することによって
取得できます。

（注）

構文の説明 説明パラメータ

クラスター内のすべてのサーバ上のすべての

デフォルトの CA証明書を有効にします。
all

クラスター内のすべてのサーバ上で特定のデ

フォルト CA証明書を有効にします。
common-name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン すべてのデフォルトの CA証明書を有効にした後、次の情報を考慮してください。

•「Cisco Tomcat」、「Cisco CallManager」、「Cisco Tftp」、および「Cisco Certificate
Authority Proxy Function」サービスを再起動します。

特定のデフォルト CA証明書を有効にした後、次の情報を考慮してください。

•「Cisco CallManager」、「Cisco Tftp」、および「Cisco Certificate Authority Proxy Function」
サービスを再起動します。

•「VeriSign Class 3 Secure Server CA - G3」証明書を有効にする場合は、「Cisco Tomcat」
サービスのみを再起動するだけで十分です。

要件

コマンド権限レベル: 1

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:set cert default-ca-list enable all

WARNING: This operation will enable all default Cisco CA certificates
as trusted certificates for all nodes in this cluster.
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You can use the "show cert default-ca-list" to view the list of default
Cisco CA certificates. You must restart the "Cisco Tomcat", "Cisco CallManager",
"Cisco Tftp" and "Cisco Certificate Authority Proxy Function" services after
running this command. This command should be run from the Publisher.
Do you wish to proceed (yes|no)? yes
Successfully enabled the default Cisco CA certificates.
Please wait for a few minutes for the UI to reflect the correct status.

admin:set cert default-ca-list enable common-name
Enter the Common Name of Default CA Certificate : CAP-RTP-002
WARNING: This operation will install the "CAP-RTP-002" certificate as a trusted certificate
for all nodes in this cluster. You must restart the "Cisco CallManager",
"Cisco Certificate Authority Proxy Function" and "Cisco Tftp" services after running
this
command. This command should be run from the Publisher.
Do you wish to proceed (yes|no)? yes
Successfully enabled default "CAP-RTP-002" certificate.

admin:set cert default-ca-list enable common-name
Enter the Common Name of Default CA Certificate : VeriSign Class 3 Secure Server CA -
G3
WARNING: This operation will install the "VeriSign Class 3 Secure Server CA - G3"
certificate
as a trusted certificate for all nodes in this cluster. You must restart the "Cisco
Tomcat"
services after running this command. This command should be run from the Publisher.
Do you wish to proceed (yes|no)? yes
Successfully enabled default "VeriSign Class 3 Secure Server CA - G3" certificate.

admin:set cert default-ca-list enable common-name
Enter the Common Name of Default CA Certificate : CAP-RTP-003
The CAP-RTP-003 certificate is not in the list of default Cisco CA certificates.
admin:

set cert delete
このコマンドは、信頼ユニットから特定の証明書ファイルを削除します。

set cert deleteユニットname

構文の説明 説明パラメー

タ

信頼カテゴリの名前を、「own」または「trust」として指定します。ユニット

証明書ファイル名。名前

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:set cert delete cucm siptest.pem

set cert import
このコマンドは、指定された証明書の種類に対して指定された証明書をインポートします。

set cert importタイプname[caCert]

構文の説明 説明パラメー

タ

証明書の種類を「所有」または「信頼」として指定します。タイプ

ユニット名を表します。名前

CA証明書ファイル名を表します。[caCert]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:set cert import trust tomcat
Successfully imported certificate for tomcat.
Please restart services related to tomcat for the new certificate to
become active.

set cert regen
このコマンドは、指定されたユニットの証明書を再生成します。

set cert regenname
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構文の説明 説明パラメー

タ

ユニット名を表しま

す。

名前

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:set cert regen tomcat
Successfully regenerated certificate for tomcat.

set cert regen ITLRecovery
このコマンドは、指定されたユニットの ITLRecovery証明書を再生成します。

このコマンドを入力すると警告メッセージが表示され、トークンレス CTLを使用している場
合や、CallManager証明書を再生成している場合は、CTLファイルに更新された CallManager
証明書があり、その証明書がエンドポイントに対して更新されていることを確認するように求

められます。証明書を再生成するには、 yesと入力し、そうでない場合は noと入力します。

set cert regenITLリカバリ

構文の説明 説明パラメータ

ITLRecovery証明書を表します。ITLリカバ

リ

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

再生成された証明書を有効にするには、ITLRecoveryに関連するサービスを再起動する必要が
あります。

注意

コマンド権限レベル: 1
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アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:set cert regen ITLRecovery

WARNING: If you are using a tokenless CTL and if the CallManager certificate is recently

generated, please ensure that the CTL File already has the new CallManager certificate
and is
updated to the endpoints, before generating the ITL Recovery certificate. Are you sure
want
to proceed?

Proceed with regeneration (yes|no)? yes

Successfully Regenerated Certificate for ITLRecovery.

You must restart the services related to ITLRecovery for the regenerated certificates
to
become active.

CLIページネーションを設定する
このコマンドは、現在のCLIセッションで自動ページネーションをオンまたはオフにします。

set cli pagination {on | off}

構文の説明 説明パラメー

タ

ページ区切りをオンにします。on

ページ区切りをオフにします。off

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

admin:set cli pagination off
Automatic pagination is turned off
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CLIセッションタイムアウトを設定する
このコマンドは、アクティブなCLIセッションがタイムアウトして切断されるまでの時間を分
単位で設定します。

set cli session timeout分

構文の説明 説明パラメー

タ

アクティブな CLIセッションがタイムアウトして切断されるまでの経過時間 (分)
を指定します。

•値の範囲: 5-99999分

•デフォルト値: 30分

分

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 新しいセッションタイムアウト値は新しいCLIセッションに対して直ちに有効になりますが、
アクティブなセッションでは元のタイムアウト値が保持されることに注意してください。ま

た、現在のセッションでその値を使用していない場合でも、show cli session timeoutコマンドは
新しい値を反映します。

この設定はソフトウェアのアップグレードを通じて保持され、デフォルト値にリセットされる

ことはありません。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

コマンドカウントを設定する
このコマンドは CLIコマンドプロンプトを変更し、実行された CLIコマンドの数を表示しま
す。

set commandcount {enable | disable}
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構文の説明 説明パラメー

タ

コマンドカウントをオンにします。enable

コマンドカウントをオフにします。disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set csr gen
このコマンドは、ユニット名の csrを生成します。

set csr genname

構文の説明 説明パラメー

タ

証明書が生成されるユニットを指定します。名前

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:set csr gen tomcat
Successfully Generated CSR for tomcat.

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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set cuc jetty stderrlog
このコマンドは、Jettyサーバとの通信中に標準エラーが発生したときにエラーログが生成さ
れるかどうかを有効または無効にします。このエラーログが生成され、パス

/var/log/active/jetty/で利用できるようになります。

set cuc jetty stderrlog {enable | disable}

構文の説明 説明パラメータ

Jettyサーバのエラーログを有
効にします。Enableでは大文
字と小文字が区別されること

に注意してください。

enable

Jettyサーバのエラーログを無
効にします。「disable」では
大文字と小文字が区別される

ことに注意してください。

disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

Jettyサーバ上のエラーログを有効または無効にした後、Jettyサービスを再起動する必要があ
ります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

Jettyサーバでエラーログを有効にする例

admin:set cuc jetty stderrlog enable

Command is executed successfully
To effect changes restart jetty server
Restart Jetty Server through Unity Connection Serviciabilty .
Go to Tools -> Service Management -> Restart Connection Jetty Service.
Check the logs that should not be generated after running above command.
Check the requestlog by sending one voice message through webinbox.
Notifications should not come in logs
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set cuc jetty stdoutlog
このコマンドは、Jettyサーバとの通信中に生成される標準入力および出力ログを有効または無
効にします。この標準入力および出力ログが生成され、パス/var/log/active/jetty/ で

利用できるようになります。

set cuc jetty stdoutlog {enable | disable}

構文の説明 説明パラメータ

Jettyサーバ上の標準入力およ
び出力ログを有効にします。

Enableでは大文字と小文字が
区別されることに注意してく

ださい。

enable

Jettyサーバ上の標準入力およ
び出力ログを無効にします。

「disable」では大文字と小文
字が区別されることに注意し

てください。

disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

Jettyサーバ上の標準入力および出力ログを有効または無効にした後、Jettyサービスを再起動
する必要があります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

Jettyサーバーで標準入出力ログを有効にする例

admin:set cuc jetty stdoutlog enable

Command is executed successfully
To effect changes restart jetty server
Restart Jetty Server through Unity Connection Serviciabilty .
Go to Tools -> Service Management -> Restart Connection Jetty Service.
Check the logs that should not be generated after running above command.
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Check the requestlog by sending one voice message through webinbox.
Notifications should not come in logs

set cuc jetty requestlog
このコマンドは、通知の要求が発生したときに Jettyサーバから生成される要求ログを有効ま
たは無効にします。このリクエストログが生成され、パス /usr/local/jetty/logs/で利
用できるようになります。

set cuc jetty requestlog {enable | disable}

構文の説明 説明パラメータ

Jettyサーバ上の要求ログを有
効にします。「enable」では
大文字と小文字が区別される

ことに注意してください。

enable

Jettyサーバ上の要求ログを無
効にします。「disable」では
大文字と小文字が区別される

ことに注意してください。

disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

Jettyサーバ上の要求ログを有効または無効にした後、Jettyサービスを再起動する必要があり
ます。

注意

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

Jettyサーバーでリクエストログを有効化する例

admin:set cuc jetty requestlog enable

Command is executed successfully
To effect changes restart jetty server
Restart Jetty Server through Unity Connection Serviciabilty .
Go to Tools -> Service Management -> Restart Connection Jetty Service.
Check the logs that should not be generated after running above command.
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Check the requestlog by sending one voice message through webinbox.
Notifications should not come in logs

set cuc speechview registration certificate size
このコマンドは、Nuanceサーバによる Speech to Textサービスの登録とボイスメールの転記用
の新しい証明書ビットサイズを設定します。

set cuc speechview registration certificate sizebit_size

構文の説明 説明パラメータ

証明書の bit_sizeを指定しま
す。許可される値は 1k、2k、
または 4kです。

bit_size

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 目的の証明書のビットサイズを設定するには、set cuc speechview registration certificate size
（Cisco Unity Connectionのみ）コマンドを使用します。CLIはパブリッシャー上で実行する必
要があります。Connection SpeechView Processorサービスが再起動します。

要件

コマンド権限レベル: 4

set cuc srsv timeout
このコマンドは、SRSVセッションタイムアウトの値を設定します。

set cuc srsv timeoutタイムアウト値

構文の説明 説明パラメータ

セッションのログアウトの時間を設定します。タイムアウト

値

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection
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set cuc trace
このコマンドは、指定されたトレースおよびトレースレベルを有効または無効にします。

set cuc trace {enable | disable}trace_name level

構文の説明 説明パラメー

タ

接続トレースを有効にします。enable

接続トレースを無効にします。disable

有効または無効にするトレースの名前を指定します。トレース名では大文字と小

文字が区別されることに注意してください。

トレース

名

有効または無効にする trace_nameのレベルを指定します。各トレースは、0から
30までの番号が付けられた最大 31レベルで構成され、各レベルでは、指定され
たトレースの異なる種類の情報が提供されます。複数のレベルを有効または無効

にする場合は、レベルをコンマで区切り、レベルの範囲を示すためにハイフンを

使用します。スペースを含めないでください。

レベル

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 現在有効になっているトレースとトレースレベルのリストを表示するには、 show cuc trace
levels (Cisco Unity Connectionのみ)コマンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

VUIトレース 1、13、17～ 20を有効にする例

admin:set cuc trace enable VUI 1,13,17-20
VUI trace levels are now set to: 1,13,17-20

VUIトレースレベル 1と 13が設定された状態で VUIトレース 17から 20を無効にする例

admin:set cuc trace disable VUI 17-20
VUI trace levels are now set to: 1,13

関連トピック

show cuc trace levels（185ページ）
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日付を設定
このコマンドは、サーバの時刻と日付を変更します。

set dateHH:mm:ss:MM/DD/YY

構文の説明 説明パラメー

タ

時刻形式（24時間形式）を表します。時:分:秒

日付の形式を表します。

（注）

日付形式MM/DD/YYYYも受け入れられます。

MM/DD/YY

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン サーバが外部 NTPサーバと同期するように構成されている場合、このコマンドでは、ユーザ
はそれらの NTPサーバをすべて削除する必要があります。

要件

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

日付と時刻を 2012年 4月 13日 2時 10分 33秒 PMに設定する例

admin:set date 14:10:33:04/13/12

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

set dscp defaults
このコマンドは、すべてのポートタグに対して工場出荷時のデフォルトのDSCP設定を設定し
ます。

set dscp defaults

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、デフォルト以外のすべての DSCP設定が削除されます。
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工場出荷時のデフォルトの DSCP設定を確認するには、show dscp defaultsコマンドを使用でき
ます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set dscp
このコマンドは、発信 TCPまたは UDPパケットの DSCPマーキングを有効または無効にしま
す。単一のポートタグまたはすべてのポートタグで DSCPを一度に有効または無効にするこ
とができます。

set dscp {enable | disable} {allport_tag}

構文の説明 説明パラメー

タ

すべての DSCPポートタグを無効にします。all

DSCPポートタグを表します。これは、ポートを使用するアプリケーションを識
別するために TCPまたは UDPポートにマップされる文字列です。この値は、コ
マンド show dscp defaultsを使用するときに表示される portTagフィールドの値で
す。ポートタグのセットは事前に定義されています。

port_tag

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set dscp marking
このコマンドは、既知のDSCPクラスと数値を使用して、ポートタグにDSCPマーキングを設
定します。

set dscp markingport_tag値
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構文の説明 説明パラメー

タ

DSCPポートタグを表します。これは、ポートを使用するアプリケーションを識
別するために TCPまたは UDPポートにマップされる文字列です。この値は、コ
マンド show dscp defaultsを使用するときに表示される portTagフィールドの値で
す。ポートタグのセットは事前に定義されています。

port_tag

DSCP値。既知の DSCPクラスの名前、または 10進数または 16進数の形式の数
値を入力できます。16進数値の前に 0xまたは 0Xを付けます。

value

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン DSCPで定義されている有効なクラス名は次のとおりです。

•クラスセレクター:値 CS0、CS1、CS2、CS3、CS5、CS6、CS7

クラスセレクタ (CS)値は IP Precedence値に対応しており、IP Precedenceと完全に互換性
があります。

•優先転送：値 EF

EFPHBは、低帯域幅、保証された帯域幅、低遅延、低ジッターを必要とするVoIPなどの
アプリケーションに最適です。

•ベストエフォート：値 BE

デフォルト PHBとも呼ばれるこの値は、基本的にパケットが 0x00でマークされ、

ネットワークルータからの従来のベストエフォートサービス。

•保証転送:値 AF11、AF12、AF13、AF21、AF22、AF23、AF41、AF42、AF43

転送保証クラスには 4つのタイプがあり、それぞれに 3つのドロップ優先順位値がありま
す。

これらの優先値は、ネットワーク輻輳によりパケットがドロップされる順序を定義します

混雑。たとえば、AF13クラスのパケットは AF12クラスのパケットよりも先にドロップ
されます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。
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set http min-version HTTP/1.1
このコマンドは、すべての受信 HTTP要求の最小プロトコルバージョンとして HTTP/1.1以降
を設定します。

set http min-version HTTP/1.1

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン UnifiedCommunicationsManagerクラスタ内のすべてのノードで次のサービスを必ず再起動して
ください。

• Cisco CallManager

• Cisco TFTP

• Cisco HAProxy

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

set http min-version HTTP/2
このコマンドは、すべての受信HTTP要求の最小プロトコルバージョンとしてHTTP/2を設定
します。

set http min-version HTTP/2

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

ローカルプッシュ通知サービス (LPNS)は、HTTP/1.1経由のWebソケットのみを利用します
が、HTTPの最小バージョンが HTTP/2に設定されると機能しなくなります。

警告

クラスター内のすべてのノードで次のサービスを必ず再起動してください。

Unified Communications Managerの場合:

• Cisco CallManager

• Cisco TFTP
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• Cisco HAProxy

IMおよびプレゼンスサービスの場合:

• Cisco Tomcat

• Cisco Config Agent

• Cisco XCP Config Manager

• Cisco XCP Router

• Cisco XCP Connection Manager

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

set ipsec policy_group
このコマンドは、指定されたポリシーグループ名の ipsecポリシーを有効にします。

set ipsec policy_group {ALLgroup}

構文の説明 説明パラメータ

すべての ipsecポリシーグループを有効にします。ALL

有効にする特定の ipsecポリシーグループの名前
を指定します。

グループ

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

set ipsec policy_name
このコマンドは、指定された IPSecポリシーを有効にします。
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set ipsec policy_name {ポリシーグループポリシー名}

構文の説明 説明パラメータ

有効にする特定の ipsecポリ
シーグループの名前を指定し

ます。

ポリシーグループ

有効にする特定の ipsecポリ
シーの名前を指定します。

ポリシー名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

キー再生認証暗号化設定
Cisco Jabber認証で使用されるOAuthアクセストークンとリフレッシュトークンを暗号化する
対称暗号化キーを再生成するには、Unified Communications Managerパブリッシャノードでこ
のコマンドを実行します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service。

キー再生認証署名設定
Cisco Jabber認証で使用されるOAuthアクセストークンとリフレッシュトークンに署名するた
めの非対称 RSAキーペアを再生成するには、Unified Communications Managerパブリッシャ
ノードでこのコマンドを実行します。

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service。

ログ記録を設定する
このコマンドを使用すると、CLI管理ログを有効または無効にすることができます。

set logging {enable | disable}

構文の説明 説明パラメー

タ

ログ記録をオンにします。enable

ログ記録をオフにします。disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

ログイン猶予タイムアウトを設定する
このコマンドを使用すると、LoginGraceTimeout値を指定された値に設定できます。

set Login Grace TimeoutLoginGraceTimeout値

構文の説明 説明パラメータ

ログイン猶予タイムアウトのLoginGraceTimeout値を設定します。LoginGraceTimeout

値

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1
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アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

ネットワーククラスタパブリッシャーの設定
このコマンドは、ネットワーククラスターパブリッシャーのホスト名と IPアドレスを設定し
ます。

set network cluster publisher {hostname | ip}name

構文の説明 説明パラメータ

ネットワーククラスターのホ

スト名を指定します。

hostname

ネットワーククラスターの IP
アドレスを指定します。

ip

ネットワーククラスターパブ

リッシャーに割り当てるホス

ト名または IPアドレス。

名前

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

• Ciscoはメンテナンス期間中にのみノードの IPアドレスを変更することを推奨していま
す。

• Release 12.5(1)SU7および 14SU3以降では、単一のノードで IPアドレス/ホスト名を変更す
ると、Service Managerとすべてのノードのすべてのサービスが再起動されます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Unity Connection。
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ネットワーククラスタサブスクライバーの詳細を設定す

る
Tomcat Webサーバがダウンしていて GUIにアクセスできない場合は、このコマンドを使用し
て、プロセスノードまたはアプリケーションサーバテーブルにサブスクライバーを追加しま

す。

set network cluster subscriber detailsservertype hostname ip domainname

構文の説明 説明パラメータ

このパラメータには、 Unified Communications
Manager、IM and Presence Service、Cisco Unity
Connectionのいずれかの製品を選択します。これは
必須フィールドです。

servertype

クラスターに追加するノードのホスト名。ホスト名

は同じドメインでサポートされます。これは必須

フィールドです。

ホスト名

クラスターに追加するノードの IPv4アドレス。こ
のフィールドは、IM and Presenceパブリッシャと
Cisco Unity Connectionでは必須です。

ip

IM and Presenceサービスパブリッシャのドメイン
名。IM and Presenceパブリッシャでは、このフィー
ルドは必須です。

ドメイン名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

Unified Communications Manager、IM and Presence Service、および Cisco Unity Connectionに適用
されます。

set network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration
このコマンドを使用して、パブリッシャーでダイナミッククラスタ構成を有効にします。この

コマンドを使用して、サブスクライバノードをパブリッシャサーバテーブルに追加できる期
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間を指定します。サブスクライバノードの追加は直ちに認証され、サブスクライバノードの

インストール中にそれらのノードはパブリッシャーの詳細を待つ必要がありません。

set network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration {default | no. of hours}

構文の説明 説明パラメー

タ

動的クラスタ構成を24時間有効にします。default

1～ 24時間の値を指定します。no. of
hours

コマンドモード 管理者（admin）

要件

Unified Communications Manager、IM and Presence Service、および Cisco Unity Connectionに適用
されます。

set network dhcp eth0
このコマンドは、イーサネットインターフェイス0のDHCPを有効または無効にします。イー
サネットインターフェイス 1を設定することはできません。

set network dhcp eth0 {enable | disable } {ノード IPネットマスクゲートウェイ IP}

構文の説明 説明パラメータ

イーサネットインターフェイス 0を指定しま
す。

eth0

これにより、DHCPが有効になります。enable

これにより、DHCPが無効になります。disable

サーバの静的 IPアドレスを表します。ノード IP

サーバのサブネットマスクを表します。ネットマスク

デフォルトゲートウェイの IPアドレスを表し
ます。

ゲートウェイ IP

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン

続行すると、このコマンドによってシステムが再起動します。また、IPアドレスが変更される
たびに、すべてのノードを再起動することをお勧めします。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network dns
このコマンドは、プライマリまたはセカンダリ DNSサーバの IPアドレスを設定します。

set network dns {primary | secondary}addr

構文の説明 説明パラメータ

primary

secondary

プライマリまたはセカンダリ

DNSサーバの IPアドレスを表
します。

addr

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

DNSサーバの IPアドレスを変更した場合は、CLIコマンド utils system restartを使用してサー
バを再起動する必要があります。

（注）
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set network dns options
このコマンドは DNSオプションを設定します。

set network dns options[timeout秒][attemptsnumber][rotate]

構文の説明 説明パラメー

タ

DNSタイムアウトを設定します。timeout

DNS要求を試行する回数を設定します。attempts

システムを構成したDNSサーバーのローテーションが行われ、負荷が分散されま
す。

rotate

DNSタイムアウト期間を秒単位で指定します。秒

試行回数を指定します。number

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、システムが自動的に再起動します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

ネットワークドメインを設定する
このコマンドは、システムのドメイン名を設定します。

ドメイン名を変更すると、アップロードされたサードパーティの署名付き証明書を含む、すべ

ての Unified Communications Manager証明書が自動的に再生成されます。サーバが自動的に再
起動すると、セキュア (混合)モードで実行されている電話機は、CTLクライアントが電話機
の新しい CTLファイルを更新するまでサーバに接続できなくなります。

（注）
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電話が正しく登録されるように、サーバを1台ずつ再起動します。ドメイン名の変更の詳細に
ついては、「 Cisco Unified Communications Managerの IPアドレスとホスト名の変更」を参照
してください。

（注）

set network domain[domain-name]

構文の説明 説明パラメー

タ

割り当てるシステムドメインを表します。ドメイン

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。

続行すると、このコマンドによりネットワーク接続が一時的に失われます。注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network failover
このコマンドは、メディアコンバージェンスサーバのネットワークインターフェイスカード

でネットワークフォールトトレランスを有効または無効にします。

set network failover {ena | dis}

構文の説明 説明パラメー

タ

ネットワークフォールトトレランスを有効にします。ena

ネットワークフォールトトレランスを無効にします。dis

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

ネットワークゲートウェイを設定する
このコマンドを使用すると、ネットワークゲートウェイの IPアドレスを設定できます。

set network gatewayaddr

構文の説明 説明パラメー

タ

割り当てるネットワークゲートウェイの IPアドレスを表します。addr

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。

続行すると、このコマンドによってシステムが再起動します。注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

set network hostname
このコマンドを使用すると、管理者はネットワークホスト名を設定し、ノードの IPアドレス
を変更し、システムを再起動できます。

このコマンドを実行する前に、管理者は有効な DRFバックアップを用意しておく必要があり
ます。さらに、ホスト名 (またはホスト名と IPアドレス)の変更を試みる前に、管理者は次の
操作を実行する必要があります。

• show hcs cluster verify detailedを実行して、クラスタ構成に問題がないことを確認します

• set hcs cluster configを実行してクラスタ構成を更新します。
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• show hcs cluster verify detailedを実行して、クラスタ構成を検証します

set network hostnamehostname

構文の説明 説明パラメー

タ

システムの新しいネットワークホスト名を表します。

（注）

このホスト名は、ARPANETホスト名の規則に従う必要があります。先頭は英
字、末尾は英数字で、英数字とハイフンで構成されている必要があります。ホス

ト名の最大長は 63文字です。

ホスト名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。

続行すると、このコマンドによってシステムが再起動します。注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set network hostname

WARNING: Changing this setting will invalidate software license
on this server. The license will have to be re-hosted.
Continue(y/n):
Continue (y/n)?y

ctrl-c: To quit the input.

*** W A R N I N G ***
Do not close this window without first canceling the command.

This command will automatically restart system services.
The command should not be issued during normal operating
hours.

=======================================================
Note: Please verify that the new hostname is a unique
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name across the cluster and, if DNS services are
utilized, any DNS configuration is completed
before proceeding.
=======================================================

Security Warning : This operation will regenerate
all CUCM Certificates including any third party
signed Certificates that have been uploaded.

Enter the hostname:: app-lfwelty5
Would you like to change the network ip address at this time [yes]::

Warning: Do not close this window until command finishes.

ctrl-c: To quit the input.

*** W A R N I N G ***
=======================================================
Note: Please verify that the new ip address is unique

across the cluster.
Note: Changing the IP address will automatically restart

system services cluster wide.
Note: The command should not be issued during normal operating hours.
=======================================================

管理者は、「はい」と応答することで、ホスト名と IPアドレスの両方を変更できま
す。ホスト名のみを変更する場合は、「いいえ」と応答します。

（注）

set network ip eth0
このコマンドは、イーサネットインターフェイス 0の IPアドレスを設定します。イーサネッ
トインターフェイス 1を設定することはできません。

このコマンドを実行する前に、管理者は有効な DRFバックアップを用意しておく必要があり
ます。また、IPアドレスの変更を試みる前に、管理者は次の操作を実行する必要があります。

• show hcs cluster verify detailedを実行して、クラスタ構成に問題がないことを確認します

• set hcs cluster configを実行してクラスタ構成を更新します。

• show hcs cluster verify detailedを実行して、クラスタ構成を検証します

set network ip eth0addrマスクgw

構文の説明 説明パラメータ

イーサネットインターフェイ

ス 0を指定します。
eth0
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説明パラメータ

割り当てる IPアドレスを表し
ます。

addr

割り当てる IPマスクを表しま
す。

マスク

割り当てる IPデフォルト GW
を表します。

gw

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。

続行すると、このコマンドによって次のサービスが再起動されます。

• NICドライバー

• NTP

• CLM

•サービスマネージャー

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set network ip eth0
......

*** W A R N I N G ***
=======================================================
Note: Please verify that the new ip address is unique across the cluster
and, if DNS services are utilized, any DNS configuration is
completed before proceeding.
Note: Changing the IP address will automatically restart
system services cluster wide.
Note: The command should not be issued during normal operating hours.
=======================================================
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set network ipv6 dhcp
このコマンドは、サーバ上でDHCPv6クライアントを設定し、IPv6サポートを有効にします。
変更を有効にするには、サーバを再起動する必要があります。

set network ipv6 dhcp {enable | disable}[reboot]

構文の説明 説明パラメー

タ

サーバ上のDHCPv6クライアントを設定します。デフォルトでは、DHCPv6クラ
イアントを有効にしてもサーバは再起動しません。変更を反映するには、再起動

パラメータを入力するか、手動でサーバーを再起動する必要があります。

dhcp

IPv6サポートを有効にします。enable

IPv6サポートを無効にします。disable

(オプション)コマンドを入力した後にサーバが自動的に再起動します。reboot

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

ネットワーク IPv6ゲートウェイの設定
このコマンドは、サーバの IPv6ゲートウェイを設定します。変更を有効にするには、サーバ
を再起動する必要があります。

set network ipv6 gatewayaddr[reboot]

構文の説明 説明パラメー

タ

サーバの IPv6ゲートウェイを設定します。デフォルトでは、サーバの IPv6ゲー
トウェイを設定した後、サーバは再起動しません。変更を反映するには、再起動

パラメータを入力するか、手動でサーバーを再起動する必要があります。

gateway

IPv6ゲートウェイアドレス。addr
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説明パラメー

タ

(オプション)コマンドを入力した後にサーバが自動的に再起動します。reboot

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

ネットワーク IPv6サービスを設定する
このコマンドは、サーバ上の IPv6サービスを有効または無効にします。変更を有効にするに
は、サーバを再起動する必要があります。

set network ipv6 service {enable | disable}[reboot]

構文の説明 説明パラメー

タ

サーバ上の IPv6サービスを設定します。デフォルトでは、サーバ上で IPv6サー
ビスを有効または無効にした後、サーバは再起動しません。変更を反映するに

は、再起動パラメータを入力するか、手動でサーバーを再起動する必要がありま

す。

service

サーバ上で IPv6サービスを有効にします。有効にす

る

サーバ上の IPv6サービスを無効にします。無効にす

る

(オプション)コマンドを入力した後にサーバが自動的に再起動します。reboot

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。
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set network ipv6 static_address
このコマンドは、サーバに静的 IPv6アドレスを割り当てます。変更を有効にするには、サー
バを再起動する必要があります。

set network ipv6 static_addressaddrマスク[reboot]

構文の説明 説明パラメータ

サーバに静的 IPv6アドレスを割り当てます。デフォルトでは、静的 IPv6アド
レスを割り当てた後、サーバは再起動しません。変更を反映するには、再起動

パラメータを入力するか、手動でサーバーを再起動する必要があります。

static_address

サーバに割り当てる静的 IPv6アドレスを指定します。addr

IPv6ネットワークマスク (0～ 128)を指定します。マスク

(オプション)コマンドを入力した後にサーバが自動的に再起動します。reboot

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

ネットワークの max_ip_conntrackを設定する
このコマンドは、ip_conntrack_max値を設定します。

set network max_ip_conntrackip_conntrack_max値

構文の説明 説明パラメータ

ip_conntrack_maxの値を指定します。

（注）

ip_conntrack_maxの値は65536未満にすることはできません。

ip_conntrack_max

値

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set network max_ip_conntrack 65536

ネットワークMTUを設定する
このコマンドは最大MTU値を設定します。

set network mtumtu_max

構文の説明 説明パラメー

タ

最大MTU値を指定します。システムのデフォルトのMTU値は 1500です。

注意

DFビットが設定された UDPポート 8500上のパケットがノード間で交換される
場合、WANルータに DFビットをクリアして大きなパケットを断片化するポリ
シーがあると、dbreplicationの問題が発生する可能性があります。

mtu_max

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。

続行すると、システムのネットワーク接続が一時的に失われます。注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。
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例

admin:set network mtu 576 W A R N I N G
This will cause the system to temporarily lose network connectivity

Do you want to continue ?
Enter "yes" to continue or any other key to abort
yes
executing...

set network name-service hosts cache-enable
このコマンドは、nscd関連のキャッシュを有効にします。

set network name-service hosts cache-enable値

構文の説明 説明パラメー

タ

ブール値は yesまたは noのいずれかである必要があります。value

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

ネットワーク名サービスホストの最大データベースサイ

ズを設定する
このコマンドは、サービスに許可される最大サイズを設定します。

set network name-service hosts max-db-size値

構文の説明 説明パラメー

タ

データベースサイズのバイト数を入力します。value

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service hosts negative-time-to-live
このコマンドは、指定されたサービスキャッシュ内の否定的なエントリまたは失敗したクエリ

の有効期間 (TTL)を設定します。したがって、このコマンドを使用すると、ユーザ ID (UID)に
よって所有され、システムデータベースで使用できないさまざまなファイルがある場合にパ

フォーマンスが向上します。たとえば、Linuxカーネルソースでルートとして使用できるファ
イルです。キャッシュ一貫性の問題を軽減するには、このようなファイルの数を最小限に抑え

る必要があります。

set network name-service hosts negative-time-to-live値

構文の説明 説明パラメー

タ

秒数を入力してください。value

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service hosts persistent
このコマンドは、サーバの再起動後もサービスのキャッシュの内容を保持します。このコマン

ドは、パラノイアモードが設定されている場合に便利です。

set network name-service hosts persistent値

構文の説明 説明パラメー

タ

サービスの値を入力します。value
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service hosts positive-time-to-live
このコマンドは、指定されたサービスキャッシュ内の肯定的なエントリまたは成功したクエリ

の有効期間 (TTL)を設定します。値を秒単位で設定します。値を大きくすると、キャッシュ
ヒット率が向上し、平均応答時間が短縮されます。ただし、このような値を指定すると、キャッ

シュの一貫性に関する問題が増加します。

set network name-service hosts positive-time-to-live値

構文の説明 説明パラメー

タ

秒数を入力してください。value

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service hosts suggested-size
このコマンドは、内部ハッシュテーブルのサイズを変更します。

set network name-service hosts suggested-size値

構文の説明 説明パラメー

タ

効率を最適にするには素数を入力してください。value
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service services cache-enable
このコマンドは、nscd関連のキャッシュを有効にします。

set network name-service services cache-enable値

構文の説明 説明パラメー

タ

ブール値は yesまたは noのいずれかである必要があります。value

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service services max-db-size
このコマンドは、サービスに許可される最大サイズを設定します。

set network name-service services max-db-size値

構文の説明 説明パラメー

タ

値をバイト数で入力します。value

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service services negative-time-to-live
このコマンドは、指定されたサービスキャッシュ内の否定的なエントリまたは失敗したクエリ

の有効期間 (TTL)を設定します。したがって、このコマンドを使用すると、ユーザ ID (UID)に
よって所有され、システムデータベースで使用できないさまざまなファイルがある場合にパ

フォーマンスが向上します。たとえば、Linuxカーネルソースでルートとして使用できるファ
イルです。キャッシュ一貫性の問題を軽減するには、このようなファイルの数を最小限に抑え

る必要があります。

set network name-service services negative-time-to-live値

構文の説明 説明パラメー

タ

効率を最適にするには素数を入力してください。value

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service services persistent
このコマンドは、サーバの再起動後もサービスのキャッシュの内容を保持します。このコマン

ドは、パラノイアモードが設定されている場合に便利です。

set network name-service services persistent値

構文の説明 説明パラメー

タ

サービスの値を入力します。value
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service services positive-time-to-live
このコマンドは、指定されたサービスキャッシュ内の肯定的なエントリまたは成功したクエリ

の有効期間 (TTL)を設定します。このコマンドに大きな値を入力すると、キャッシュヒット率
が向上し、平均応答時間が短縮されます。ただし、値が大きいとキャッシュの一貫性に関する

問題が増加します。

set network name-service services positive-time-to-live値

構文の説明 説明パラメー

タ

秒数を入力してください。value

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network name-service services suggested-size
このコマンドは、内部ハッシュテーブルのサイズを設定します。

set network name-service services suggested-size値

構文の説明 説明パラメー

タ

効率を最適にするには素数を入力してください。value
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network nic eth0
このコマンドは、イーサネットインターフェイス0のプロパティを設定します。イーサネット
インターフェイス 1を設定することはできません。

set network nic eth0 {auto | {en | dis}} {speed | {10 | 100}} {duplex half | {half | full}}

構文の説明 説明パラメータ

イーサネットインターフェイ

ス 0を指定します。
eth0

自動ネゴシエーションを有効

にするか無効にするかを指定

します。

auto

イーサネット接続の速度が 10
Mb/sまたは 100Mb/sであるか
を指定します。

speed

半二重または全二重を指定し

ます。

duplex

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。

一度に有効にできるアクティブな NICは 1つだけです。（注）

続行すると、このコマンドによりNICがリセットされる間、ネットワーク接続が一時的に失わ
れます。

注意
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

ネットワーク ntpオプションを設定する
このコマンドは、 noqueryオプションを /etc/configファイルに追加します。

set network ntp option

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set network pmtud state
このコマンドは、パスMTU検出を有効または無効にします。

set network pmtud state {enable | disable}

構文の説明 説明パラメー

タ

パスMTU検出を有効にします。enable

パスMTU検出を無効にします。disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。

続行すると、システムのネットワーク接続が一時的に失われます。注意
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set network pmtud state enable W A R N I N G
This will cause the system to temporarily lose network connectivity

Do you want to continue ?
Enter "yes" to continue or any other key to abort
yes
executing...

set network restore
このコマンドは、指定されたイーサネットポートが指定された静的 IPアドレスを使用するよ
うに設定します。

set network restore eth0ip-addressネットワークマスクgateway

構文の説明 説明パラメータ

イーサネットインターフェイス 0を指定します。eth0

割り当てるプライマリまたはセカンダリDNSサーバ、あるいはネットワー
クゲートウェイの IPアドレスを表します。続行すると、このコマンドに
よりネットワーク接続が一時的に失われます。プライマリ DNSサーバの
IPアドレスを変更する場合は、Cisco Tomcatサービスも再起動する必要が
あります。詳細については、 utils serviceコマンドを参照してください。
また、IPアドレスが変更されるたびに、すべてのノードを再起動すること
をお勧めします。

ip-address

サーバのサブネットマスクを表します。ネットワークマス

ク

デフォルトゲートウェイの IPアドレスを指定します。ゲートウェイ

割り当てるプライマリまたはセカンダリDNSサーバ、あるいはネットワー
クゲートウェイの IPアドレスを表します。続行すると、このコマンドに
よりネットワーク接続が一時的に失われます。プライマリ DNSサーバの
IPアドレスを変更する場合は、Cisco Tomcatサービスも再起動する必要が
あります。詳細については、 utils serviceコマンドを参照してください。
また、IPアドレスが変更されるたびに、すべてのノードを再起動すること
をお勧めします。

ip-address
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コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

他の setnetworkコマンドを使用してネットワーク接続を復元できない場合にのみ、このコマン
ドオプションを使用します。このコマンドは、ネットワークフォールトトレランスを含む、

指定されたネットワークインターフェイスの以前のネットワーク設定をすべて削除します。こ

のコマンドを実行した後、以前のネットワーク構成を手動で復元する必要があります。

注意

このコマンドを実行すると、サーバのネットワーク接続が一時的に失われます。注意

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set network restore eth0 10.94.150.108 255.255.255.0 10.94.150.1

ネットワークステータス eth0を設定する
このコマンドは、イーサネット 0のステータスをアップまたはダウンに設定します。イーサ
ネットインターフェイス 1を設定できません。

set network status eth0 {up | down}

構文の説明 説明パラメー

タ

イーサネットインターフェイス 0を指定します。eth0

イーサネットインターフェイス0のステータスをアップに設定します。up

イーサネットインターフェイス0のステータスをダウンに設定します。down

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドの実行を続行するかどうかを尋ねられます。
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続行すると、システムのネットワーク接続が一時的に失われます。注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

ネットワーク名サービスを設定する
このコマンドは、ネームサービスキャッシュ属性を表示します。

set network name-service[attribute][value]

構文の説明 Value属性

（Attribute）

Boolは Yesまたは Noのいずれかである必要があります。パラノイアモー
ドを有効にすると、ネームサービスが定期的に再起動します。

Paranoia

レベルが0より大きい場合、ネームサービスはデバッグ出力を作成します。
レベルが高くなるほど、出力はより詳細になります。

debug-level

キャッシュされたレコードがキャッシュから削除される前に再ロードされ

る回数を設定します。各キャッシュレコードにはタイムアウトがあります。

タイムアウトが経過すると、ネームサービスはそれを再ロードするか (デー
タが変更されていない場合はNSSサービスを再度照会する)、またはドロッ
プします。

reload-count

パラノイアモードを有効にして定期的な再起動が有効になっている場合は、

再起動間隔を time秒に設定します。デフォルト値は 3600です。
restart-interval

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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パスワードの複雑さの最小長さを設定する
このコマンドは、OS管理アカウントの最小パスワード長の値を変更します。

パスワードの文字の複雑さを有効にした後、このコマンドを使用します。（注）

set password complexity minimum-length最大繰り返し

構文の説明 説明パラメー

タ

8以上の値を入力しま
す。

value

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

パスワードの有効期限を設定する
このコマンドは、Cisco Collaboration Communication OS (C3OS)アカウントのパスワードの有効
期間の値（日数）を変更します。

set password age {maximum | minimum}[日(days)]

構文の説明 説明パラメータ

最大年齢を指定します。maximum

最小年齢を指定します。minimum

パスワードの最大有効期間を

指定します。有効期間は 90日
以上にする必要があります。

日間

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set password change-at-login
このコマンドを使用すると、新規ユーザまたは既存のユーザが次回システムにログインすると

きにパスワードを強制的に変更することができます。

set password change-at-login {disable | enable}userid

構文の説明 説明パラメー

タ

これにより、ユーザーにパスワードの変更が強制されることはありません。disable

これにより、ユーザーは次にシステムにサインインするときにパスワードを変更

する必要があります。

enable

影響を受けるユーザアカウントを指定します。userid

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン デフォルトでは、このコマンドは新規ユーザに対して有効になっているため、ユーザはシステ

ムに初めてログインするときにパスワードを変更する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: IMおよびプレゼンスサービスのみ Unified Communications Manager。

set password complexity character
このコマンドを使用して、パスワード内の文字の種類に対するパスワード複雑さのルールを有

効または無効にします。
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パスワードの複雑さを有効にした後、このコマンドは、まだ有効になっていない場合にはパス

ワード履歴も有効にします (詳細については、 set password historyコマンドを参照してくださ
い)。以前にパスワード履歴を有効にしていなかった場合、パスワード履歴番号パラメータ値
は 10に設定されます。以前に 10未満の値でパスワード履歴を有効にしていた場合、このコマ
ンドを実行すると値は 10にリセットされます。以前にパスワード履歴を 10以上の値で有効に
していた場合、このコマンドを実行した後も値は変更されません。

（注）

set password complexity character {disable | enable}num-char

構文の説明 説明パラメー

タ

これにより、文字の種類に対するパスワードの複雑さがオフになります。disable

これにより、文字の種類に応じてパスワードの複雑さが有効になります。

（注）

パスワードの複雑性を無効にする場合は、passwordcharacterdifference、password
character max-repeatおよび password historyも無効にします。

enable

これは、小文字、大文字、数字、特殊文字の 4つの文字セットのそれぞれに必要
な文字数を指定します。

•値の範囲: 0～8

•デフォルト値: 1

num-char

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン パスワードの複雑さを有効にする場合は、パスワードを割り当てるときに次のガイドラインに

従う必要があります。

•小文字の文字数は、少なくても現在の設定値（num-chars）以上である必要があります。

•大文字の文字数は、少なくても現在の設定値（num-chars）以上である必要があります。

•数字の文字数は、少なくても現在の設定値（num-chars）以上である必要があります。

•少なくとも現在の設定の num-charsの特殊文字が必要です。

•キーボード上で隣接する文字 (例: qwerty)は使用できません。

•パスワード履歴に保存されているパスワードと一致する以前のパスワードは再利用できま
せん。

•デフォルトでは、管理者ユーザーのパスワードは 24時間につき 1回のみ変更できます。
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set password complexity character difference
このコマンドは、新しいパスワードの文字シーケンスが古いパスワードの文字シーケンスと異

なる必要がある文字数を指定します。

set password complexity character differencenum-char

構文の説明 説明パラメー

タ

これは、新しいパスワードの文字シーケンスが古いパスワードの文字シーケンス

と異なる必要がある文字数を指定します。

•値の範囲: 0～31

num-char

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 違いがない場合は 0を入力します。

パスワードの最大長は 31文字です。（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

パスワードの複雑さの文字の最大繰り返し数を設定する
このコマンドは、新しいパスワード内で1つの文字を連続して繰り返すことができる回数を指
定します。

set password complexity character max-repeat最大繰り返し
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構文の説明 説明パラメータ

これは、新しいパスワード内で 1つの文字を連続して繰り返すことができる回
数を指定します。

•値の範囲: 0～10

デフォルト値: 0

最大繰り返

し

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set password expiry maximum-age
このコマンドは、Cisco Collaboration Communication OS（C3OS）管理者アカウントのパスワー
ド有効期限の最大有効期間設定を有効または無効にします。

set password expiry maximum-age {enable | disable}

構文の説明 説明パラメータ

Cisco Unifiedオペレーティン
グシステム管理者アカウント

のパスワード有効期限の最大

有効期間設定をオンにしま

す。Set password expiry enable
コマンドは、Cisco Unifiedオ
ペレーティングシステムの管

理者アカウントの最大パス

ワード有効期間 の値を 3650
日 (10年)に設定します。

enable

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
123

設定コマンド

set password expiry maximum-age



説明パラメータ

Cisco Unifiedオペレーティン
グシステム管理者アカウント

のパスワード有効期限の最大

有効期間設定をオフにしま

す。Set password expiry disable
コマンドを実行すると、Cisco
Unifiedオペレーティングシス
テム管理者アカウントの有効

期限が切れなくなります。

disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set password expiry maximum-age disable
Operation Successful.

set password expiry user maximum-age configure
このコマンドは、特定の Cisco Collaboration Communication OS管理アカウントの最大パスワー
ド有効期間の値（日数）を変更します。

set password expiry user maximum-age configureuseridパスワードの最大有効期間

構文の説明 説明パラメータ

Cisco Collaboration Communication OS (C3OS)管
理者アカウントを入力します。

userid

パスワードの最大有効期間を日数で入力しま

す。この値は 10日以上 3650日 (10年)未満で
ある必要があります。

パスワードの最大有効期間

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set password expiry minimum-age
このコマンドは、CiscoUnifiedオペレーティングシステム管理者アカウントのパスワード有効
期限の最小有効期間設定を有効または無効にします。

set password expiry minimum-age {enable | disable}

構文の説明 説明パラメータ

Cisco Unifiedオペレーティン
グシステム管理者アカウント

のパスワード有効期限の下限

設定をオンにします。Set
password expiry enableコマンド
は、Cisco Collaboration
CommunicationOS（C3OS）管
理者アカウントのパスワード

の最小有効期間の値を 1日
（24時間）に設定します。

enable

Cisco Collaboration
CommunicationOS (C3OS)管理
者アカウントのパスワード有

効期限の最小有効期間設定を

オフにします。つまり、管理

者アカウントのパスワードは

いつでも変更できるというこ

とです。

disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
125

設定コマンド

set password expiry minimum-age



例

admin:set password expiry minimum-age disable
Operation Successful.

set password expiry user maximum-age
このコマンドは、特定の Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理者アカウントのパス
ワードの有効期限の上限を無効化します。

set password expiry user maximum-age {enable | disable}userid

構文の説明 説明パラメー

タ

特定のCiscoCollaborationCommunicationOS（C3OS）管理者アカウントのパスワー
ド有効期限の上限設定を有効化します。Set password expiry user enableコマンド
は、Cisco Unifiedオペレーティングシステム管理者アカウントのパスワードの最
大有効期間の値を 3650日 (10年)に設定します。

enable

特定のCiscoCollaborationCommunicationOS（C3OS）管理者アカウントのパスワー
ド有効期限の上限設定を有効化します。Set password expiry user enableコマンド
は、Cisco Unifiedオペレーティングシステム管理者アカウントのパスワードの最
大有効期間の値を 3650日 (10年)に設定します。

disable

特定の Cisco Collaboration Communication OS（C3OS）管理者アカウントを指定し
ます。

userid

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set password expiry user maximum-age enable
Operation Successful.
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set password expiry user minimum-age
このコマンドは、特定のCiscoUnifiedオペレーティングシステム管理者アカウントのパスワー
ドの有効期限の最大有効期間を有効または無効にします。

set password expiry user minimum-age {enable | disable}userid

構文の説明 説明パラメータ

特定の Cisco Unifiedオペレー
ティングシステム管理者アカ

ウントのパスワードの最小有

効期限設定をオンにします。

enable

特定の Cisco Unifiedオペレー
ティングシステム管理者アカ

ウントのパスワードの最小有

効期限設定をオフにします。

disable

特定の Cisco Unifiedオペレー
ティングシステム管理者アカ

ウントを指定します。

userid

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:set password expiry user minimum-age disable
Operation Successful.

パスワード履歴を設定する
このコマンドは、OS管理者アカウントの履歴に保持されるパスワードの数を変更します。記
憶されているパスワードと一致する新しいパスワードは拒否されます。

set password historynumber
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構文の説明 説明パラメー

タ

履歴に保持するパスワードの必須数を指定します。number

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン •無効にするには、0を入力します。

•デフォルトは 10です。

•上限は 20です。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set password inactivity
set password inactivity {enable | disable | period}[日(days)]

構文の説明 説明パラメー

タ

パスワードの無入力をグローバルに有効化し、設定に従って個々の OSユーザー
を更新します。

enable

パスワードの無入力をグローバルに無効化し、設定に従って個々の OSユーザー
を更新します。

disable

パスワードの非アクティブ期間をグローバルに設定し、設定に従って個々の OS
ユーザを更新します。

period

パスワードの有効期限が切れてからアカウントが無効になるまでの非アクティブ

日数を指定します。有効な範囲は 1～ 99です。
日間

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン •パスワードの非アクティビティをグローバルに有効にするには、set password inactivityenable
コマンドを実行します。このコマンドは、パスワードの非アクティビティをグローバルに

有効にし、設定に従って個々の OSユーザを更新します。

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
128

設定コマンド

set password inactivity



•パスワードの非アクティビティをグローバルに無効にするには、set password inactivity
disableコマンドを実行します。このコマンドは、パスワードの非アクティビティをグロー
バルに無効にし、設定に従って個々の OSユーザを更新します。

アカウントが無効になったユーザは、システムを再度使用するためにシステム管理者に連

絡する必要があります。

•パスワードの非アクティブ期間を設定するには、set password inactivity period daysコマン
ドを実行します。このコマンドは、パスワードの非アクティビティをグローバルに設定

し、設定に従って個々の OSユーザを更新します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set password system bootloader encryptHash
このコマンドを使用して、システムブートローダーのgrub.confファイルに暗号化されたパ
スワードを設定します。

set password system bootloader encryptHash

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

set password user admin
このコマンドを使用すると、管理者パスワードを変更できます。

set password user admin

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムは古いパスワードと新しいパスワードの入力を要求します。
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•ログインした管理者アカウントのパスワードのみ変更できます。

•パスワードは少なくとも8文字で構成されている必要があり、システムによってその強度
がチェックされます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set password user security
このコマンドを使用すると、セキュリティパスワードを変更できます。

set password user security

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムは古いパスワードと新しいパスワードの入力を要求します。

パスワードは少なくとも 8文字で構成されている必要があり、システムによってその強度が
チェックされます。

（注）

クラスター内のサーバは、セキュリティパスワードを使用してサーバ間の通信を認証します。

セキュリティパスワードを変更した後は、クラスターをリセットする必要があります。

各サーバでパスワードを変更した後は、各サーバを再起動することをお勧めします。

1. パブリッシャーサーバ (最初のノード)のセキュリティパスワードを変更し、サーバ (ノー
ド)を再起動します。

2. 後続のすべてのサーバおよびノードのセキュリティパスワードを最初のノードで作成した
ものと同じパスワードに変更し、アプリケーションサーバを含む後続のノードを再起動し

て、パスワードの変更を伝播します。

（注）
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サーバー（ノード）を再起動しないと、システムサービスに問題が発生し、サブスクライバ

サーバー上の Cisco Collaboration Communication OS（C3OS）管理ウィンドウに問題が発生しま
す。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

レプリケーション同期モニタを設定する
このコマンドは、Cisco ReplicationWatcherサービスによるレプリケーション監視を有効または
無効にします。Cisco Replication Watcherサービスは、データベースレプリケーションが設定
され、正常に機能するまで、他のサービスの起動をブロックします。

set replication-sync monitor {enable | disable}

構文の説明 説明パラメー

タ

レプリケーション監視サービスをオンにします。enable

レプリケーション監視サービスをオフにしますdisable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerの IMおよびプレゼンスサービスのみ

set samltrace level
このコマンドは、SAMLトレースレベルを設定します。

set samltrace leveltrace level
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構文の説明 説明パラメー

タ

トレースレベルを指定します。次のオプションを使用できます。

•デバッグ

•情報

•警告

• ERROR

•致命的

（注）

デフォルトのトレースレベルは INFOです。

trace level

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

セッションの上限を設定する
このコマンドは、同時セッションの上限を設定します。

set session maxlimit[値]

構文の説明 説明パラメー

タ

このコマンドは、同時セッションの上限を設定します。許容される値は 1～ 10
です。

上限が入力されていない場合は、sshd_configパラメータにデフォルト値 10が割
り当てられます。

maxlimit

許容される値は 1～ 10です。value

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set sip-trunkbusyout disable
このコマンドにより、他のエラー状態がない場合、すべてのSIPトランクがOPTIONS要求メッ
セージに成功 (200 OK)メッセージで応答するようになります。これはクラスター全体に適用
されるコマンドです。Cisco CallManagerサービスの再起動は必要ありません。

set sip-trunkbusyout disable

要件

コマンド権限レベル: 1

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:set sip-trunkbusyout disable
Warning: This command has no impact if OPTIONS ping/keepalive is not enabled
in your deployment. Proceed with this operation(yes|no)? yes

set sip-trunkbusyout enable
このコマンドにより、すべての SIPトランクが OPTIONS要求メッセージに「503サービスは
利用できません」というエラーで応答するようになります。これはクラスター全体に適用され

るコマンドです。Cisco CallManagerサービスの再起動は必要ありません。

set sip-trunkbusyout enable

要件

コマンド権限レベル: 1

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:set sip-trunkbusyout enable
This command makes all the SIP Trunks respond to the OPTIONS request
message with a '503 Service Unavailable error. This is a clusterwide command.
A Cisco CallManager service restart is not necessary.
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********************************************************************
Warning: If OPTIONS Keepalive/Ping is enabled for peer SIP clients
such as Unified CM, IM and Presence Service, Cisco Unified Border
Element, or Unity Connection, activating this configuration renders
the SIP Trunk for this cluster non-operational on those peers. This
may result in call failures, call rerouting, and other operational
impacts. Existing calls continue to be active until it is terminated.
This command has no impact if OPTIONS ping/keepalive is not enabled
in your deployment.
********************************************************************
Proceed with this operation(yes|no)? yes

set smtp
このコマンドは、SMTPサーバのホスト名を設定します。

set smtphostname

構文の説明 説明パラメー

タ

SMTPサーバ名を表します。ホスト名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set strace enable
このコマンドは、サービストレースを有効にし、トレースレベルを設定します。

set strace enable[all]トレース値サービス名

構文の説明 説明パラメー

タ

サービストレース設定の変更をすべてのノードに伝播するためのオプションパラ

メーター。

全て

許可されたトレース値を表します。許可されるトレース値は

[Info|Debug|Warn|Error|Fatal]です。
トレース

値
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説明パラメー

タ

トレースが有効になっているサービスを表します。サービス

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence ServiceUnified Communications
Manager

set strace disable
このコマンドは、サービストレースを無効にします。

set strace disable[all]サービス名

構文の説明 説明パラメー

タ

サービストレース設定の変更をすべてのノードに伝播するためのオプションパラ

メーター。

全て

トレースが有効になっているサービスを表します。サービス

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence ServiceUnified Communications
Manager

タイムゾーンを設定する
このコマンドを使用すると、システムのタイムゾーンを変更できます。
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set timezoneゾーン

構文の説明 説明パラメー

タ

新しいタイムゾーンを指定します。タイムゾーンを一意に識別するための適切な

文字列またはゾーンインデックス IDを入力します。有効なタイムゾーンのリス
トを表示するには、CLIコマンドを使用します show timezone list。

ゾーン

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 新しいタイムゾーンを一意に識別する文字を入力します。タイムゾーン名では大文字と小文字

が区別されることに注意してください。

システムのタイムゾーンを米国のタイムゾーンに変更するには、米国の FCCコールルーティ
ング規制へのシステムの準拠が必要になる場合があります。UnifiedCommunicationsManager管
理者は、緊急通話ルーティング規則ページを参照して必要な設定を完了する必要があります。

（注）

タイムゾーンを変更した後は、システムを再起動する必要があります。注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

タイムゾーンを太平洋時間に設定する例

admin:set timezone Pac

set tls min-version
このコマンドは、トランスポート層セキュリティ (TLS)プロトコルの最小バージョンを設定し
ます。
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•リリース15SU2までは、各ノードに最小TLSバージョンを構成するようにしてください。
最小 TLSバージョンを設定すると、システムが再起動します。

• Release 15SU2以降、最小の TLSバージョンはクラスタ全体でサポートされ、Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードへの変更はクラスタ内の他のすべてのノード
にレプリケートされます。IM and Presence Serviceで最小 TLSバージョンを別に設定する
必要があります。変更を有効にするために、UnifiedCommunicationsManagerおよび IM and
Presence Serviceクラスタのすべてのノードを再起動してください。

（注）

set tls min-versiontls minVersion

構文の説明 説明パラメータ

最小TLSバージョンとして設定するには、次のいずれかのオプションを入
力します。

• 1.0

• 1.1

• 1.2

• 1.3

tls最小バージョ

ン

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

例

admin: set tls min-version 1.1

This command will result in setting minimum TLS version to 1.1 on all the secure
interfaces.
If you have custom applications that makes secure connection to the system, please ensure

they support the TLS version you have chosen to configure.
Also, please refer to the Cisco Unified Reporting Administration Guide to ensure the
endpoints in your deployment supports this feature.

****************************************************************************************************

Warning: This will set the minimum TLS to 1.1 and the server will reboot.
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****************************************************************************************************

Do you want to continue (yes/no) ? yes

Successfully set minimum TLS version to 1.1

The system will reboot in few minutes.

例（リリース 15SU2以降に適用）

admin:set tls min-version 1.3

This command will result in setting minimum TLS version to 1.3 on all the secure
interfaces.
If you have custom applications that makes secure connection to the system, please ensure
they support the TLS version you have chosen to configure.
Also, please refer to the Cisco Unified Reporting Administration Guide to ensure all the
endpoints in your deployment supports this feature

****************************************************************************************

Warning: This will set the minimum TLS to 1.3 across all the callmanager nodes in the
cluster. Please reboot all the nodes in the cluster using utils system restart for
updated minimum TLS value to take affect.

The Authenticated mode for Phone Security Profile and SIP Trunk Security Profile will
not work when the system is set to minimum TLS 1.3.

NOTE:- This will set minimum TLS version for CallManager only. Please ensure to set the
desired minimum TLS version in IM & Presense publisher.

****************************************************************************************

Do you want to continue (yes/no) ? yes

Successfully set minimum TLS version to 1.3

トレースを無効にする
このコマンドは、指定されたタスクのトレースアクティビティを無効化します。

set trace disabletname

構文の説明 説明パラメー

タ

タスクトレースの設定を解除します。disable

トレースを無効にするタスクを表します。名前

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

トレースを有効にする
このコマンドは、指定されたタスクのトレースアクティビティを設定します。

set trace enable {Arbitrary | Detailed | Entry_exit | Error | Significant | Special |
State_Transition}tname

構文の説明 説明パラメータ

タスクトレース設定を任意のレベルに設定します。Arbitrary

タスクトレースの設定を詳細レベルに設定します。Detailed

タスクトレース設定をentry_exitレベルに設定します。Entry_exit

タスクトレース設定をエラーレベルに設定します。Error

タスクトレース設定を重要なレベルに設定します。Significant

タスクトレース設定を特別レベルに設定します。Special

タスクトレース設定を状態遷移レベルに設定します。State_transition

トレースを無効にするタスクを表します。名前

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

set tlsresumptiontimeout
このコマンドは、TLS再開が機能せずセッションが無効になるまでの秒数を設定します。
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set tlsresumptiontimeout秒

構文の説明 説明パラメー

タ

最大 3600秒までの値を入力します。設定された値以降、TLSセッションは無効
になります。

秒

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

tlstrace*を設定する
Unified Communications Managerリリース 11.0以降では、サービスの TLSトレースを有効また
は無効にすることができます。現在、サポートされているサービスは Tomcatのみです。CLI
コマンドを使用して、 Unified Communications Managerへの TLS接続の接続失敗の理由を表示
します。

TLSトレース用に次の TLSベースの CLIコマンドが追加されました。

set tlstrace disable
この CLIコマンドは、サービスの TLSトレースを無効にします。

set tlstrace disableservice

構文の説明 説明パラメー

タ

TLSトレースを無効にするために使用するサービスを指定します。サービス

コマンドモード 管理者 (admin:)

例

admin:set tlstrace disable tomcat
TLS tracing is disabled for: tomcat
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

set tlstrace enable
この CLIコマンドは、サービスの TLSトレースを有効にします。

set tlstrace enableservice

構文の説明 説明パラメー

タ

TLSトレースを有効にするために使用するサービスを指定します。サービス

コマンドモード 管理者 (admin:)

例

admin:set tlstrace enable tomcat
TLS tracing is enabled for: tomcat

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

set web-security
このコマンドは、オペレーティングシステムのWebセキュリティ証明書情報を設定します。

set web-securityorgunit orgname locality state[国][代替ホスト名]
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構文の説明 説明パラメータ

組織単位 (OU)名を表します。

このコマンドを使用して、複数の組織単位を入力できます。複数の組織単位名

を入力するには、エントリをコンマで区切ります。すでにコンマが含まれてい

るエントリの場合は、エントリの一部として含まれているコンマの前にバック

スラッシュを入力します。組織単位に複数の値を入力するには、このコマンド

の例に示すように、値を引用符で囲みます。

（注）

すでにバックスラッシュが含まれているOUの場合は、インストール時にSLM
登録と CSR生成が失敗するため、さらにバックスラッシュを入力しないでく
ださい。

組織単位

組織名を表します。組織名

組織の所在地を表します。地域

組織の州を表します。州

(オプション)組織の国を表します。国

(オプション) Webサーバ (Tomcat)証明書を生成するときに、ホストの代替名を
指定します。

Alternatehostnameを使用して、自己署名証明書のサブジェクト代替ホスト名を
設定できます。CSRのサブジェクト代替ホスト名は、証明書管理ページで定義
されます。このコマンドを使用してCSRの代替ホスト名を設定した場合、CSR
生成プロセスによって、設定された代替ホスト名が置き換えられます。

代替ホスト

名

代替ホスト名を追加するときに実行される set web-securityコマンドが適用され、Tomcat、
CallManager、CAPF、TVS、IPsecを含む今後生成されるすべての CSRに追加されます。

（注）

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

Unified CMサーバを再構築する予定の場合は、同じ OUサブジェクトパラメータを使用する
必要があります。そうしないと、 show web-securityコマンドを実行したときに矛盾が生じま
す。これは、このファイルが DRSバックアップ中にバックアップされないため、再構築前に
提供された保存されたパラメータ情報がplatformConfig.xmlファイルには含まれないからです。

要件

コマンド権限レベル: 0
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アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

この例では、カンマ区切りを使用して複数の組織単位名を指定した web-securityコマ
ンドを示します。証明書には 3つの OUフィールドがあります。

• OU=会計

• OU=人事、CA

• OU=人事、MA

admin:set web-security “accounting,personnel\,CA,personnel\,MA” Cisco Milpitas
CA
set web-security "Voice\Video" "Cisco" "RTP" NC

set webapp session timeout
このコマンドは、Unified Communications Manager AdministrationなどのWebアプリケーション
がタイムアウトしてユーザをログオフするまでの経過時間 (分)を設定します。

新しいWebアプリケーションセッションタイムアウト設定を有効にするには、Cisco Tomcat
サービスを再起動する必要があります。CiscoTomcatサービスを再起動するまで、showwebapp
session timeoutコマンドは新しい値を反映しますが、システムは引き続き古い値を使用して反
映します。このコマンドは、サービスを再起動するように要求します。

Cisco Tomcatサービスを再起動すると、すべてのアクティブなセッションが終了し、システム
パフォーマンスに影響する可能性があります。Ciscoでは、このコマンドをトラフィックのピー
ク時以外でのみ実行することを推奨しています。

注意

この設定はソフトウェアのアップグレードを通じて保持され、デフォルト値にリセットされる

ことはありません。

（注）

set webapp session timeout分
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構文の説明 説明パラメー

タ

Webアプリケーションがタイムアウトしてユーザをログオフするまでの経過時間
(分)を指定します。

•値の範囲: 5-99999分

•デフォルト値: 30分

分

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

Webアプリケーションのセッションの上限を設定する
このコマンドは、ユーザごとの同時Webアプリケーションセッションの最大制限を設定しま
す。これは、次のインターフェイスに適用されます。

• Cisco Unified CM Administration

• Cisco Unified Serviceability

• Cisco Unifiedのレポート

• Cisco Unified Communicationsセルフケアポータル

• Cisco Unified CM IM and Presence Administration

• Cisco Unified IM and Presence Serviceability

• Cisco Unified IM and Presenceのレポート

セッション最大制限設定を有効にするには、管理者がCisco Tomcatサービスを再起動する必要
があります。

Cisco Tomcatサービスを再起動すると、すべてのアクティブなセッションが終了し、システム
のパフォーマンスに影響する可能性があります。Ciscoでは、このコマンドをトラフィックの
ピーク時以外でのみ実行することを推奨しています。

注意
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この設定はソフトウェアのアップグレードを通じて保持され、デフォルト値にリセットされる

ことはありません。

（注）

set webapp session maxlimitnumber

構文の説明 説明パラメー

タ

同時Webアプリケーションセッションを制限する数を指定します。

値の範囲は 1～ 10です。

デフォルト値は 10です。

utils EnhancedSecurityModeが有効な場合は、セッション数の制限は [3]に制限さ
れます。強化されたセキュリティモードの構成方法については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlで入
手できる『Cisco Unified Communications Manager向けセキュリティガイド、リリー

ス 11.5(1)SU1』の「「FIPS 140-2モードの設定」」章を参照してください。

（注）

•定義されたサインインセッションの上限を超えると、インターフェイスのサ
インインページに次のログオンステータスメッセージが表示されます:セッ
ション制限にすでに達しています <username>。これらのセッションからロ

グアウトするか、非アクティブなセッションが自動的に閉じられるまで 30

分間お待ちください。

•拡張セキュリティモードが有効になっている場合、セッション制限は 3に制
限されます。ただし、管理者は set webapp session maxlimitコマンドを使用し
て、セッション制限を 1～ 10の任意の値に変更できます。

number

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

この例では、set webapp session maxlimitを 4にする方法について詳述します。
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admin:set webapp session maxlimit 4

***********************************W A R N I N G**************************************
The Cisco Tomcat service needs to be restarted for the changes to take effect.This will
disconnect active web sessions and all web applications on this node will be unavailable
until the service restarts.This service restart will take several minutes to complete.
Do you want to continue (yes/no) ? yes

*************Restarting Tomcat***************
Service Manager is running
Cisco Tomcat[STOPPING]
Cisco Tomcat[STOPPING]
Cisco Tomcat[STOPPING]
Cisco Tomcat[STOPPING]
Cisco Tomcat[STARTING]
Cisco Tomcat[STARTING]
Cisco Tomcat[STARTED]
The webapp session limit has been successfully set to 4.

この例では、utils EnhancedSecurityModeを有効にする方法について詳述します。

admin:utils EnhancedSecurityMode enable

The system is operating in NON-FIPS and NOT operating in Enhanced Security Mode.

Enhanced Security Mode can be enabled only when the system is operating in FIPS mode
Do you wish to enable FIPS mode as well (yes/no) ? yes

Warning : This operation will modify the password policies

1)Password Length should be between 14 to 127 characters.
2)Password should have at least 1 lowercase, 1 uppercase, 1 digit and 1 special character.
3)Any of the previous 24 passwords cannot be reused.
4)Minimum age of the password is 1 day and Maximum age of the password is 60 days.
5)Any newly generated password's character sequence will need to differ by at least 4
characters from the old password's character sequence.

Warning : This mode will limit the total number of concurrent web application sessions
to 3.

*****************************************************************
This will change the system to Enhanced Security Mode and will reboot
*****************************************************************
Do you want to continue (yes/no) ? yes
The protocol for communication with remote syslog server is already set to tcp. No changes
required.

The system is already operating in contact search authentication enable mode; no change
required. Exiting.

The concurrent web application session limit has been successfully set to 3.

Setting password restrictions as part of Enhanced Security Mode enable

Calling fips enable

Security Warning : The operation will regenerate certificates for

1)CallManager
2)Tomcat
3)IPsec
4)TVS
5)CAPF
6)SSH
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7)ITLRecovery

Any third party CA signed certificates that have been uploaded for the above
components will need to be re-uploaded.
If the system is operating in mixed mode, then the CTL client needs to be run
again to update the CTL file.
If there are other servers in the cluster, please wait and do not change the
FIPS settings on any other node until the FIPS operation on this node is complete
and the system is back up and running.
*********************************************************************************
This will change the system to FIPS mode and will reboot.
*********************************************************************************

set workingdir
このコマンドは、アクティブログ、非アクティブログ、およびインストールログの作業ディ

レクトリを設定します。

set workingdir {activelog | inactivelog | tftp}ディレクトリ

構文の説明 説明パラメータ

アクティブログの作業ディレクトリを設定します。アクティブログの有効なサ

ブディレクトリを選択してください。

activelog

非アクティブなログの作業ディレクトリを設定します。inactivelogの有効なサ
ブディレクトリを選択してください。

inactivelog

TFTPファイルの作業ディレクトリを設定します。tftp

現在の作業ディレクトリを表します。ディレクト

リ

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。
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第 8 章

表示コマンド

• show account（153ページ）
• show accountlocking（154ページ）
•証明書のデフォルト CAリストを表示する（154ページ）
• show cert list（156ページ）
• show cert list type（156ページ）
• show cert own（157ページ）
• show cert trust（157ページ）
• show cli pagination（158ページ）
• show cli session timeout（158ページ）
• show csr list（159ページ）
• show ctl（159ページ）
• show cuc cluster status（160ページ）
• show cuc config groups（160ページ）
• show cuc config settings（161ページ）
• show cuc dbconsistency（162ページ）
• show cuc dbcontents（163ページ）
• show cuc dbschema（165ページ）
• show cuc dbserver disk（166ページ）
• show cuc dbserver session（166ページ）
• show cuc dbserver sessions all（167ページ）
• show cuc dbserver sessions list（167ページ）
• show cuc dbserver user list（168ページ）
• show cuc dbserver user waiting（168ページ）
• Cuc dbtableの内容を表示する（169ページ）
• show cuc dbtable list（170ページ）
• show cuc dbtable schema（171ページ）
• show cuc dbview contents（173ページ）
• Cuc dbviewリストを表示（174ページ）
• Cuc dbviewスキーマを表示（176ページ）
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• cuc jetty sslステータスを表示（177ページ）
• Cucロケールを表示（177ページ）
• show cuc speechview registration certificate size（178ページ）
• show cuc sysagent task list（178ページ）
• Cuc sysagentタスクの結果を表示する（179ページ）
• show cuc sysinfo（180ページ）
• show cuc tech dbschemaversion（182ページ）
• show cuc tech dbserver all（182ページ）
• show cuc tech dbserver integrity（183ページ）
• show cuc tech dbserver log diagnostic（184ページ）
• show cuc tech dbserver log message（184ページ）
• show cuc tech dbserver status（185ページ）
• show cuc trace levels（185ページ）
• show cuc version（186ページ）
• show date（187ページ）
•ディスク使用量を表示 （187ページ）
• show dscp all（188ページ）
• DSCPのデフォルトを表示（188ページ）
• DSCPマーキングを表示（189ページ）
• DSCPステータスを表示（190ページ）
• show environment fans（190ページ）
• show environment power-supply（191ページ）
•環境温度を表示する（191ページ）
• show fileserver transferspeed（191ページ）
• show haproxy client-auth（192ページ）
• show hardware（193ページ）
• show http min-version（194ページ）
• show ipsec information（194ページ）
• show ipsec policy_group（195ページ）
• show ipsec policy_name（195ページ）
• IPsecステータスを表示（196ページ）
• show itl（196ページ）
•ログイン情報を表示（197ページ）
• show key authz encryption（198ページ）
• show key authz signing（199ページ）
• show license all（199ページ）
•ライセンスステータスを表示（199ページ）
•ライセンスの概要を表示（200ページ）
• show license tech support（200ページ）
• show license trace（200ページ）
• show license UDI（201ページ）
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•ライセンスの使用状況を表示（201ページ）
•ログイン猶予タイムアウトを表示（201ページ）
• show media streams（202ページ）
•メモリを表示（203ページ）
• show myself（204ページ）
• show network all（204ページ）
•ネットワーククラスターを表示（205ページ）
• show network dhcp eth0（205ページ）
• show network eth0（206ページ）
•ネットワークフェイルオーバーを表示（206ページ）
• show network ip_conntrack（207ページ）
•ネットワークの ipprefsを表示（207ページ）
• show network ipv6（208ページ）
•ネットワークの max_ip_conntrackを表示する（208ページ）
•ネットワーク ntpオプションの表示（209ページ）
• show network route（209ページ）
• show network status（210ページ）
•ネットワーク名サービス属性を表示する（210ページ）
• show network name-service cache-stats（211ページ）
•ネットワーク名サービス {ホスト|サービス}属性を表示する（212ページ）
•開いているファイルをすべて表示（212ページ）
• show open files process（213ページ）
• show open files regexp（213ページ）
•開いているポートをすべて表示（214ページ）
• show open ports regexp（214ページ）
•パッケージを表示（214ページ）
• show password（215ページ）
• show password complexity character（216ページ）
• show password complexity length（216ページ）
•パスワードの有効期限を表示（217ページ）
• show password expiry user（217ページ）
• show password expiry user list（218ページ）
•パフォーマンスカウンタヘルプを表示（218ページ）
• show perf list categories（219ページ）
• show perf list classes（219ページ）
• show perf list counters（220ページ）
• show perf list instances（220ページ）
• show perf query class（221ページ）
• show perf query counter（221ページ）
• show perf query instance （222ページ）
•パフォーマンスクエリパスを表示（223ページ）
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•プロセスリストを表示（224ページ）
•プロセス負荷を表示（224ページ）
• show process name（225ページ）
• show process name process-name（226ページ）
• show process open（226ページ）
• show process open-fd（227ページ）
•プロセス PIDを表示（227ページ）
• show process search（228ページ）
•プロセスユーザを表示（228ページ）
• show process using-most cpu（229ページ）
• show process using-most memory（229ページ）
• show registry（230ページ）
• show risdb list（231ページ）
• show risdb query（232ページ）
• show samltrace level（232ページ）
• show session maxlimit（233ページ）
• show smtp（233ページ）
• show stats io（233ページ）
• show status（234ページ）
• show tech activesql（235ページ）
• show tech all（235ページ）
• show tech ccm_service（236ページ）
• show tech database（236ページ）
• show tech dberrcode（237ページ）
• show tech dbhighcputasks（237ページ）
• show tech dbintegrity（237ページ）
• show tech dbschema（238ページ）
• show tech dbinuse（238ページ）
• show tech dbstateinfo（239ページ）
• show tech devdefaults（239ページ）
• show tech dumpCSVandXML（240ページ）
• show tech gateway（240ページ）
• show tech locales（241ページ）
• show tech network all（241ページ）
• show tech network hosts（242ページ）
• show tech network interfaces（242ページ）
• show tech network resolv（243ページ）
• show tech network routes（244ページ）
• show tech network sockets（244ページ）
• show tech notify（245ページ）
• show tech params（245ページ）
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• show tech prefs（246ページ）
• show tech procedures（246ページ）
• show tech repltimeout（247ページ）
• show tech routepatterns（247ページ）
• show tech routeplan（247ページ）
• show tech runtime（248ページ）
• show tech sqlhistory（249ページ）
• show tech systables（249ページ）
• show tech system（249ページ）
• show tech table（251ページ）
• show tech triggers（251ページ）
• show tech version（251ページ）
•タイムゾーン設定を表示（252ページ）
• show timezone list（252ページ）
• show tls trace（253ページ）
• show tls min-version（253ページ）
• show tlsresumptiontimeout（254ページ）
• show trace（254ページ）
• show ups status（255ページ）
• show version active（255ページ）
• show version inactive（256ページ）
• vosバージョンを表示（256ページ）
• show web-security（257ページ）
• Webアプリケーションのセッションタイムアウトを表示する（257ページ）
• show workingdir（258ページ）
• show logins unsuccessful（258ページ）

show account
このコマンドは、現在の管理者アカウントを一覧表示します。

show account

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。
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show accountlocking
このコマンドは、現在のアカウントロック設定を表示します。

show accountlocking

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:show accountlocking
Account Lockout is enabled
Unlock Time : 300 seconds
Retry Count : 3 attempts

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

証明書のデフォルト CAリストを表示する
このコマンドは、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceにバンドルさ
れているすべてのデフォルトの CA証明書を表示します。

show cert default-ca-list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service。

例

admin:show cert default-ca-list

Common Name Trust Stores Purpose

"VeriSign Class 3 tomcat-trust This certificate is used by UCM
Secure Server CA - G3" to communicate with Cisco if

Call-Home feature is enabled.
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"CAP-RTP-002" CallManager-trust, This certificate was used to
CAPF-trust sign the MIC installed on Cisco

endpoint.Presence of this
certificate allows the end point

to communicate securely with
UCM

using the MIC when associated
with a secure profile

"Cisco Manufacturing CallManager-trust, This certificate was used to
CA" CAPF-trust sign the MIC installed on Cisco

endpoint. Presence of this
certificate allows the end point

to communicate securely with
UCM

using the MIC when associated
with a secure profile.

"CAP-RTP-001" CallManager-trust, This certificate was used to
CAPF-trust sign the MIC installed on Cisco

endpoint. Presence of this
certificate allows the end point

to communicate securely with
UCM

using the MIC when associated
with a secure profile

"ACT2 SUDI CA" CallManager-trust, This certificate was used to
CAPF-trust sign the MIC installed on Cisco

endpoint. Presence of this
certificate allows the end point

to communicate securely with
UCM

using the MIC when associated
with a secure profile.

"Cisco Manufacturing CallManager-trust, This certificate was used to
CA SHA2" CAPF-trust sign the MIC installed on Cisco

endpoint. Presence of this
certificate allows the end point

to communicate securely with
UCM

using the MIC when associated
with a secure profile.

"Cisco Root CA 2048" CallManager-trust, This certificate was used to
CAPF-trust sign the MIC installed on Cisco

endpoint. Presence of this
certificate allows the end point

to communicate securely with
UCM
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using the MIC when associated
with a secure profile.

"Cisco Root CA M2" CallManager-trust, This certificate was used to
CAPF-trust sign the MIC installed on Cisco

endpoint. Presence of this
certificate allows the end point

to communicate securely with
UCM

using the MIC when associated
with a secure profile.

show cert list
このコマンドは、証明書信頼リストを表示します。

show cert list {own | trust}

構文の説明 説明パラメータ

所有する証明書を指定しま

す。

own

信頼できる証明書を指定しま

す。

trust

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:cert list own

show cert list type
このコマンドは、選択したタイプの利用可能な証明書ファイルを表示します。

show cert list type {own | trust}
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構文の説明 説明パラメータ

所有する証明書を指定します。own

信頼できる証明書を指定します。trust

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

show cert own
このコマンドは証明書の内容を表示します。

show cert ownファイル名

構文の説明 説明パラメータ

所有する証明書を指定しま

す。

own

証明書ファイルの名前を表し

ます。

ファイル名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

show cert trust
このコマンドは証明書の内容を表示します。

show cert trustファイル名
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構文の説明 説明パラメータ

信頼できる証明書を指定しま

す。

trust

証明書ファイルの名前を表し

ます。

ファイル名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

show cli pagination
このコマンドは、自動 CLIページ分割のステータスを表示します。

show cli pagination

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

例

admin:show cli pagination
Automatic Pagination : Off.

show cli session timeout
このコマンドは、CLIセッションタイムアウト値を表示します。これは、CLIセッションがタ
イムアウトして切断されるまでの経過時間 (分単位)です。

show cli session timeout
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

show csr list
このコマンドは、証明書署名要求の内容を表示します。

show csr list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の許可:

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: show csr list

tomcat/tomcat.csr

Vipr-QuetzalCoatl/Vipr-QuetzalCoatl.csr

.....

.....

.....

例

admin: show csr list

No Certificate Sign Request available for display

show ctl
このコマンドは、サーバ上の証明書信頼リスト (CTL)ファイルの内容を表示します。CTLが無
効な場合は通知します。
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show ctl

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show cuc cluster status
このコマンドは、クラスター内のサーバのステータスを表示します。

show cuc cluster status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

show cuc config groups
このコマンドは、有効な構成グループ名のリストを表示します。

show cuc config groups[page]

構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

page

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 指定したグループの設定の一覧を表示するには、コマンド show cuc config settingsを実行しま
す。
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc config groups

CiscoLicensing
ConfigurationAssistant
Conversations
Directory
Groupware
LogMgr
Messaging

:
:

Telephony

show cuc config settings
このコマンドは、指定した Connection構成設定のグループの設定と値を表示します。

show cuc config settingsgroup_namepage

構文の説明 説明パラメー

タ

設定を表示する構成グループの名前を指定します。有効なグループ名のリストを

表示するには、コマンド show cuc config groupsを実行します。グループ名では大
文字と小文字が区別されることに注意してください。

グループ

名

出力を一度に1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

pageペー
ジ

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection
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グループ SAの構成設定

admin: show cuc config settings SA

SA Setting Value

---------- -----

SessionTimeout 20
Use24HrClockFormat 0

show cuc dbconsistency
このコマンドは、指定されたデータベースのテーブルとインデックスの不整合をチェックしま

す。

show cuc dbconsistency[データベース名]

構文の説明 説明パラメータ

確認するデータベースの名前を指定します。データベース名では大文字と小

文字が区別されることに注意してください。接続データベースには次のもの

が含まれます。

• unitydirdb -ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb - Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～ unitymbxdb5 -ファイルシステムに保存されているオー
ディオファイルへのポインターを含む、対応するメールボックスストア

内の現在の音声メッセージに関するデータが含まれます。メールボック

スストアが 1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデー
タベースの名前は常に unitymbxdb1になります。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、システムによって詳細情報がログファイルに保存され、ログファイ

ルの場所を含む結果の概要が表示されます。fileコマンドを使用してファイルの内容を表示し
ます。
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データベースの一貫性をチェックすると、システムのパフォーマンスに大きな影響を与えま

す。このコマンドは、システムアクティビティがほとんど発生していないかまったく発生して

いない場合にのみ実行してください。操作が開始された後はキャンセルできません。操作中は

サーバを再起動しないでください。接続が正しく機能するには、操作が正常に完了する必要が

あります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

unityrptdbデータベースの整合性チェックの例

admin: show cuc dbconsistency unityrptdb

Checking consistency of unityrptdb tables. Please wait.

Consistency check of unityrptdb tables successful.

Validation of unityrptdb indexes successful.

Output is in file: cuc/cli/consistency_unityrptdb_070404-123636.txt

show cuc dbcontents
このコマンドは、指定されたデータベースからデータをCSVファイルにエクスポートします。

show cuc dbcontents[データベース名]
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構文の説明 説明パラメータ

CSVファイルにデータをエクスポートするデータベースの名前を指定します。
データベース名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。

接続データベースには次のものが含まれます。

• unitydirdb -ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb - Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～ unitymbxdb5 -ファイルシステムに保存されているオー
ディオファイルへのポインターを含む、対応するメールボックスストア

内の現在の音声メッセージに関するデータが含まれます。メールボック

スストアが 1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデータ
ベースの名前は常に unitymbxdb1になります。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、CSVファイルの場所が表示されます。fileコマンドを使用してファイ
ルの内容を表示します。

データベースの内容をCSVファイルに保存すると、システムのパフォーマンスに影響します。
このコマンドは、システムアクティビティがほとんど発生していないかまったく発生していな

い場合にのみ実行してください。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

unitydirdbデータベースからデータをCSVファイルにエクスポートして、ファイルの場
所を表示する例

admin: show cuc dbcontents unitydirdb

This operation may take a few minutes to complete. Please wait.

Output is in file: cuc/cli/contents_unitydirdb_070404-124027.csv
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show cuc dbschema
このコマンドは、指定されたデータベースのスキーマを複製するために必要な SQLステート
メントをファイルにエクスポートします。

show cuc dbschema[データベース名]

構文の説明 説明パラメータ

スキーマをエクスポートするデータベースの名前を指定します。データベー

ス名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。接続データ

ベースには次のものが含まれます。

• unitydirdb -ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb - Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～ unitymbxdb5 -ファイルシステムに保存されているオー
ディオファイルへのポインターを含む、対応するメールボックスストア

内の現在の音声メッセージに関するデータが含まれます。メールボック

スストアが 1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデータ
ベースの名前は常に unitymbxdb1になります。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、ファイルの場所が表示されます。ファイルを表示するには、 fileコマ
ンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

unitydirdbデータベースのスキーマをファイルにエクスポートして、ファイルの場所を
表示する例

admin: show cuc dbschema unitydirdb

Output is in file: cuc/cli/schema_unitydirdb_061013-115815.sql
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show cuc dbserver disk
このコマンドは、現在のサーバ上のすべての接続データベースの Informixストレージスペー
スに関する概要情報を表示します。

show cuc dbserver disk[page][file]

構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]

出力をファイルに保存します。このオプションを含めると、サマリーにファイル

の場所が含まれます。ファイルでは大文字と小文字が区別されることに注意して

ください。

[file]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

show cuc dbserver session
このコマンドは、指定された Informixデータベースユーザセッションに関する概要情報を表
示します。

show cuc dbserver sessionセッション ID[page][file]

構文の説明 説明パラメータ

概要情報を表示するデータベースユーザセッションを指定します。現在のセッ

ションのリストを取得するには、 show cuc dbserver sessions listコマンドまた
は show cuc dbserver user listコマンドのいずれかを使用します。

セッション
ID

出力を一度に1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので
注意してください。

[page]

出力をファイルに保存します。このオプションを含めると、サマリーにファイ

ルの場所が含まれます。ファイルでは大文字と小文字が区別されることに注意

してください。

[file]
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

show cuc dbserver sessions all
このコマンドは、現在のすべての Informixデータベースユーザセッションに関する概要情報
を表示します。

show cuc dbserver sessions all[page][file]

構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]

出力をファイルに保存します。このオプションを含めると、サマリーにファイル

の場所が含まれます。ファイルでは大文字と小文字が区別されることに注意して

ください。

[file]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

show cuc dbserver sessions list
このコマンドは、現在の Informixデータベースユーザセッションのリストを表示します。

show cuc dbserver sessions list[page]

構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]
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コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 内部データベースユーザの名前は通常、接続コンポーネントの名前に対応します。必要なセッ

ション IDを取得するには、 show cuc dbserver sessionコマンドを実行する前にこのコマンドを
実行します。結果はセッション ID順にソートされます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

show cuc dbserver user list
このコマンドは、アクティブな Connection内部データベースユーザのリストを表示します。

show cuc dbserver user list[page]

構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 内部データベースユーザの名前は通常、接続コンポーネントの名前に対応します。結果は、ま

ずデータベース別にソートされ、次にユーザ別にソートされます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

show cuc dbserver user waiting
このコマンドは、リソースを待機している Connection内部ユーザのリストを表示します。

show cuc dbserver user waiting[page]

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
168

表示コマンド

show cuc dbserver user list



構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 内部データベースユーザの名前は通常、接続コンポーネントの名前に対応します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

Cuc dbtableの内容を表示する
このコマンドは、指定された Connectionテーブルの内容を CSVファイルにエクスポートしま
す。

show cuc dbtable contents {データベース名テーブル名}

構文の説明 説明パラメータ

CSVファイルにエクスポートする内容を含むテーブルが含まれているデータ
ベースを指定します。データベース名では大文字と小文字が区別されること

に注意してください。接続データベースには次のものが含まれます。

• unitydirdb —ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb —Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～ unitymbxdb5 -対応するメールボックスストア内の現在
の音声メッセージに関するデータが含まれ、ファイルシステムに保存さ

れているオーディオファイルへのポインタが含まれます。メールボック

スストアが 1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデータ
ベースの名前は常に unitymbxdb1。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名
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説明パラメータ

CSVファイルにエクスポートする内容を含むテーブルを指定します。

（注）

指定されたデータベース内のテーブルの一覧を表示するには、showcucdbtable
listコマンドを使用します。テーブル名では大文字と小文字が区別されるこ
とに注意してください。

テーブル名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、CSVファイルの場所が表示されます。fileコマンドを使用してファイ
ルの内容を表示します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc dbtable contents unitydirdb tbl_cos

Output is in file: cuc/cli/contents_tbl_cos_1013-113910.csv

show cuc dbtable list
このコマンドは、指定されたデータベース内のテーブルのリストを表示します。

show cuc dbtable listデータベース名[page]
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構文の説明 説明パラメータ

テーブルのリストを取得するデータベースを指定します。データベース名で

は大文字と小文字が区別されることに注意してください。接続データベース

には次のものが含まれます。

• unitydirdb —ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb —Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～ unitymbxdb5 -対応するメールボックスストア内の現在
の音声メッセージに関するデータが含まれ、ファイルシステムに保存さ

れているオーディオファイルへのポインタが含まれます。メールボック

スストアが 1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデータ
ベースの名前は常に unitymbxdb1。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名

出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するの
で注意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc dbtable list unitydirdb

tbl_accountlogonpolicy
tbl_agency
tbl_agencyextensionrange
tbl_alias
tbl_alternatename
tbl_broadcastmessage
tbl_broadcastmessagerecipient
...
tbl_waveformat

show cuc dbtable schema
このコマンドは、指定されたテーブルの説明とテーブル内の列のリストを表示します。

show cuc dbtable schema {データベース名テーブル名}[page]
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show cuc dbtable schema



構文の説明 説明パラメータ

表示するテーブルのスキーマ

が含まれているデータベース

を指定します。データベース

名では大文字と小文字が区別

されることに注意してくださ

い。接続データベースには次

のものが含まれます。

• unitydirdb —ディレクト
リと構成データが含まれ

ます。

• unitydyndb —Connection
が内部で使用する動的

データが含まれます。

• unitymbxdb1～
unitymbxdb5 -対応する
メールボックスストア内

の現在の音声メッセージ

に関するデータが含ま

れ、ファイルシステムに

保存されているオーディ

オファイルへのポインタ

が含まれます。メール

ボックスストアが 1つだ
け構成されている場合、

メールボックスストア

データベースの名前は常

に unitymbxdb1。

• unityrptdb -監査ログデー
タが含まれます。

データベース名

スキーマを表示するテーブル

を指定します。

（注）

指定されたデータベース内の

テーブルの一覧を表示するに

は、show cuc dbtable listコマ
ンドを使用します。テーブル

名では大文字と小文字が区別

されることに注意してくださ

い。

テーブル名
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show cuc dbtable schema



説明パラメータ

出力を一度に 1ページずつ表
示します。pageは大文字と小
文字を区別するので注意して

ください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

Unitydirdbデータベースのテーブル tbl_userのスキーマを表示する例

admin: show cuc dbtable schema unitydirdb tbl_cos

A collection of service privileges for subscribers that control access to features and
use
of the system into classes. Class of Service objects determine which features a subscriber

is licensed to use, the maximum length of their greetings and messages, what numbers
they are
allowed to dial, and what options are available to the subscriber among other things.

Columns:
displayname
movetodeletefolder
accessunifiedclient
...
accesslivereply

show cuc dbview contents
このコマンドは、指定された SQLビューの結果を CSVファイルに保存します。

show cuc dbview contents {データベース名ビュー名}
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show cuc dbview contents



構文の説明 説明パラメータ

結果をファイルに保存するビューが含まれているデータベースを指定します。

データベース名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。

接続データベースには次のものが含まれます。

• unitydirdb —ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb —Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～unitymbxdb5 -対応するメールボックスストア内の現在の
音声メッセージに関するデータが含まれ、ファイルシステムに保存され

ているオーディオファイルへのポインタが含まれます。メールボックス

ストアが1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデータベー
スの名前は常に unitymbxdb1。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名

結果をファイルに保存するビューを指定します。

（注）

指定されたデータベース内のビューの一覧を表示するには、 show cuc dbview
list コマンドを使用します。ビュー名では大文字と小文字が区別されること
に注意してください。

ビュー名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、CSVファイルの場所が表示されます。ファイルの内容を表示するに
は、ファイルコマンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

次の例では、データベース unitydirdbのビュー vw_cosからの結果を CSVファイルに
保存します。

admin: show cuc dbview contents unitydirdb vw_cos_061013-113910.csv

Cuc dbviewリストを表示
このコマンドは、指定されたデータベース内のビューのリストを表示します。
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show cuc dbview listデータベース名[page]

構文の説明 説明パラメータ

ビューのリストを取得するデータベースを指定します。データベース名では

大文字と小文字が区別されることに注意してください。接続データベースに

は次のものが含まれます。

• unitydirdb —ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb —Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～ unitymbxdb5 -対応するメールボックスストア内の現在
の音声メッセージに関するデータが含まれ、ファイルシステムに保存さ

れているオーディオファイルへのポインタが含まれます。メールボック

スストアが 1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデータ
ベースの名前は常に unitymbxdb1。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名

出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するの
で注意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

例

次の例では、unitydirdbデータベース内のビューのリストを表示します。
admin: show cuc dbview list unitydirdb

vw_agency
vw_agencyextensionrange
vw_alias
vw_alternatename
vw_broadcastmessage
vw_broadcastmessagerecipient
vw_callaction
...
vw_waveformat
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Cuc dbviewスキーマを表示
このコマンドは、指定されたビューのスキーマを表示します。

show cuc dbview schema {データベース名ビュー名}[page]

構文の説明 説明パラメータ

スキーマを表示するビューが含まれているデータベースを指定します。デー

タベース名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。接続

データベースには次のものが含まれます。

• unitydirdb —ディレクトリと構成データが含まれます。

• unitydyndb —Connectionが内部で使用する動的データが含まれます。

• unitymbxdb1～ unitymbxdb5 -対応するメールボックスストア内の現在
の音声メッセージに関するデータが含まれ、ファイルシステムに保存さ

れているオーディオファイルへのポインタが含まれます。メールボック

スストアが 1つだけ構成されている場合、メールボックスストアデータ
ベースの名前は常に unitymbxdb1。

• unityrptdb -監査ログデータが含まれます。

データベース

名

スキーマを表示するビューを指定します。

（注）

指定されたデータベース内のビューの一覧を表示するには、show cuc dbview
listコマンドを使用します。ビュー名では大文字と小文字が区別されること
に注意してください。

ビュー名

出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するの
で注意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

次の例では、データベース unitydirdb内のビュー vw_userのスキーマを表示します。
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admin: show cuc dbview schema unitydirdb vw_cos

A simple view for tbl_Cos.

Columns:
objectid
accessfaxmail
accesstts
callholdavailable
callscreenavailable
canrecordname
...
requiresecuremessages

cuc jetty sslステータスを表示
このコマンドを使用すると、通知用の Jettyサーバ上の SSLのステータス (有効/無効)を確認で
きます。

show cuc jetty ssl status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc jetty ssl status

Command completed successfully.
SSL notification is DISABLED

Cucロケールを表示
このコマンドは、現在インストールされているロケールのリストを表示します。

show cuc locales

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc locales

Installed Locale Package Locale

------------------------- ------

uc-locale-en_GB-6.0.0.0-0 en-GB

uc-locale-fr_CA-6.0.0.0-0 fr-CA

show cuc speechview registration certificate size
このコマンドは、Nuanceサーバによる Speech to Textサービスの登録およびボイスメールの転
記に使用される現在の証明書のビットサイズを表示します。

show cuc speechview registration certificate size

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 現在の証明書のビットサイズを表示するには、show cuc speechview registration certificate size
（Cisco Unity Connectionのみ）コマンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

show cuc sysagent task list
このコマンドは、Sysagentタスクのリストを表示します。

show cuc sysagent task list[page]
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構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン Sysagentタスクを実行するには、run cuc sysagent taskコマンドを使用します。指定されたタス
クの Is Singleton列の値が Yの場合、そのタスクはマルチサーバクラスター内のプライマリ
サーバ上でのみ実行できます。このサーバがスタンドアロンの場合、すべてのタスクはこの

サーバ上で実行されます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc sysagent task list

Task Name Is Singleton

------------------------------ ------------

Data.BroadcastMessagePurge N

Umss.CleanDeletedMessagesTask Y

Umss.CleanDirectoryStreamFilesTask Y

Umss.CleanOrphanAttachmentFilesTask Y

...

Data.UpdateDatabaseStats N

Cuc sysagentタスクの結果を表示する
このコマンドは、指定されたタスクが開始された時刻と完了した時刻を、最新の時刻から順に

表示します。

show cuc sysagent task resultsタスク名[page]
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構文の説明 説明パラメー

タ

タスクが開始および完了した際に表示する情報を指定します。

（注）

タスク名のリストを表示するには、show cuc sysagent task listコマンドを実行しま
す。タスク名では大文字と小文字が区別されることに注意してください。

タスク名

出力を一度に1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン Sysagentタスクを実行するには、 run cuc sysagent taskコマンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

次の例では、Sysagentタスク Umss.CleanDeletedMessagesTaskが開始された時刻と完了
した時刻を表示します。

admin: show cuc sysagent task results Umss.CleanDeletedMessagesTask

Time Started Time Completed

---------------------- --------------------

2006-10-25 17:31:45.689 2006-10-25 17:31:45.785

2006-10-25 17:16:45.702 2006-10-25 17:16:45.742

2006-10-25 17:01:45.690 2006-10-25 17:01:45.730

show cuc sysinfo
このコマンドは、現在の Connectionサーバのハードウェアおよびソフトウェアシステム情報
の概要を表示します。これには、アクティブパーティションと非アクティブパーティション

にインストールされているバージョン、クラスタが設定されているかどうか、QOS設定、ハー
ドウェア仕様、アクティブパーティション、非アクティブパーティション、共通パーティショ

ンの使用済みディスク領域と空きディスク領域、ライセンス情報などが含まれます。
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show cuc sysinfo

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc sysinfo

Gather Data/Time : Wed Oct 21 09:45:29 PDT 2009

Connection Install Information:

Host Name : connection1

Version:

Active Version : 8.0.0.98000-210

Inactive Version : 8.0.0.98000-201

High Availability (this server is) : Pri_Single_Server

Publisher : connection1.cisco.com - 10.10.10.10

Subscriber(s) : None

QOS Settings :

Call Signaling DSCP : CS3

Media Signaling DSCP : EF

Hardware :

HW Platform : 7825I3

Processors : 1

Type : Family: Core 2

CPU Speed : 2130

Memory : 2048

Object Id : 1.3.6.1.4.1.9.1.746
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OS Version : UCOS 4.0.0.0-31

...

show cuc tech dbschemaversion
このコマンドは、各データベースのスキーマバージョン情報を表示します。

show cuc tech dbschemaversion[page]

構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区別するので注
意してください。

[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc tech dbschemaversion

unitydirdb

==========

Schema Version Product Version Date

-------------- --------------- -----------------

1.2.363 2.1 2007-02-13 19:10:50.0

show cuc tech dbserver all
このコマンドは、すべての show cuc techコマンドを順番に実行し、結果をテキストファイル
に保存します。

show cuc tech dbserver all
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コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、詳細情報がテキストファイルに保存され、テキストファイルの場所

が表示されます。ファイルの内容を表示するには、ファイルコマンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

例

admin: show cuc tech dbserver all

Output is in file: cuc/cli/dbserverall_061013-111801.txt

show cuc tech dbserver integrity
このコマンドは、Informixデータベースサーバのストレージスペース構造の整合性をチェッ
クします。

show cuc tech dbserver integrity

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、詳細情報がテキストファイルに保存され、ファイルの場所を含む結果

の概要が表示されます。fileコマンドを使用してファイルの内容を表示します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: show cuc tech dbserver integrity
Database system catalog tables were successfully validated.
Database disk extents were successfully validated.
Database reserved pages were successfully validated.
Output is in file: cuc/cli/integrity_061013-95853.txt
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show cuc tech dbserver log diagnostic
このコマンドは、Informixアサーション失敗ログと共有メモリダンプログの存在を確認しま
す。

show cuc tech dbserver log diagnostic

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン ログが存在する場合は、その場所が表示されます。ファイルの内容を表示するには、ファイル

コマンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

例

admin:show cuc tech dbserver log diagnostic
The following Informix logs are available for the UC database server:
core/af.3599c
core/af.36858

show cuc tech dbserver log message
このコマンドは、Informixメッセージログの末尾を表示します。

show cuc tech dbserver log message[lines][page]

構文の説明 説明パラメー

タ

Informixメッセージログの最後に表示される行数を指定します。linesパラメータ
が含まれていない場合、ログの最後の 20行が表示されます。

lines

(オプション)出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区
別するので注意してください。

page

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0
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アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

例

admin:show cuc tech dbserver log message
Message Log File: online.ciscounity.log
18:09:01 Fuzzy Checkpoint Completed: duration was 0 seconds, 6 buffers
not flushed.
18:09:01 Checkpoint loguniq 57, logpos 0x208418, timestamp: 0x33b807
18:09:01 Maximum server connections 159
18:14:01 Fuzzy Checkpoint Completed: duration was 0 seconds, 6 buffers
not flushed.
18:14:01 Checkpoint loguniq 57, logpos 0x20a57c, timestamp: 0x33b9fc

show cuc tech dbserver status
このコマンドは、データベースサーバインスタンスの詳細なステータスレポートをファイル

に保存します。

show cuc tech dbserver status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

例

admin:show cuc tech dbserver status
Output is in file: cuc/cli/status_061013-95031.txt

show cuc trace levels
このコマンドは、現在有効になっているすべての診断トレースとトレースレベルのリストを表

示します。

show cuc trace levels [page]
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構文の説明 説明パラメー

タ

(オプション)出力を一度に 1ページずつ表示します。pageは大文字と小文字を区
別するので注意してください。

page

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 指定されたトレースおよびトレースレベルを有効または無効にするには、set cuc trace (Cisco
Unity Connectionのみ)コマンドを使用します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

例

admin:show cuc trace levels
Trace Name Levels
------------------------- --------------
Arbiter -
AudioStore 0
AxlAccess -
BulkAdministrationTool 0
CCL 10,11
CDE 3,14
CDL 11,13,15,17
::
VirtualQueue -

show cuc version
このコマンドは、アクティブパーティションと非アクティブパーティションに現在インストー

ルされている Cisco Unity Connectionのバージョンを表示します。

show cuc version

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは常にアクティブパーティション内のバージョンを表示します。アクティブパー

ティションにアップグレードが含まれている場合、コマンドは非アクティブパーティションの

バージョンも表示します。現在のエンジニアリングスペシャルバージョンも表示されます。

要件

コマンド権限レベル: 0
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アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ。

例

admin:show cuc version
Active version: 7.0.1.10000-323
Inactive version: 7.0.0.39700-277

show date
このコマンドは、サーバの日付と時刻を表示します。

show date

コマンドモード 管理者 (admin:)

例

admin: show date
Sat Jul 17 01:28:57 IST 2010

ディスク使用量を表示
このコマンドは、特定のディレクトリに関するディスク使用量情報を表示します。

show diskusage activelog {activelog | common | inactivelog | install | tftp | tmp}filenameファイル名
{directory | sort}

構文の説明 説明パラメータ

出力を指定されたファイルに

保存します。これらのファイ

ルは、platform/cliディレクト
リに保存されます。保存され

たファイルを表示するには、

file view activelogコマンドを使
用します。

filenameファイル名

ディレクトリのサイズのみを

表示します。

directory
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説明パラメータ

ファイルサイズに基づいて出

力を並べ替えます。ファイル

サイズは 1024バイトのブロッ
ク単位で表示されます。

sort

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

show dscp all
このコマンドは、すべてのポートの現在のDSCPトラフィックマーキングを表示します。DSCP
マーキングを 10進数と 16進数で表示します。値がクラスに対応する場合は、正しいクラスが
表示されます。値がクラスに対応していない場合は、N/Aが表示されます。

show dscp all

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

DSCPのデフォルトを表示
このコマンドは、工場出荷時のデフォルトのDSCP設定を表示します。これらの値は、setdscp
defaultsコマンドが実行されると有効になります。

show dscp defaults

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

DSCPマーキングを表示
このコマンドは、特定の DSCP値の現在の DSCPトラフィックマーキングを表示します。

show dscp marking値

構文の説明 説明パラメー

タ

DSCP値です。既知の DSCPクラスの名前、または 10進数または 16進数の形式
の数値を入力できます。16進数値の前に 0xまたは 0Xを付けます。

value

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン DSCPで定義されている有効なクラス名は次のとおりです。

•クラスセレクタ:値 CSO、CS1、CS2、CS3、CS5、CS6、CS7

クラスセレクタ (CS)値は IP Precedence値に対応しており、IP Precedenceと完全に互換性
があります。

•優先転送:値 EF

EFPHBは、低帯域幅、保証された帯域幅、低遅延、低ジッターを必要とするVoIPなどの
アプリケーションに最適です。

•ベストエフォート:値 BE

デフォルト PHBとも呼ばれるこの値は、基本的にパケットが 0x00でマークされ、ネット
ワークルータから従来のベストエフォートサービスを取得することを指定します。

•確実な転送:値 AF11、 AF12、 AF13、 AF21、 AF22、 AF23、 AF41、 AF42、 AF43

転送保証クラスには 4つのタイプがあり、それぞれに 3つのドロップ優先順位値がありま
す。これらの優先値は、ネットワーク輻輳によりパケットがドロップされる順序を定義し

ます。たとえば、AF13クラスのパケットは AF12クラスのパケットよりも先にドロップ
されます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

DSCPステータスを表示
このコマンドは、現在の DSCPトラフィックマーキングを表示します。

show dscp status {enabled | disabled}

構文の説明 説明パラメー

タ

出力をフィルタリングして、有効になっている DSCPトラフィックマーキングの
みを表示します。ステータスを指定しない場合は、このフィルターがデフォルト

のオプションになります。

enabled

出力をフィルタリングして、無効になっている DSCPトラフィックマーキングの
みを表示します。

disabled

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

show environment fans
このコマンドは、ファンセンサーのステータスを表示します。

show environment fans

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection
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show environment power-supply
このコマンドは、冗長電源装置または組み込みヘルスハードウェアを備えたMCS-7845、
MCS-7835、MCS-7825H3/H4、およびMCS-7816H3サーバの電源装置のステータスを表示しま
す。

show tlstrace

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection

環境温度を表示する
このコマンドは、温度センサーのステータスを取得します。

show environment temperatures

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection

show fileserver transferspeed
このコマンドは、IMおよびプレゼンスサービスノードと外部ファイルサーバ間の読み取りお
よび書き込み速度を表示します。大きなファイルをマウントされたディレクトリにコピーし、

それをノードにコピーし直す必要があります。その結果、このコマンドは、実行元のノードの

パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

show fileserver transferspeed

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

適用対象: Unified Communications Managerの IM and Presence Service。

例

admin:show fileserver transferspeed

WARNING: This command involves copying a large file to and from the mounted directory.
It can impact the performance of the system.

Do you want to continue? (y/n):y

Creating a file to perform the test, please wait...

Copying the file onto the mounted file system. Please note the writing speed recorded
below.
262144+0 records in
262144+0 records out
1073741824 bytes (1.1 GB) copied, 28.9302 s, 37.1 MB/s

Copying the file from the mounted file system. Please note the reading speed recorded
below.
262144+0 records in
262144+0 records out
1073741824 bytes (1.1 GB) copied, 67.7504 s, 15.8 MB/s

Clean-up finised
admin:

show haproxy client-auth
このコマンドは、指定されたポートに設定されているクライアント認証を表示します。

showhaproxyclient-authportnum

説明パラメータ

指定したポートに設定されているクライアン

ト認証を表示するには、ポート番号を入力し

ます。

（注）

サポートされているポート番号は 6971、
6972、9443です。

portnum

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 管理者は、 help show haproxy client-auth <portnum>コマンドを実行してヘルプコンテンツを
表示できます。
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要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:show haproxy client-auth 9443

Client authentication on the port 9443 is currently set to optional

admin:show haproxy client-auth 9456
Enter valid values for the port.
Suggested values are 6971, 6972 and 9443
Executed command unsuccessfully

admin:help show haproxy client-auth 9443
show haproxy client-auth help:
This command will display client-auth for the specified port.
Example:
admin:show haproxy client-auth 6971
Client authentication on the port 6971 is currently set to required.

show hardware
このコマンドは、プラットフォームに関するハードウェア関連の情報を表示します。

一部のフィールドの出力は、ハイパーバイザーがワークロードに報告する情報に応じて異なり

ます。

（注）

show hardware

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 次の情報が表示されます。

•プラットフォーム

• [シリアル番号（Serial number）]

• BIOSビルドレベル

• BIOSメーカー

•アクティブプロセッサ

• RAIDコントローラのステータス

•ディスクパーティションの詳細
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

show http min-version
このコマンドは、すべての受信および送信HTTP要求に対して構成された最小バージョンを表
示します。

show http min-version

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

show ipsec information
このコマンドは、指定された ipsecポリシーに関する詳細情報を表示します。

show ipsec information {ポリシーグループポリシー名}

構文の説明 説

明

パラメータ

ポリシーグルー

プ

ポリシー名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

例

admin:show ipsec information test test1
PolicyGroup : test
PolicyName : test1
Type : transport
Source Address : 10.94.171.3
Source Type : ip
Destination Address : 10.94.1.2
Destination Type : ip
Protocol : tcp
Source Port : Any
Destination Port : Any
Remote Port : Any
Authentication Method : psk
Destination Certificate : null
PSK : cisco
Phase 1 Life Time : 3600
Encryption Algorithm : des
Hash Algorithm : sha1
Phase 1 DH Value : null
Phase 2 Life Time : 3600
ESP : null_enc
AH : hmac_sha1
Phase 2 DH Value : null
Peer Type : null
Status : disabled
Source Certificate : null

show ipsec policy_group
このコマンドは、ノード上のすべての ipsecポリシーグループを表示します。

show ipsec policy_group

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

show ipsec policy_name
このコマンドは、指定されたポリシーグループに存在する ipsecポリシー名のリストを表示し
ます。
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show ipsec policy_nameポリシーグループ

構文の説明 説明パラメータ

ポリシーグループ名を指定します。ポリシーグルー

プ

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

IPsecステータスを表示
show ipsec status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド特権レベル:

アップグレード中の許可:

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

show itl
このコマンドは、ITLファイルの内容を表示するか、ITLファイルが無効な場合はエラーメッ
セージを出力します。

show itl

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

ログイン情報を表示
このコマンドはサーバへの最近のログインを一覧表示します

show login[number]

構文の説明 説明パラメー

タ

表示する最新のログインの数を指定します。デフォルトは20です。number

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

show logins successful
このコマンドは、以前の成功したログインを表示します。

show logins successful[last n]

構文の説明 説明パラメー

タ

(オプション)最後のログイン回数を表します。デフォルトでは、この変数の値は
20です。

最後の n

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection
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show logins unsuccessful
このコマンドを使用して、次のWebアプリケーションへの最近の失敗したログイン試行を一
覧表示します。

• Unified Communications Manager上

• Disaster Recovery System

• Cisco Unified OS Administration

• IM and Presence Service上

• IM and Presenceのディザスタリカバリシステム

• Unified IM and Presence OSの管理

show logins unsuccessful [number]

構文の説明 説明パラメー

タ

表示する最新のログインの数を指定します。デフォルトは20です。number

コマンドモード 管理者（admin）

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service

show key authz encryption
任意の Unified Communications Managerノードでこのコマンドを実行すると、Unified
CommunicationsManagerがCisco Jabberクライアントの認証に使用するOAuth署名キーのチェッ
クサムが表示されます。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service。
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show key authz signing
任意の Unified Communications Managerノードでこのコマンドを実行すると、Unified
CommunicationsManagerがCisco Jabberクライアントの認証に使用するOAuth署名キーのチェッ
クサムが表示されます。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service。

show license all
このコマンドは、ライセンスのステータス、ライセンスの使用状況、UDI、およびエージェン
トのバージョンを表示します。

show license all

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

ライセンスステータスを表示
このコマンドは、スマートライセンスのステータスを表示します。

show license status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

ライセンスの概要を表示
このコマンドは、スマートライセンスのステータスとライセンスの使用状況の詳細を表示しま

す。

show license summary

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

show license tech support
このコマンドは、スマートライセンスのステータス、製品情報、製品バージョンを表示しま

す。

show license tech support

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

show license trace
このコマンドは、スマートエージェント関連のログの内容をコンソールにトレースします。

show license trace

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0
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アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

show license UDI
このコマンドは、一意のデバイス識別 (UDI)構造内のNULLではないすべてのメンバーを表示
します。以下は、Unified Communications Managerに表示される UDIインスタンスのリストで
す。

• PID—製品識別子

• SN—シリアル番号

• UUID—ユニバーサルユニーク識別子

show license UDI

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

ライセンスの使用状況を表示
このコマンドは、現在使用中の権限を表示します。

show license usage

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

ログイン猶予タイムアウトを表示
このコマンドは、ログイン猶予タイムアウトを表示します。
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show Login Grace Timeout

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

show media streams
このコマンドは、現在のメディアストリーム接続に関する情報を取得します。

show media streams[オプション]

構文の説明 説明パラメー

タ

次のオプションのいずれかを入力します。

• file fname:制限（有効な文字は英数字 [a-Z、A-Z、0-9、（-）および（_）]）。
デフォルト: mediainfo

•カウント数:範囲 1～1000;デフォルト: 2

• sleep #:範囲 1～ 300秒（デフォルト: 5）

•デバイス{ALL | ANN | CFB | CRA | MOH | MTP}デフォルト:デバイス ALL

• info:追加情報を表示します

• buffers:バッファの使用状況情報を表示します。

• trace:メディアドライバーからシステムログへの追加トレースを有効にしま
す。

（注）

show media streams traceを入力したときにコンソール画面に表示されるカー
ネルメッセージは無視します。

オプショ

ン

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1
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アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

例

admin: show media streams info buffers

Resulting file /platform/log/mediainfo.txt contains:

Time: 2008.03.04 11:01:42
I/F Ver=5, #Apps: Free= 7, Alloc= 4, #Conf: Free= 12, #Streams: Free= 40
Buffer Size = 652, Allocated Buffers= 1, Free Buffers = 5147
Buffer Size = 8192, Allocated Buffers= 0, Free Buffers = 450
App ID= 332, Cfg=CFB, Dead App Timer=86400, Active=Yes, Streams: Available= 92 Active=
4
Conf ID = 16777225, Type = Two No Sum, Streams: Tx = 2, Rx = 2, Active = Yes
Rx Stream: PktCnt= 5979, PID=16777653, PktSz=20ms, Payld=uLaw, IP=10.89.80.178:24652,
MCast=N, Mute=N, UsrMd=N, Actv=Y, QdPkts=2, PktOR=0, DtmfPL=0 DiscTimeSlice= 0 DiscPkts=
0
10:59:42
Buffer Size = 652, Used Buffers = 1
Buffer Size = 8192, Used Buffers = 0
Rx Stream: PktCnt= 6179, PID=16777651, PktSz=20ms, PayId=uLaw, IP=10.89.80.178:24650,
MCast=N, Mute=N, UsrMd=N, Actv=Y, QdPkts=0, PktOR=0, DtmfPL=0 DiscTimeSlice= 0 DiscPkts=
0
10:59:38
Buffer Size = 652, Used Buffers = 0
Buffer Size = 8192, Used Buffers = 0
Tx Stream: PktCnt= 5988, PID=16777653, PktSz=20ms, Payld=uLaw,
IP=10.13.5.189:29450 (24652), MCast=N, Mute=N, UsrMd=N, Actv=Y, DtmfPL=0, DtmfQ=0 10:59:42
Buffer Size = 652, Used Buffers = 0
Buffer Size = 8192, Used Buffers = 0
Tx Stream: PktCnt= 6193, PID=16777651, PktSz=20ms, Payld=uLaw,
IP=10.13.5.182:28516(24650), MCast=N, Mute=N, UsrMd=N, Actv=Y, DtmfPL=0, DtmfQ=0 10:59:42
Buffer Size = 652, Used Buffers = 0
Buffer Size = 8192, Used Buffers = 0
App ID= 331, Cfg=ANN, Dead App Timer=86400, Active=Yes, Streams: Available= 96 Active=
0
App ID= 330, Cfg=MOH, Dead App Timer=86400, Active=Yes, Streams: Available= 658 Active=
0
App ID= 329, Cfg=MTP, Dead App Timer=86400, Active=Yes, Streams: Available= 96 Active=
0

メモリを表示
このコマンドは、オンボードメモリに関する情報を表示します。

show memory {count | modules | size}

構文の説明 説明パラメー

タ

システム上のメモリモジュールの数を表示します。count

すべてのメモリモジュールに関する詳細情報を表示します。modules
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説明パラメー

タ

物理メモリの合計量を表示します。size

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

show myself
このコマンドは、現在のアカウントに関する情報を表示します。

show myself

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

show network all
このコマンドは、リスニングソケットと非リスニングソケットのネットワーク情報を表示し

ます。

show network all[detail][page][searchsrchtext]

構文の説明 説明パラメータ

追加情報を表示します。detail

情報を1ページずつ表示します。page

出力の srchtextを検索します。search検索テキス
ト
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

ネットワーククラスターを表示
このコマンドは、ネットワーククラスター内のノードを一覧表示し、動的クラスター構成を有

効にすると、残りのタイマー値も表示します。

show network cluster

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show network dhcp eth0
このコマンドは、DHCPステータス情報を表示します。

show network dhcp eth0

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン その eth0パラメーターは、DHCP構成とオプションを含むイーサネットポート 0の設定を表
示します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection
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show network eth0
このコマンドは、イーサネット 0のネットワーク情報を表示します。

show network eth0[detail][searchsrchtxt]

構文の説明 説明パラメータ

追加情報を表示します。detail

出力の srchtxtを検索します。search検索テキス
ト

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン eth0パラメータはイーサネットポート 0の設定を表示します

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

ネットワークフェイルオーバーを表示
このコマンドは、ネットワーク耐障害性情報を表示します。

show network failover[detail][page]

構文の説明 説明パラメー

タ

追加情報を表示します。detail

情報を1ページずつ表示します。page

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show network ip_conntrack
このコマンドは、ip_conntrackの使用情報を表示します。

show network ip_conntrack

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

ネットワークの ipprefsを表示
このコマンドは、ファイアウォールで開くか変換するように要求されたポートのリストを表示

します。

show network ipprefs {all | enabled | public}

構文の説明 説明パラメー

タ

製品で使用できるすべての着信ポートを表示します。all

現在開いているすべての着信ポートを表示します。enabled

現在リモートクライアントに対して開かれているすべての着信ポートを表示しま

す。

public

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection
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例

admin:show network ipprefs public
Application IPProtocol PortValue HashLimit (max:rate) H-Status ConnLimit C-Status Type
XlatedPort Status Description
----------- --------- --------- -------------------- -------- --------- -------- ----
---------- ------ ------------
sshd tcp 22 1500:25/second enabled - disabled public

- enabled sftp and ssh
tomcat tcp 443 4000:50/second disabled 300 enabled public
8443 enabled secure web

tomcat tcp 80 4000:50/second disabled 300 enabled public
8080

show network ipv6
このコマンドは、IPv6ネットワークルートとネットワーク設定を表示します。

show network ipv6 {route | settings}

構文の説明 説明パラメー

タ

すべての IPv6ルートを表示します。route

すべての IPv6ネットワーク設定を表示します。settings

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Cisco Unity Connection

ネットワークの max_ip_conntrackを表示する
このコマンドは、max_ip_conntrack情報を表示します。

show network max_ip_conntrack

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0
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アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

ネットワーク ntpオプションの表示
このコマンドは、 /etc/configファイルで設定されているセキュリティオプションを表示
します。

show network ntp option

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection

show network route
このコマンドは、ネットワークルーティング情報を表示します。

show network route[detail][searchsrchtext]

構文の説明 説明パラメータ

追加情報を表示します。detail

出力の srchtextを検索します。search検索テキス
ト

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection
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show network status
このコマンドはアクティブなインターネット接続を表示します。

show network status[detail][listen][process][all][nodns][searchstext]

構文の説明 説明パラメータ

追加情報を表示します。detail

リスニングソケットのみを表示します。listen

各ソケットが属するプログラムのプロセス IDと名前を表示します。process

リスニングソケットと非リスニングソケットの両方を表示します。all

DNS情報なしで数値アドレスを表示します。nodns

出力内の stextを検索します。searchテキス
ト

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

例

この例では、アクティブなインターネット接続を表示します。

admin: show network status

ネットワーク名サービス属性を表示する
このコマンドは、ネームサービスキャッシュの一般属性を表示します。

show network name - service attributes

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

例：

admin:show network name-service hosts attributes
enable-cache yes
positive-time-to-live 3600
negative-time-to-live 20

Successful

show network name-service cache-stats
このコマンドは、ネームサービスキャッシュの統計を表示します。

show network name-services[host][services] cache-stats

構文の説明 説明パラメー

タ

ホストサービスキャッシュ。hosts

サービスサービスキャッシュ。services

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

例：

admin:show network name-service hosts cache-stats
yes cache is enabled

no cache is persistent
yes cache is shared
211 suggested size

216064 total data pool size
272 used data pool size
3600 seconds time to live for positive entries
20 seconds time to live for negative entries
0 cache hits on positive entries
0 cache hits on negative entries
2 cache misses on positive entries
0 cache misses on negative entries
0% cache hit rate
2 current number of cached values
2 maximum number of cached values
0 maximum chain length searched
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0 number of delays on rdlock
0 number of delays on wrlock
0 memory allocations failed

yes check /etc/hosts for changes

Successful

ネットワーク名サービス {ホスト|サービス}属性を表示す
る

このコマンドは、ネームサービスキャッシュ属性を表示します。

show networkname - service{hosts|services} attributes

構文の説明 説明パラメー

タ

ホストサービスキャッシュ。hosts

サービスサービスキャッシュ。services

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

例：

admin:show network name-service hosts attributes
enable-cache yes
positive-time-to-live 3600
negative-time-to-live 20
suggested-size 211
persistent no
max-db-size 33554432

Successful

開いているファイルをすべて表示
このコマンドは、システム上で開いているすべてのファイルを表示します。

show open files all
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show open files process
このコマンドは、指定されたプロセスに属する開いているファイルを表示します。

show open files processプロセス ID

構文の説明 説明パラメー

タ

プロセスを指定します。プロセス
ID

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show open files regexp
このコマンドは、指定された正規表現に一致する開いているファイルを表示します。

show open files regexp正規表現

構文の説明 説明パラメー

タ

正規表現を指定します。正規表現

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

開いているポートをすべて表示
このコマンドは、システム上で開いているすべてのポートを表示します。

show open ports all

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show open ports regexp
このコマンドは、指定された正規表現に一致する開いているポートを表示します。

show open ports regexp正規表現

構文の説明 説明パラメー

タ

正規表現を指定します。正規表現

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

パッケージを表示
このコマンドは、インストールされているパッケージの名前とバージョンを表示します。

show packages {active | inactive}name[page]
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構文の説明 説明パラメー

タ

アクティブなパッケージを指定します。active

非アクティブなパッケージを指定します。inactive

パッケージ名を指定します。アクティブまたは非アクティブなパッケージをすべ

て表示するには、ワイルドカード文字 *を使用します。
名前

出力を 1ページずつ表示しますpage

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show password
このコマンドは、設定されたパスワードに関する情報を表示します。

show password {age | history | inactivity}

構文の説明 説明パラメー

タ

設定されたパスワード有効期間パラメータに関する情報を表示しますage

OS管理アカウントの履歴に保持されているパスワードの数を表示します。history

OSアカウントのパスワードの無入力を表示します。パスワードの無入力とは、パ
スワードの有効期限が切れてからアカウントが無効になるまでの非活動日数です。

inactivity

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection
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ログイン時のパスワード変更を表示する

このコマンドは、ユーザが次回システムにサインインした後にパスワードの変更が強制される

かどうかを表示します。

show password change-at-loginuserid

構文の説明 説明パラメー

タ

表示するユーザアカウントを指定します。userid

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show password complexity character
このコマンドは、パスワードの複雑さのルールのステータス（無効か有効か）を表示します。

パスワードの複雑さのルールが有効化された場合、このコマンドは現在の設定を表示します。

show password complexity character

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

show password complexity length
このコマンドは、CiscoOS管理者アカウントに使用する必要のあるパスワードの最小長を表示
します。パスワードのデフォルトの最小の長さは、8文字です。

show password complexity length
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

パスワードの有効期限を表示
このコマンドは、設定されたパスワード有効期限パラメータを表示します。

show password expiry {maximum-age | minimum-age}

構文の説明 説明パラメータ

設定されたパスワードの有効期限の最大日数を表示します。maximum-age

設定されたパスワードの有効期限の最小日数を表示します。minimum-age

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show password expiry user
このコマンドは、指定されたユーザに設定されたパスワード有効期限パラメータを表示しま

す。

show password expiry user {maximum-age | minimum-age}userid

構文の説明 説明パラメータ

設定されたパスワードの有効期限の最大日数を表示します。maximum-age

設定されたパスワードの有効期限の最小日数を表示します。minimum-age

表示するユーザアカウントを指定します。userid
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

show password expiry user list
このコマンドは、システム内の各CLIユーザのパスワードの最大有効期間と最小有効期間を表
示します。

show password expiry user

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

パフォーマンスカウンタヘルプを表示
このコマンドは、指定された perfmonカウンターに関する情報を表示します。

show perf counterhelpクラス名カウンター名

構文の説明 説明パラメータ

カウンターを含むクラス名を表します。クラス名

表示するカウンターを表します。カウンター

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラス名またはカウンター名に空白が含まれている場合は、名前を二重引用符で囲みます。
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show perf list categories
このコマンドは、perfmonシステム内のカテゴリを一覧表示します。

show perf list categories

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show perf list classes
このコマンドは、perfmonクラス (オブジェクト)を一覧表示します。

show perf list classes[catcategory][detail]

構文の説明 説明パラメー

タ

指定されたカテゴリのperfmonクラスを表示します。catカテゴ
リ

詳細情報を表示します。detail

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show perf list counters
このコマンドは、指定された perfmonクラスの perfmonカウンターを一覧表示します。

show perf list countersクラス名[detail]

構文の説明 説明パラメー

タ

カウンターを含むクラス名を表します。クラス名

詳細情報を表示します。detail

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラス名に空白が含まれている場合は、名前を二重引用符で囲みます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show perf list instances
このコマンドは、指定された perfmonクラスの perfmonインスタンスを一覧表示します。

show perf list instancesクラス名[detail]

構文の説明 説明パラメー

タ

カウンターを含むクラス名を表します。クラス名

詳細情報を表示します。detail

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラス名に空白が含まれている場合は、名前を二重引用符で囲みます。
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show perf query class
このコマンドは、perfmonクラスを照会し、すべてのインスタンスと各インスタンスのカウン
ター値を表示します。

show perf query classクラス名[、クラス名...]

構文の説明 説明パラメー

タ

カウンターを含むクラス名を表します。クラス名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラス名に空白が含まれている場合は、名前を二重引用符で囲みます。

各コマンドには最大 5つのクラスを指定できます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show perf query counter
このコマンドは、指定されたカウンターを照会し、すべてのインスタンスのカウンター値を表

示します。

show perf query counterクラス名カウンター名[、カウンター名...]

構文の説明 説明パラメータ

カウンターを含むクラス名を表します。クラス名
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説明パラメータ

表示するカウンターを表します。カウンター

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラス名またはカウンター名に空白が含まれている場合は、名前を二重引用符で囲みます。

コマンドごとに最大 5つのカウンターを指定できます。

このコマンドが返す出力は、Unified Communications Managerのルートグループに設定されて
いるエンドポイントの数によって異なります。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show perf query instance
このコマンドは、指定されたインスタンスを照会し、そのすべてのカウンター値を表示しま

す。

show perf query instanceクラス名instance-name[、インスタンス名...]

構文の説明 説明パラメータ

カウンターを含むクラス名を表します。クラス名

表示するperfmonインスタンスを指定します。インスタンス

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラス名に空白が含まれている場合は、名前を二重引用符で囲みます。

コマンドごとに最大 5つのインスタンスを指定できます。

このコマンドは、シングルトン perfmonクラスには適用されません。
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

パフォーマンスクエリパスを表示
このコマンドは、指定された perfmonパスを照会します。

show perf query pathパス仕様[、パス仕様...]

構文の説明 説明パラメー

タ

Perfmonパスを指定します。パス仕様

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン インスタンスベースの perfmonクラスの場合、 path-specを次のように指定する必要がありま
す: class-name(instance-name)\counter-name

インスタンスベースではない perfmonクラス (シングルトン)の場合は、 path-specを次のよう
に指定する必要があります: class-name\counter-name

各コマンドには最大 5つのパスを指定できます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

例

admin: show perf query path "Cisco Phones(phone-0)\CallsAttempted","Cisco Unified
Communications Manager\T1ChannelsActive"
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プロセスリストを表示
このコマンドは、すべてのプロセスのリストと各プロセスに関する重要な情報を表示し、プロ

セス間の親子関係を視覚的に示します。

show process list[fileファイル名][detail]

構文の説明 説明パラメー

タ

結果を、filename変数で指定されたファイルに出力します。file

ファイル名を指定します。ファイル

名

詳細な出力を表示します。detail

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

プロセス負荷を表示
このコマンドは、システムの現在の負荷を表示します。

show process load[cont][clear][noidle][numnumber][thread][cpu | memory | time][page]

構文の説明 説明パラメー

タ

コマンドを継続的に繰り返します。cont

出力を表示する前に画面をクリアします。clear

アイドル状態またはゾンビ状態のプロセスを無視します。noidle

番号で指定されたプロセスの数を表示します。デフォルトのプロセス数は 10で
す。すべてのプロセスを表示するには、 number（数）を all（すべて）に設定し
ます。

num番号
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説明パラメー

タ

スレッドを表示します。thread

出力を CPU使用率で並べ替えます。これはデフォルトの並べ替えです。cpu

出力をメモリ使用量で並べ替えます。memory

出力を時間の使用状況で並べ替えます。time

出力をページ単位で表示します。page

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show process name
このコマンドは、同じ名前を共有するプロセスの詳細を表示し、それらの親子関係を示しま

す。

show process nameプロセス[fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

プロセスの名前を指定します。プロセス

結果を filenameで指定されたファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show process name process-name
このコマンドは、同じ名前を持つプロセスの詳細を表示します。このコマンドは親子関係を表

示します。

show process nameプロセス名[filevmdetailcont]

構文の説明 説明パラメー

タ

プロセスの名前を指定します。プロセス

名

(オプション)出力を受け取るファイル名を表示します。file

(オプション)プロセスの仮想メモリを表示します。vm

(オプション)ページフォールト、仮想メモリ、プロセスの開始時刻などの詳細を
表示します。

detail

(オプション)コマンドを継続的に繰り返します。cont

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection

show process open
このコマンドは、コンマで区切られたプロセス IDのリストの開いているファイル記述子を一
覧表示します。

show process openfile

構文の説明 説明パラメー

タ

(オプション)出力を受け取るファイル名を表示します。file

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection

show process open-fd
このコマンドは、コンマで区切られたプロセス IDのリストの開いているファイル記述子を一
覧表示します。

show process open-fdプロセス ID[、プロセス ID2]

構文の説明 説明パラメー

タ

プロセス IDを指定します。プロセス
ID

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

プロセス PIDを表示
このコマンドは、特定のプロセス番号またはコマンド名を表示します。

show process pidpid[fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

プロセスのプロセス ID番号を指定します。pid

結果を filenameで指定されたファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show process search
このコマンドは、オペレーティングシステム固有のプロセスリストの出力で、正規表現 regexp
が指定するパターンを検索します。

show process search正規表現[fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

正規表現を表します。正規表現

結果を filenameで指定されたファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

プロセスユーザを表示
このコマンドは、ユーザ名を共有するプロセスの詳細を取得し、親子関係を表示します。

show process userユーザ名（username）[file詳細詳細詳細cont]

構文の説明 説明パラメータ

ユーザ名を指定します。ユーザ名

結果を filenameで指定されたファイルに出力します。fileファイル
名

(オプション)プロセスの仮想メモリを表示します。vm
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説明パラメータ

(オプション)ページフォールト、仮想メモリ、プロセスの開始時刻などの詳細
を表示します。

detail

(オプション)コマンドを継続的に繰り返します。cont

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show process using-most cpu
このコマンドは、CPUを最も集中的に使用するプロセスのリストを表示します。

show process using-most cpu[number][fileファイル名 | [cont]]

構文の説明 説明パラメータ

表示するプロセスの数を指定します。デフォルトは5です。number

結果を filenameで指定されたファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドを連続して繰り返し実行します。cont

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show process using-most memory
このコマンドは、メモリを最も消費するプロセスのリストを表示します。
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show process using-most memory[number][fileファイル名 | [cont]]

構文の説明 説明パラメータ

表示するプロセスの数を指定します。デフォルトは5です。number

結果を filenameで指定されたファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドを継続的に繰り返します。cont

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show registry
このコマンドはレジストリの内容を表示します。

show registryシステムcomponent[name][page]

構文の説明 説明パラメー

タ

レジストリシステム名を表します。システム

レジストリコンポーネント名を表します。component

表示するパラメータの名前を表します。名前

一度に 1ページずつ表示します。page

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 名前が「page」で、出力を 1ページずつ表示したい場合は、コマンド show
registrysystemcomponentnamepagepageを使用します。

システム内のすべてのコンポーネントを表示するには、コマンド show registrysystem*にワイ
ルドカード文字 *を入力します。
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

例

この例では、cmシステムの dbl/sdiコンポーネントの内容を示します。
admin:show registry cm dbl/sdi
system = cm

component = dbl/sdi
tracelevel=127
enable=1
outputdebugstringflag=0
numminutes=1440
tracefile=/var/log/active/cm/trace/dbl/sdi/dbl.log
numfiles=250
numlines=10000

show risdb list
このコマンドは、Realtime Information Service (RIS)データベースでサポートされているテーブ
ルを表示します。

show risdb list[fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン fileオプションは情報を platform/cli/filename.txt に保存します。ファイル名に「.」
文字が含まれていないことを確認してください。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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例

このコマンドは、すべての RISデータベーステーブルのリストを表示します。
admin: show risdb list

show risdb query
このコマンドは、指定された RISテーブルの内容を表示します。

show risdb query表 1表 2表 3...[fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

テーブルの名前を指定します。表 1

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン ファイルオプションは、情報を platform/cli/filename.txtに保存します。ファイル名
に「.」文字が含まれていないことを確認してください。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show samltrace level
このコマンドは、現在設定されているトレースレベルを表示します。

show samltrace level

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection。

show session maxlimit
このコマンドは、同時 SSHセッションの上限を表示します。

show session maxlimit

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show smtp
このコマンドは、SMTPホストの名前を表示します。

show smtp

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

例

admin:show smtp
SMTP hostname: mail.cisco.com

show stats io
このコマンドは、IO統計を表示します。

show stats io[kilo][detail][page][fileファイル名]
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構文の説明 説明パラメータ

統計をキロバイト単位で表示します。kilo

システム上の利用可能なすべてのデバイスの詳細な統計情報を表示し、kiloオ
プションを上書きします。

detail

一度に 1ページずつ表示します。page

filenameで指定されたファイルに情報を出力しますfileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン fileオプションは情報を platform/cli/filename.txtに保存します。ファイル名に「.」
文字が含まれていないことを確認してください。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show status
このコマンドは、基本的なプラットフォームのステータスを表示します。

show status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、次の基本的なプラットフォームステータスを表示します。

• hostname
•日付

•タイムゾーン
•ロケール
•製品バージョン
•プラットフォームバージョン
• CPU使用率
•メモリとディスク使用量
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech activesql
このコマンドは、ログに記録されている限り、1分間隔でデータベースに対して実行されたア
クティブなクエリを表示します。

show tech activesql

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech all
このコマンドは、すべてのコマンドの結合された出力を表示します。 show tech

show tech all[page][fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

一度に1ページずつ表示します。page

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン ファイルオプションは、情報を platform/cli/filename.txtに保存します。ファイル名
に「.」（ピリオド）文字が含まれていないことを確認してください

要件

コマンド権限レベル: 1
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アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech ccm_service
このコマンドは、システム上で実行できるすべてのサービスに関する情報を表示します。

show tech ccm_service

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech database
このコマンドは、データベースに関する情報を表示します。

show tech database {dump | sessions}

構文の説明 説明パラメー

タ

データベース全体の CSVファイルを作成します。dump

現在のセッション IDのセッションおよび SQL情報をファイルにリダイレクトし
ます。

sessions

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show tech dberrcode
このコマンドは、指定されたエラーコードに関する情報 (データベースログファイルから)を
表示します。

show tech dberrcodeエラーコード

構文の説明 説明パラメー

タ

エラーコードを正の整数として指定します。errorcode

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン エラーコードが負の数の場合は、マイナス記号 (-)を付けずに入力します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech dbhighcputasks
このコマンドは、現在実行中の高コストのタスクと CPUを集中的に使用するタスクを表示し
ます。

show tech dbhighcputasks

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech dbintegrity
このコマンドは、データベースの整合性を表示します。
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show tech dbintegrity

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech dbschema
このコマンドは、CSVファイル内のデータベーススキーマを表示します。

show tech dbschema[car | cm]

構文の説明 説明パラメー

タ

carデータベースを表します。car

cmデータベースを表します。cm

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech dbinuse
このコマンドは使用中のデータベースを表示します。

show tech dbinuse[car | cm]

構文の説明 説明パラメー

タ

carデータベースを表します。car

cmデータベースを表します。cm

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech dbstateinfo
このコマンドは、データベースの状態を表示します。

show tech dbstateinfo[car | cm]

構文の説明 説明パラメー

タ

carデータベースを表します。car

cmデータベースを表します。cm

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech devdefaults
このコマンドは、デバイスのデフォルトテーブルを表示します。

show tech devdefaults

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show tech dumpCSVandXML
このコマンドは、標準アップグレード条件の場合に、カスタマーサポートに詳細情報を提供し

ます。

show tech dumpCSVandXML

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このファイルは次の方法で入手できます。

1. ファイルの内容を表示するには、 file view activelog cm/trace/dbl/xmlcsv.tarコマンド

を使用します。

2. ファイルをダウンロードするには、 file get activelog cm/trace/dbl/xmlcsv.tarコマン

ドを使用します。

3. RTMTを使用: Trace and Log Central >ファイル収集 > Ciscoデータベース CLI出力 >イン
ストールおよびアップグレードログ。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech gateway
このコマンドは、データベースからゲートウェイテーブルを表示します。

show tech gateway

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show tech locales
このコマンドは、デバイス、デバイスプール、およびエンドユーザのロケール情報を表示し

ます。

show tech locales

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech network all
このコマンドは、すべてのネットワーク技術情報を表示します。

show tech network all[page][searchtext][fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

一度に 1ページずつ表示します。page

テキストで指定された文字列を出力から検索します。検索では大文字と小文字

が区別されないことに注意してください。

search文章

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン fileオプションは情報を platform/cli/filename.txt に保存します。ファイル名に「.」
（ピリオド）文字が含まれていないことを確認してください

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show tech network hosts
このコマンドは、ホストの構成に関する情報を表示します。

show tech network hosts[page][searchtext][fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

一度に 1ページずつ表示します。page

テキストで指定された文字列を出力から検索します。検索では大文字と小文字

が区別されないことに注意してください。

search文章

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン fileオプションは情報を platform/cli/filename.txt に保存します。ファイル名に「.」
（ピリオド）文字が含まれていないことを確認してください

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech network interfaces
このコマンドは、ネットワークインターフェイスに関する情報を表示します。

一部のフィールドの出力は、ハイパーバイザーがワークロードに報告する情報に応じて異なり

ます。

（注）

show tech network interfaces[page][searchtext][fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

一度に 1ページずつ表示します。page
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説明パラメータ

テキストで指定された文字列を出力から検索します。検索では大文字と小文字

が区別されないことに注意してください。

search文章

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン fileオプションは、platform/cli/filename.txtに情報を保存します。ファイル名に「.」
（ピリオド）文字が含まれていないことを確認してください

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech network resolv
このコマンドは、ホスト名の解決に関する情報を表示します。

show tech network resolv[page][searchtext][fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

一度に 1ページずつ表示します。page

テキストで指定された文字列を出力から検索します。検索では大文字と小文字

が区別されないことに注意してください。

searchtext

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン fileオプションは、platform/cli/filename.txtに情報を保存します。ファイル名に「.」
（ピリオド）文字が含まれていないことを確認してください

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech network routes
このコマンドは、ネットワークルートに関する情報を表示します。

show tech network routes[page][searchtext][fileファイル名]

構文の説明 説明パラメータ

一度に 1ページずつ表示します。page

テキストで指定された文字列を出力から検索します。検索では大文字と小文字

が区別されないことに注意してください。

searchtext

情報をファイルに出力します。fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン fileオプションは、platform/cli/filename.txtに情報を保存します。ファイル名に「.」
（ピリオド）文字が含まれていないことを確認してください

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech network sockets
このコマンドは、開いているソケットのリストを表示します。

show tech network sockets {numeric}

構文の説明 説明パラメー

タ

シンボリックホストを決定する代わりに、ポートの数値アドレスを表示します。

このパラメータは、Linuxシェル numeric[-n]コマンドを実行するのと同じです。
numeric

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech notify
このコマンドは、データベース変更通知モニタを表示します。

show tech notify[search pattern_to_match]

構文の説明 説明パラメータ

コマンド出力で検索する必要がある文字列を表します。search
pattern_to_match

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech params
このコマンドはデータベースパラメータを表示します。

show tech params {all | enterprise | service}

構文の説明 説明パラメー

タ

すべてのデータベースパラメータを表示します。all

データベースのエンタープライズパラメータを表示します。enterprise

データベースサービスのパラメータを表示します。service

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech prefs
このコマンドはデータベース設定を表示します。

show tech prefs

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech procedures
このコマンドは、データベースで使用されているCARまたはCMプロシージャを表示します。

show tech procedures {car | cm}

構文の説明 説明パラメー

タ

CAR手順を指定します。car

CM手順を指定します。cm

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show tech repltimeout
このコマンドは、レプリケーションのタイムアウトを表示します。

show tech repltimeout

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン レプリケーションタイムアウトを増やす場合は、大規模システム内の可能な限り多くのサーバ

が最初のレプリケーションセットアップに含まれるようにしてください。サーバとデバイスの

数が最大である場合は、レプリケーションタイムアウトを最大値に設定します。これにより、

すべてのサーバがセットアップの準備をする時間を確保するために、レプリケーションの初期

セットアップが遅れることに注意してください。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech routepatterns
このコマンドは、システムに設定されているルートパターンを表示します。

show tech routepatterns

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech routeplan
このコマンドは、システムに設定されているルートプランを表示します。

show tech routeplan
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech runtime
このコマンドは、コマンド実行時の CPU使用率情報を表示します。

show tech runtime {all | cpu | disk | env | memory}pagefileファイル名

構文の説明 説明パラメータ

すべてのランタイム情報を表示します。all

コマンド実行時の CPU使用率情報を表示します。cpu

システムディスクの使用状況情報を表示します。disk

環境変数を表示します。env

メモリ使用量情報を表示します。memory

一度に 1ページずつ表示します。page

指定されたファイルに情報を出力します。

（注）

このオプションは、情報を platform/cli/<filename>.txtに保存します。ファイル
名に「.」文字が含まれていないことを確認してください。

fileファイル
名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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show tech sqlhistory
このコマンドは、実行された SQLステートメントの履歴を出力します。

show tech sqlhistory

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech systables
このコマンドは、sysmasterデータベース内のすべてのテーブルの名前を表示します。

show tech systables

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech system
このコマンドはすべてのシステム情報を表示します。

一部のフィールドの出力は、ハイパーバイザーがワークロードに報告する情報に応じて異なり

ます。

（注）

show tech system {all | bus | hardware | host | kernel modules | software | tools}pagefileファイル名
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構文の説明 説明パラメータ

すべてのシステム情報を表示

します。

all

サーバ上のデータバスに関す

る情報を表示します。

bus

サーバのハードウェアに関す

る情報を表示します。

hardware

サーバに関する情報を表示し

ます。

host

インストールされているカー

ネルモジュールを一覧表示し

ます。

kernel modules

インストールされているソフ

トウェアのバージョンに関す

る情報を表示します。

software

サーバ上のソフトウェアツー

ルに関する情報を表示しま

す。

tools

一度に 1ページずつ表示しま
す。

page

情報をファイルに出力しま

す。このオプションは、情報

を platform/cli/<filename>.txtに
保存します。ファイル名に

「.」文字が含まれていないこ
とを確認してください。

fileファイル名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show tech table
このコマンドは、指定されたデータベーステーブルの内容を表示します。

show tech tableテーブル名[page]

構文の説明 説明パラメー

タ

表示するテーブルの名前を表します。テーブル

名

出力を一度に1ページずつ表示します。page

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech triggers
このコマンドは、テーブル名とそれらのテーブルに関連付けられているトリガーを表示しま

す。

show tech triggers

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tech version
このコマンドは、インストールされているコンポーネントのバージョンを表示します。
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show tech version[page]

構文の説明 説明パラメー

タ

一度に1ページずつ表示します。page

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

タイムゾーン設定を表示
このコマンドは、現在のタイムゾーン設定を表示します。

show timezone config

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show timezone list
このコマンドは、利用可能なタイムゾーンを表示します。

show timezone list[page]

構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に1ページずつ表示します。page

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン 利用可能なタイムゾーンの一覧には、Factoryが含まれていますが、Unified Communications
Managerは Factoryタイムゾーンをサポートしません。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show tls trace
このコマンドは、サービスの TLSトレースのステータスを表示します。

show tls trace[service]

構文の説明 説明パラメー

タ

サービスのTLSトレースのステータスを表します。必須パラメータです。サービス

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection

show tls min-version
このコマンドは、トランスポート層セキュリティ (TLS)プロトコルの最小構成バージョンを表
示します。

show tls min-version

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

例

admin:show tls min-version
Configured TLS minimum version: 1.0

show tlsresumptiontimeout
このコマンドは、TLSセッション再開のタイムアウトを表示します。

show tlsresumptiontimeout

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、Cisco Unity Connection

show trace
このコマンドは、特定のタスクのトレース情報を表示します。

show trace[タスク名]

構文の説明 説明パラメー

タ

トレース情報を表示するタスクの名前を表します。タスク名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン パラメータを入力しない場合、コマンドは利用可能なタスクのリストを返します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

例

admin: show trace cdps

show ups status
このコマンドは、USB接続された APC Smart-UPSデバイスの現在のステータスを表示し、こ
のサービスがまだ開始されていない場合は監視サービスを開始します。

show ups status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、7835-H2および 7825-H2サーバの完全なステータスのみを提供します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show version active
このコマンドは、アクティブパーティション上のソフトウェアバージョンを表示します。

show version active

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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show version inactive
このコマンドは非アクティブパーティションのソフトウェアバージョンを表示します

show version inactive

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

vosバージョンを表示
Unity Connection 12.0 (1)以降では、Unity Connectionは Unified CM ISOから分離された特定の
ISOをサポートします。ただし、Unity Connectionは最新の VOS変更をすべて提供します。
Unity Connectionに統合されているVOSのバージョンを確認するには、show vos version CLIを
使用します。

このコマンドは、アクティブパーティションと非アクティブパーティションに保存されてい

るVOSのバージョンを表示します。非アクティブなパーティションにVOSバージョンがない
場合、「VOSバージョンは利用できません」と表示されます。

詳細については、 Cisco Unity Connection 12.0(1)のリリースノートの「Cisco Unity Connection
ISOのサポート」セクションを参照してください。このリリースノートは、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-release-notes-list.html

show vos version

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドは、アクティブパーティション内のVOSバージョンを常に表示します。アクティ
ブパーティションにアップグレードが含まれている場合、コマンドは非アクティブパーティ

ションの VOSバージョンも表示します。

Cisco Unity Connection 11.5 (1)以前のバージョンから 12.0 (1)以降のバージョンにアップグレー
ドする場合、非アクティブパーティションには VOSバージョンの情報が含まれません。

（注）
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin:show vos version
Active version: 12.0.1.10000-1
Inactive version: VOS version not available

show web-security
このコマンドは、現在のWebセキュリティ証明書の内容を表示します。

show web-security

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

Webアプリケーションのセッションタイムアウトを表示
する

このコマンドは、Webアプリケーションセッションタイムアウト値を表示します。これは、
Webアプリケーションがタイムアウトしてユーザがログオフされるまでの経過時間 (分単位)
です。

show webapp session timeout

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show workingdir
このコマンドは、activelog、inactivelog、install、および TFTPの現在の作業ディレクトリを取
得します。

show workingdir

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

show logins unsuccessful
このコマンドを使用して、次のWebアプリケーションへの最近の失敗したログイン試行を一
覧表示します。

• Unified Communications Manager上

• Disaster Recovery System

• Cisco Unified OS Administration

• IM and Presence Service上

• IM and Presenceのディザスタリカバリシステム

• Unified IM and Presence OSの管理

show logins unsuccessful [number]

構文の説明 説明パラメー

タ

表示する最新のログインの数を指定します。デフォルトは20です。number

コマンドモード 管理者（admin）
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service
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設定解除コマンド

• unset ipsec policy_group（261ページ）
• unset ipsec policy_name（262ページ）
• unset network cluster subscriber details（262ページ）
• unset network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration（263ページ）
• unset network dns options（263ページ）
•ネットワークドメインの設定を解除（264ページ）
•ネットワーク NTPオプションの設定を解除する（264ページ）
• unset network ipv6 gateway（265ページ）
• unset network ipv6 static_address（265ページ）

unset ipsec policy_group
このコマンドは、指定されたグループの ipsecポリシーを無効にします。

unset ipsec policy_groupポリシーグループ

構文の説明 説明パラメータ

グループ名を指定しま

す。

ポリシーグルー

プ

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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unset ipsec policy_name
このコマンドは、指定された名前の ipsecポリシーを無効にします。

unset ipsec policy_nameポリシーグループポリシー名

構文の説明 説明パラメータ

無効にする特定の ipsecポリシーグループの名前を指定します。ポリシーグルー

プ

無効にするポリシー名を指定します。ポリシー名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

unset network cluster subscriber details
このコマンドは、コマンドプロンプトではなく GUIからサブスクライバーノードを削除する
必要があるというメッセージを表示します。

unset network cluster subscriber details

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

Unified Communications Manager、Communications Managerの IMおよびプレゼンスサービス、
および Cisco Unity Connectionに適用されます。

GUIからサブスクライバを削除するメッセージ

admin: unset network cluster subscriber details
Please use the Cisco Unified Communications Manager on the first node.
Navigate to System > Server and click “Find”.

Unable to del: NULL
Executed command unsuccessfully.
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unset network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration
このコマンドは、パブリッシャの動的クラスタ設定を無効にします。パブリッシャでダイナ

ミッククラスタ構成オプションの値がゼロに設定されています。

unset network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

unset network dns options
このコマンドは DNSオプションを設定解除します。

unset network dns options[timeout][attempts][rotate]

構文の説明 説明パラメー

タ

システムが DNSクエリを失敗と見なすまでの待機時間をデフォルトに設定しま
す。

timeout

システムが失敗するまでの DNS試行回数をデフォルトに設定します。attempts

ネームサーバの選択方法をデフォルトに設定します。これは、ネームサーバ間で

負荷が分散される方法に影響します。

rotate

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、システムが自動的に再起動します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドを実行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

続行すると、システムのネットワーク接続が一時的に失われます。注意
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要件

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

ネットワークドメインの設定を解除
このコマンドはドメイン名を設定解除し、サーバを再起動します。

unset network domain

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドを実行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。

要件

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

例

admin: unset network domain

cmdSetIp.domain.name.change.warning

Continue (y/n)?

trying to restart system...

Warning: Restart could take up to 5 minutes...

Shutting down Service Manager. Please wait...

ネットワーク NTPオプションの設定を解除する
このコマンドはドメイン名を設定解除し、サーバを再起動します。

unset network ntp options

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection
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unset network ipv6 gateway
このコマンドは、サーバの IPv6ゲートウェイを設定解除します。

unset network ipv6 gateway[リブート（reboot）]

構文の説明 説明パラメータ

変更を適用した後、サーバを再起動します。

（注）

デフォルトでは、サーバの再起動は行われません。

リブート

（reboot）

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

unset network ipv6 static_address
このコマンドは、IPV6静的アドレスを解除します。

unset network ipv6 static_address[リブート（reboot）]

構文の説明 説明パラメータ

変更を適用した後、サーバを再起動します。リブート

（reboot）

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Cisco Unity Connection
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例

admin: admin:unset network ipv6 static_address

W A R N I N G

The Server must be rebooted for these changes to take effect.

Please make sure that you reboot this server.

IPv6 static address was removed.
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Utilsコマンド

• utils auditd（273ページ）
• Utils BE6000Modeを有効にする（273ページ）
• Utils BE6000Modeを無効にする（274ページ）
• Utils BE6000Modeステータス（274ページ）
• utils branding enable（274ページ）
• utils branding disable（275ページ）
• utils branding status（275ページ）
• Utils contactsearchauthenticationを無効にする（275ページ）
• utils contactsearchauthentication enable（276ページ）
• utils contactsearchauthentication status（276ページ）
• utils core analyze（276ページ）
• utils core list（277ページ）
• utils capf cert import（278ページ）
• utils capf set keep_alive（278ページ）
• Utils capf stale-lsc（278ページ）
• utils create report（279ページ）
• utils create report database（279ページ）
• utils ctl（280ページ）
• utils cuc activate CUSRSV（282ページ）
• utils cuc auto ITL download（282ページ）
• utils cuc cluster activate（283ページ）
• utils cuc cluster deactivate（283ページ）
• utils cuc cluster makeprimary（284ページ）
• utils cuc cluster overwritedb（284ページ）
• utils cuc cluster renegotiate（285ページ）
• utils cuc create report（285ページ）
• utils cuc dbreplication 01_tear_down（286ページ）
• utils cuc dbreplication 02_define_servers（287ページ）
• utils cuc dbreplication 03_define_db_template（287ページ）
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• utils cuc dbreplication 04_sync_database（288ページ）
• utils cuc dbreplication reset_all（289ページ）
• utils cuc encryption（290ページ）
• utils cuc hwconfig update（291ページ）
• utils cuc jetty ssl disable（292ページ）
• utils cuc jetty ssl enable（292ページ）
• utils cucライセンスリセット udi（293ページ）
• utils cuc networking clear_replication（294ページ）
• utils cuc networking dscp（294ページ）
• utils cuc odbc non-secure enable（295ページ）
• utils cuc odbc non-secure disable（295ページ）
• utils cuc odbc non-secure status（296ページ）
• utils cuc reset password（296ページ）
• Utils cuc set PinExpiry_PromptTime "認証ルール名"（296ページ）
• utils container-engine start（297ページ）
• utils container-engine stop（297ページ）
• utils container-engine restart（298ページ）
• Utilsコンテナーエンジンステータス（298ページ）
• utils dbreplication dropadmindb（298ページ）
• utils dbreplication forcedatasyncsub（299ページ）
• utils dbreplication quickaudit（300ページ）
• utils dbreplication rebuild（301ページ）
• utils dbreplication repair（301ページ）
• utils dbreplication repairreplicate（302ページ）
• utils dbreplication repairtable（303ページ）
• utils dbreplication reset（304ページ）
• utils dbreplication runtimestate（305ページ）
• utils dbreplication setprocess（305ページ）
• Utils dbreplication setrepltimeout（306ページ）
• utils dbreplication status（307ページ）
• utils dbreplication stop（308ページ）
• utils imdb_replication replication status（308ページ）
• utils diagnose（309ページ）
• utils disaster_recovery backup network（310ページ）
• utils disaster_recovery cancel_backup（310ページ）
• utils disaster_recovery device add network（311ページ）
• utils disaster_recovery device delete（312ページ）
• utils disaster_recovery device list（312ページ）
• utils disaster_recovery estimate_tar_size（313ページ）
• Utils災害復旧履歴（313ページ）
• utils disaster_recovery jschLogs operation（314ページ）
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• utils disaster_recovery prepare restore pub_from_sub（314ページ）
• utils disaster_recovery restore network（315ページ）
• utils disaster_recovery schedule add（315ページ）
• utils disaster_recovery schedule（316ページ）
• utils disaster_recovery schedule delete（317ページ）
• utils disaster_recovery schedule disable（317ページ）
• utils disaster_recovery schedule list（318ページ）
• utils disaster_recovery show_backupfiles（318ページ）
• utils disaster_recovery show_registration（319ページ）
• utils disaster_recovery status（319ページ）
• utils EnhancedSecurityMode disable（320ページ）
• utils EnhancedSecurityMode enable（320ページ）
• utils EnhancedSecurityMode status（320ページ）
• utils filebeat config（321ページ）
• utils filebeat disable（321ページ）
• utils filebeat enable（322ページ）
• utils filebeat status（322ページ）
• utils filebeat tls（322ページ）
• utils fior（323ページ）
• utils fior disable（324ページ）
• utils fior enable（324ページ）
• utils fior list（324ページ）
• utils fior start（325ページ）
• utils fior status（325ページ）
• utils fior stop（326ページ）
• utils fior top（326ページ）
•ユーティリティ FIPS（327ページ）
• utils fips_common_criteria（328ページ）
• utils firewall ipv4 debug（329ページ）
• utils firewall ipv4（330ページ）
• utilsファイアウォール ipv4リスト（330ページ）
• utils firewall ipv4 status（331ページ）
• utils firewall ipv6 debug（331ページ）
• utils firewall ipv6（332ページ）
• utilsファイアウォール ipv6リスト（333ページ）
• utils firewall ipv6 status（333ページ）
• utils ha failover（334ページ）
• utils ha fallback（334ページ）
• utils haproxy set {required|optional|disable} client-auth（335ページ）
• utils ha recover（337ページ）
• utils ha status（338ページ）
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• Utils ils showpeerinfo（339ページ）
• utils import config（340ページ）
• utils iostat（341ページ）
• utils iothrottle（341ページ）
• utils itl reset（342ページ）
• utils ipsec restart（343ページ）
• utils ldap config（344ページ）
• utils managementAgent alarms minpushLevel（345ページ）
• utils managementAgent alarms pushfrequency（345ページ）
• utils managementAgent alarms pushnow（346ページ）
• utils network arp delete（346ページ）
• utils network arp set（347ページ）
• utils network arp list（347ページ）
• utils network capture（348ページ）
• utils network capture-rotate（349ページ）
• utils network connectivity（350ページ）
• utils network host（352ページ）
• utils network ipv6 host（352ページ）
• utils network ipv6 traceroute（353ページ）
• utils network ipv6 ping（353ページ）
• utils network ping（354ページ）
• utils network traceroute（354ページ）
• utils network name-service {hosts|services} cache invalidate（355ページ）
• Utils ntp auth対称鍵（356ページ）
• utils ntp auth auto-key（358ページ）
• utils ntp server add（361ページ）
• utils ntp server delete（362ページ）
• utils ntp config（364ページ）
• utils ntp restart（364ページ）
• utils ntp server list（365ページ）
• utils ntp start（365ページ）
• utils ntp status（366ページ）
• utils os kerneldump （366ページ）
• utils os kerneldump ssh（367ページ）
• utils os kerneldump status（368ページ）
• utils os secure （368ページ）
• utils os secure dynamic-policies compile（369ページ）
• utils os secure dynamic-policies list（369ページ）
• utils os secure dynamic-policies load（370ページ）
• utils os secure dynamic-policies remove（370ページ）
• utils os secure dynamic-policies show（371ページ）
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• utils os secure dynamic-policies start-recording（371ページ）
• utils os secure dynamic-policies stop-recording（372ページ）
• Utils PlatformWebAccessを無効にする（373ページ）
• utils PlatformWebAccess enable（373ページ）
• Utils PlatformWebAccessステータス（373ページ）
• utils processCoreDumps disable（374ページ）
• utils processCoreDumps enable（374ページ）
• utils processCoreDumps status（374ページ）
• utils remote_account create（375ページ）
• utils remote_account disable（375ページ）
• utils remote_account enable（376ページ）
• utils remote_account status（376ページ）
• utils remotesyslog set protocol tcp（376ページ）
• utils remotesyslog set protocol udp（377ページ）
• utils remotesyslog set protocol tls（377ページ）
• utils remotesyslog show protocol（378ページ）
• utils reset_application_ui_administrator_name（378ページ）
• utils reset_application_ui_administrator_password（379ページ）
• utils restore_application_ui_administrator_account（379ページ）
• utils rosters list limited（380ページ）
• utils rosters list full（380ページ）
• utils rosters list watchers（380ページ）
• utils rosters list contacts（381ページ）
• utils rosters delete（381ページ）
• utils sipOAuth-mode（382ページ）
• utils scheduled-task disable（382ページ）
• utils scheduled-task enable（383ページ）
• utils scheduled-task list（383ページ）
• utils set urlpattern disable（384ページ）
• utils set urlpattern enable（384ページ）
• utils service（385ページ）
• utils service list（385ページ）
• utils service auto-restart（386ページ）
• utils service start（387ページ）
• utils service stop（387ページ）
• utils snmp config 1/2c community-string（388ページ）
• utils snmp config 1/2c inform（388ページ）
• utils snmp config 1/2c trap（389ページ）
• utils snmp config 3 inform（390ページ）
• utils snmp config mib2（390ページ）
• utils snmp config 3 trap（391ページ）
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• utils snmp config 3 user（392ページ）
• utils snmp get（392ページ）
• utils snmp get 1（393ページ）
• utils snmp get 2c（394ページ）
• utils snmp get 3（395ページ）
• utils snmp hardware-agents（395ページ）
• utils snmp test（396ページ）
• utils snmp walk（397ページ）
• utils snmp walk 1（399ページ）
• utils snmp walk 2c（399ページ）
• utils snmp walk 3（400ページ）
• utils soap realtimeservice test（401ページ）
• utils sso（401ページ）
• utils sso recovery-url（402ページ）
• utils system restart（402ページ）
• utils system shutdown（403ページ）
• utils system switch-version（403ページ）
• utils system boot（404ページ）
• utils system upgrade（リリース 14SU2）（404ページ）
• utils system upgrade（リリース 14SU3以降）（407ページ）
• utils system upgrade cluster（409ページ）
• utils system enableAdministration（413ページ）
• utils update dst（413ページ）
• utils users validate（414ページ）
• utils vmtools refresh（414ページ）
• utils vmtools status（415ページ）
• utils vmtools switch open（416ページ）
• utils vmtools switch native（416ページ）
• utils system boot status（416ページ）
• utils system upgrade dataexport initiate（417ページ）
• utils system upgrade dataexport status（418ページ）
• utils system upgrade dataexport cancel（418ページ）
• utils ucmgmt agent disable（418ページ）
• utils ucmgmt agent enable（419ページ）
• utils ucmgmt agent remove（419ページ）
• utils ucmgmt agent restart（420ページ）
• utils ucmgmt agent status（420ページ）
• utils ucmgmt agent verification（421ページ）
• utils ucmgmt config export（421ページ）
• utils ucmgmt config import（422ページ）
• Utils ucmgmt組織（422ページ）
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• utils ucmgmt proxy add（423ページ）
• Utils ucmgmtプロキシクリア（424ページ）
• Utils ucmgmtプロキシ強制追加（424ページ）
• utils ucmgmt proxy list（425ページ）

utils auditd
このコマンドは、システム監査サービスを開始、停止し、そのステータスを提供します。

utils auditd {enable | disable | status}

構文の説明 説明パラメー

タ

監査ログの収集を有効にします。有効にすると、システムはユーザーのアクショ

ンおよび Linuxイベント（ユーザーの作成と削除、ファイルの編集と削除）を監
視および記録します。

enable

監査ログの収集を無効にします。disable

監査ログ収集のステータスを表示します。監査ログは、リアルタイム監視ツール

を使用して取得することをお勧めしますが、CLIを使用して取得することもでき
ます。

status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン サービスが有効になると、システム上のアクティビティが監視され、ログに記録されます。シ

ステム監査サービスでは大量の情報が記録されることに注意してください。ディスクをいっぱ

いにしないように注意する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、および Cisco Unity Connection。

Utils BE6000Modeを有効にする
このコマンドを実行して、Unified Communications Managerで BE6000モードを有効にします。

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager

Utils BE6000Modeを無効にする
このコマンドを実行して、Unified Communications Managerで BE6000モードを無効にします。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager

Utils BE6000Modeステータス
このコマンドを実行して、Unified Communications Manager上の BE6000モードのステータスを
確認します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager

utils branding enable
このノードでブランド化を有効にするには、このコマンドを実行します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4
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適用対象: Cisco Unified Communications Manager、IM and Presence Service、または Cisco Unity
Connection。

utils branding disable
このコマンドを実行すると、このノードでブランディングを無効化します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

適用対象: Unified Communications Manager、IM and Presence Service、または Cisco Unity
Connection。

utils branding status
このコマンドを実行すると、このノードでブランド化が有効になっているか無効になっている

かのステータスを確認できます。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

適用対象: Unified Communications Manager、IM and Presence Service、または Cisco Unity
Connection。

Utils contactsearchauthenticationを無効にする
このコマンドは、安全な連絡先検索認証モードを無効にします。このモードを無効にした後、

変更を有効にするには電話機をリセットする必要があります。

utils contactsearchauthentication disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし
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Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプレゼンス
サービス、Cisco Unity Connection

utils contactsearchauthentication enable
このコマンドは、安全な連絡先検索認証モードを有効にします。このモードを有効にした後、

変更を有効にするには電話機をリセットしてください。

utils contactsearchauthentication enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプレゼンス
サービス、Cisco Unity Connection

utils contactsearchauthentication status
このコマンドは、システムが連絡先検索認証有効モードで動作しているか、連絡先検索認証無

効モードで動作しているかを表示します。

utils contactsearchauthentication status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプレゼンス
サービス、Cisco Unity Connection

utils core analyze
このコマンドは、コアファイル、スレッドリスト、およびすべての CPUレジスタの現在の値
のバックトレースを生成します。

utils core {active | inactive}analyze[コアファイル名]
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構文の説明 説明パラメータ

アクティブなバージョンを指

定します

active

非アクティブなバージョンを

指定します

inactive

スタックトレースを生成する

コアファイルの名前を指定し

ます。

コアファイル名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、コアファイルと同じディレクトリに、コアファイルと同じ名前で拡張子が

.txtのファイルを作成します。このコマンドをCimserverによって作成されたコアファイルに対
して実行すると、予期しないメッセージが表示されます。このメッセージはコマンドの既知の

制限です。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、および Cisco Unity Connection。

utils core list
このコマンドは、アクティブまたは非アクティブなコアファイルをすべて表示します。

utils core {active | inactive}list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。
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utils capf cert import
utils capf cert import

このコマンドを使用して、署名された電話証明書をシステムにアップロードします。

使用上のガイドライン 署名された証明書を FTPまたは TFTP経由でインポートすることを選択できます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager

utils capf set keep_alive
このコマンドを実行して、証明機関プロキシ機能 (CAPF)サービスとエンドポイント間のすべ
ての接続の keep_aliveタイマーを設定します。システムのデフォルトは 15分です。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager

Utils capf stale-lsc
utils capf stale-lsc {delete | list}

このコマンドは、システムの古い LSC証明書を管理するのに役立ちます。

構文の説明 説明パラメー

タ

システムから古い LSC証明書をすべて削除します。delete

システム上の古いLSC証明書をすべて一覧表示します。list

コマンドモード 管理者 (admin:)

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
278

Utilsコマンド
utils capf cert import



要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager

utils create report
このコマンドは、platform/logディレクトリにサーバに関するレポートを作成します。

utils create report {hardware | platform | security}

構文の説明 説明パラメー

タ

ディスクアレイ、リモートコンソール、診断、環境データを含むシステムレポー

トを作成します。

hardware

プラットフォーム構成ファイルを TARファイルに収集します。platform

診断レポートを収集し、トラブルシューティングのためにダウンロードできる

TARファイルを作成します。このファイルは、 file getコマンドで取得できます。

security

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドを入力すると、続行するように求められます。

レポートを作成した後、 file get activelog platform/log/filenameコマンドを使用してレポートを
取得します。 filenameは、コマンドの完了後に表示されるレポートファイル名を指定します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

utils create report database
このコマンドは、データベースのトラブルシューティングに必要なすべてのログファイルを収

集します。

utils create report {hardware | platform | security}
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils ctl
utils ctl {set-cluster mixed-mode | set-cluster non-secure-mode | update CTLFile}

このコマンドは、クラスターのセキュリティモードを変更したり、各ノードの CTLファイル
を更新したりします。

構文の説明 説明パラメータ

CTLファイルを更新し、クラスターを混合モードに設定します (dbセキュア
モードは 1に設定されます)。

クラスタがすでに混合モードになっている場合、このコマンドは、Unified
CommunicationsManagerが混合モードになっていて、自動登録がアクティブ
になっていることを示します。アクションを確認する必要があります。

（注）

混合モードを有効にするには、CommunicationsManagerがCiscoSmartSoftware
Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録されている
こと、およびスマートアカウントまたはバーチャルアカウントから受信し

た登録トークンで [輸出規制による機能限定の許可（Allow export-controlled
functionality）]が有効になっており、そのトークンがこのクラスタに登録さ
れていることを確認します。

set-cluster
mixed-mode

CTLファイルを更新し、クラスターを非セキュアモードに設定します。

クラスタがすでに混合モードになっている場合、このコマンドは、Unified
CommunicationsManagerが非セキュアモードになっていることを示します。

set-cluster
non-secure-mode

クラスターの各ノードの CTLファイルを更新します。

（注）

CTLFIleを混合モードで更新するには、Unified Communications Managerが
Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライ
トに登録されていること、およびスマートアカウントまたはバーチャルア

カウントから受信した登録トークンで [輸出規制による機能限定の許可
（Allow export-controlled functionality）]が有効になっており、そのトークン
がこのクラスタに登録されていることを確認します。

update CTLFile
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コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン CLIはパブリッシャー上で実行する必要があります。他のすべてのノードでは、このCLIコマ
ンドは無効になっています。

CTLファイルの更新を有効にするには、暗号化および認証されたすべての電話機をリセットし
てください。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager。

utils ctl reset localkey
このコマンドは、CTLファイルを再生成し、セカンダリ SASTロール (CallManager)で署名す
るために使用されます。元の CTLファイルの署名に使用された ITLRecovery証明書が変更さ
れ、エンドポイントがロックアウトされている場合は、このコマンドを使用します。

utils ctl reset {localkey}

構文の説明 新しい CTLファイルを生成し、パブリッシャー上の CTLファイルを更新します。こ
のコマンドは、CallManagerキーを使用して CTLファイルに署名します。

localkey

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

•このコマンドは、 Unified Communications Managerパブリッシャーノードで実行する必要
があります。

•エンドポイントが、CallManagerキーによって署名され、新しい ITLRecovery証明書を含
む新しいCTLファイルを受け取ったら、CTL更新コマンド (utils ctl update CTLFile)を再度
実行して、ITLRecovery証明書で署名します。CTLファイルは再生成されますが、エンド
ポイントによって信頼される新しい ITLRecovery証明書によって署名されます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし
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適用対象: Unified Communications Manager

utils cuc activate CUSRSV
このコマンドは、スタンドアロンのCiscoUnityConnectionサーバをCiscoUnityConnection SRSV
サーバに変換します。

utils cuc activate CUSRSV

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc auto ITL download
このコマンドにより、Unity ConnectionはCisco Unity ConnectionのCallManager証明書を自動的
にダウンロードする機能を無効にできます。

utils cuc auto ITL download { enable | disable | status }

構文の説明

説明パラメー

タ

ポートグループのリセット時に CallManager証明書を自動的にダウンロードする
機能を有効にします。

デフォルトでは、この機能は有効になっています。

enable

CallManager証明書を自動的にダウンロードする機能を無効にします。無効にした
場合は、証明書を手動でアップロードする必要があります。

無効化

機能のステータスを表示します。status

クラスタの場合、CLIコマンドはパブリッシャサーバーでのみ実行されます。（注）

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin:utils cuc auto ITL download enable
After successful execution,Unity Connection will download trust list from the TFTP server
automatically.
For this, you must do the following:

1.Configure TFTP server for Next Generation enabled port groups through Cisco Unity
Connection Administration
2. Restart the Connection Conversation Manager on all nodes in the cluster
Auto downloading of ITL enabled successfully

utils cuc cluster activate
このコマンドは、Cisco Unity Connectionクラスタ内でこのサーバをアクティブ化します。

utils cuc cluster activate

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc cluster deactivate
このコマンドは、Cisco Unity Connectionクラスタ内のこのサーバを非アクティブ化します。

utils cuc cluster deactivate

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc cluster makeprimary
このコマンドは、指定されたサーバを Cisco Unity Connectionクラスタ内のプライマリサーバ
ステータスに強制します。

utils cuc cluster makeprimary

構文の説明 説明パラメー

タ

Cisco Unity Connectionクラスタ内でプライマリサーバステータスを取得するサー
バの名前を指定します。

server

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc cluster overwritedb
このコマンドは、サーバ上のデータをCiscoUnityConnectionクラスタ内の他のサーバ上のデー
タで上書きします。

utils cuc cluster overwritedb

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、このコマンドを実行するサーバーのデータベースを、コネクションクラスタ

内の他のサーバーのデータベースで上書きします。クライアントワークステーションからサー

バーへの SSH接続は、DB上書き手順が完了するまで開いたままにしておく必要があります。
データベースが上書きされた後、レプリケーションが再開されます。この方法は、1つのサー
バをバックアップから復元し、復元されたデータを他のサーバにコピーする必要がある場合に

使用されます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
284

Utilsコマンド
utils cuc cluster makeprimary



適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc cluster renegotiate
このコマンドは、サーバが交換された後、またはパブリッシャサーバに Connectionが再イン
ストールされた後に、Connectionクラスタ内のパブリッシャサーバとのクラスタ関係を作成し
ます。このコマンドは、パブリッシャーサーバ上のすべてのデータをサブスクライバーサー

バのデータで上書きし、サーバ間のレプリケーションを初期化します。

utils cuc cluster renegotiate

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 置き換えられた、または Connectionが再インストールされたパブリッシャサーバとの信頼関
係を設定するには、Connectionクラスタ内のサブスクライバサーバでこのコマンドを実行しま
す。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc create report
このコマンドは、システムのトラブルシューティングを行うテクニカルサポートスタッフに

役立つデータを収集します。収集されるデータには、バージョン情報、クラスターのステータ

ス、サービス情報、データベース情報、トレースファイル、ログファイル、ディスク情報、

メモリ情報、再起動情報が含まれます。

utils cuc create report

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンドが完了すると、詳細情報が .zipファイルに保存され、その zipファイルの場所が表示
されます。 file getコマンドを使用して、ファイルを解凍して内容を表示できるコンピューター
にファイルを移動します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ
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例

admin: utils cuc create report
Getting unity connection version. Please wait...Done
Getting cluster status. Please wait...Done
Getting service information. Please wait...Done
Getting installed locales. Please wait...Done
Getting database schema version. Please wait...Done
Getting database integrity. Please wait...Done
Getting database diagnostic log. Please wait...Done
Getting database message log. Please wait...Done
Getting trace files. Please wait...Done
Getting log files. Please wait...Done
Getting platform status. Please wait...Done
Compressing 75 files. Please wait...Done
Output is in file: cuc/cli/systeminfo_080318-140843.zip
To free disk space, delete the file after copying it to another computer

utils cuc dbreplication 01_tear_down
このコマンドは、クラスタ内の 2つの Unity Connectionサーバ間のレプリケーションと接続を
切断します。このコマンドを両方のサーバで実行すると、サーバ間の適切なレプリケーション

を確立する前に理想的なクリーンアップが実行されます。

utils cuc dbreplication 01_tear_down

コマンドモード

管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

Unity Connectionデータベースの CDRキューが長く蓄積されている場合、このコマンドは蓄積
をクリーンアップして、クラスタ内の2台のサーバ間のサーバ接続とレプリケーションを確立
するためのクリーンな環境を提供します。

次のことをお勧めします。

•コマンドを実行する前にシステムのバックアップを取ってください。
•コマンドが失敗した場合は、画面ログ情報とコマンドラインログを収集し、CiscoTACに
エスカレートします。

• Cisco TACのみがコマンドを実行するようにしてください。
•同期プロセスによって他のサーバの情報と競合するデータが削除されるため、古いデータ
を持つサーバ上でコマンドを実行します。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc dbreplication 02_define_servers
このコマンドは、クラスタ内の 2つの Unity Connectionサーバ間のネットワーク接続を確立し
ます。

utils cuc dbreplication 02_define_servers

コマンドモード

管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドを使用すると、UnityConnectionクラスタ内のあるサーバから別のサーバへのCDR
トラフィックを追跡およびレポートできます。SBRプロセス中に、このコマンドはクラスタ内
の 2つのサーバーの役割を定義するのに役立ちます。

次のことをお勧めします。

•コマンドを実行する前にシステムのバックアップを取ってください。
•コマンドが失敗した場合は、画面ログ情報とコマンドラインログを収集し、CiscoTACに
エスカレートします。

• Cisco TACのみがコマンドを実行するようにしてください。
•同期プロセスによって他のサーバの情報と競合するデータが削除されるため、古いデータ
を持つサーバ上でコマンドを実行します。

（注）

このコマンドは、Unity Connectionクラスタ内の古いデータがあるサーバで実行する必要があ
ります。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc dbreplication 03_define_db_template
このコマンドは、レプリケーション同期用の Unity Connectionデータベース内のテーブルセッ
トのレプリケーションレコードを作成します。このコマンドは、レプリケーションスキーム

を確立する必要がある Unity Connectionデータベースのテーブルテンプレートのネゴシエート
も行います。

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
287

Utilsコマンド
utils cuc dbreplication 02_define_servers



utils cuc dbreplication 03_define_db_template

コマンドモード

管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドは、すべてのテーブルを一覧表示し、Unity Connectionクラスタ内の 2つのサー
バ間でデータがネゴシエートされ同期される基準となるテンプレートを定義します。

次のことをお勧めします。

•コマンドを実行する前にシステムのバックアップを取ってください。
•コマンドが失敗した場合は、画面ログ情報とコマンドラインログを収集し、CiscoTACに
エスカレートします。

• Cisco TACのみがコマンドを実行するようにしてください。
•同期プロセスによって他のサーバの情報と競合するデータが削除されるため、古いデータ
を持つサーバ上でコマンドを実行します。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc dbreplication 04_sync_database
このコマンドは、リモートサーバからコマンドが実行されるサーバにデータベースを同期しま

す。

utils cuc dbreplication 04_sync_database

コマンドモード

管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

リモートサーバから現在のサーバに最新データをコピーするには、Unity Connectionクラスタ
内の古いデータがあるサーバでこのコマンドを実行する必要があります。
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次のことをお勧めします。

•コマンドを実行する前にシステムのバックアップを取ってください。
•コマンドが失敗した場合は、画面ログ情報とコマンドラインログを収集し、CiscoTACに
エスカレートします。

• Cisco TACのみがコマンドを実行するようにしてください。
•同期プロセスによって他のサーバの情報と競合するデータが削除されるため、古いデータ
を持つサーバ上でコマンドを実行します。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc dbreplication reset_all
このコマンドは、UnityConnectionクラスタ内の2台のサーバ間のデータベースレプリケーショ
ンをリセットするために必要なサーバの解体や定義などのすべてのタスクを実行します。

utils cuc dbreplication reset_all

コマンドモード

管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドは、次のコマンドを順番に実行して、Unity Connectionクラスタ内の 2つのサー
バ間のデータベースレプリケーションを正常にリセットします。

• Utils cuc dbreplication01_tear_down
• utils cuc dbreplication 02_define_servers
• utils cuc dbreplication 03_define_db_template
• utils cuc dbreplication 04_sync_database

次のことをお勧めします。

•コマンドを実行する前にシステムのバックアップを取ってください。
•コマンドが失敗した場合は、画面ログ情報とコマンドラインログを収集し、CiscoTACに
エスカレートします。

• Cisco TACのみがコマンドを実行するようにしてください。
•同期プロセスによって他のサーバの情報と競合するデータが削除されるため、古いデータ
を持つサーバ上でコマンドを実行します。

（注）
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc encryption
このコマンドは、Cisco Unity Connectionでの暗号化を有効化、無効化し、そのステータスを提
供します。

utils cuc encryption { enable | disable | status }

構文の説明

説明パラメー

タ

Unity Connectionでの暗号化を有効にします。有効化すると、Unity接続でセキュ
リティ機能を使用できます。

enable

Unity Connectionの暗号化を無効にします。無効にすると、Unity Connectionのセ
キュリティ機能は使用できません。

無効化

Unity Connectionの暗号化ステータスを表示します。status

使用上のガイドライン

Unity Connectionで暗号化を有効にする場合は、次の点を確認してください。

• CiscoUnity Connectionは、Cisco Smart SoftwareManager（CSSM）またはCisco Smart Software
Managerサテライトに登録されています。

•製品に対して輸出管理機能が有効になっています。

Cisco Unity Connectionのエクスポートコントロール機能の登録および有効化の方法についての
詳細は、『Cisco Unity Connectionリリース 12.xのインストール、アップグレード、およびメン

テナンスガイド』の「ライセンスの管理」の章の「Cisco Unity Connectionでの Ciscoスマート
ソフトウェアライセンスの設定」セクション

（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/install_upgrade/guide/b_12xcuciumg.html
で入手可能）を参照してください。

クラスタの場合、CLIはパブリッシャーサーバ上でのみ実行されます。（注）

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin:utils cuc encryption enable
After successful execution, restart the following services on all nodes in the cluster

1.Connection Conversation Manager
2.Connection IMAP Server

Do you want to proceed (yes/no)? yes
Encryption enabled successfully

utils cuc hwconfig update
この CLIコマンドは、サポートされている OVA構成に従って仮想ハードウェア構成 (vCPUま
たは vRAM)が変更されたときに、接続通知サービスの構成依存関係を更新します。

サポートされている OVA構成については、「Cisco Unity Connection（CUC）の仮想化」を参
照してください。

utils cuc hwconfig update

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 1. 仮想マシンでハードウェア構成の変更を実行した後に、UnityConnectionノードでこのCLI
を実行する必要があります。構成は、以下の OVAの変更に適用されます。

• 4vCPU 6GB vRAM構成が 7vCPU 10GB vRAMに増加しました。

• 7vCPU 8GB vRAM構成が 7vCPU 10GB vRAMに増加されました。

2. クラスターの場合、この CLIは両方のノードで実行する必要があります。

3. 構成の変更が正常に完了したら、クラスタのプライマリノードで Connection Notifierサー
ビスを再起動します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection。
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utils cuc jetty ssl disable
このコマンドを使用すると、通知用の Jettyサーバ上の SSLのステータス (無効)を設定できま
す。

utils cuc jetty ssl disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: utils cuc jetty ssl disable

After successful execution of this command restart of Jetty server is required, which
will result in loss of current event subscriptions. Are you sure?
Enter (yes/no)? yes

Command completed successfully.
Please restart Connection Jetty Service.
In case of cluster, run this command on the other node also.

utils cuc jetty ssl enable
このコマンドを使用すると、通知用に Jettyサーバで SSLを有効にすることができます。

utils cuc jetty ssl enable

使用上のガイドライン

Jettyサーバで SSLを有効にするときは、次の点を確認してください。

• Cisco Unity Connectionの制限バージョンを使用しています。
• Cisco Unity Connectionで暗号化が有効になっています。

評価モードでは、CLIコマンドを実行することはできません。（注）

詳細については、『Cisco Unity Connectionリリース 12.xのセキュリティガイド』の「Cisco
Unity Connection -制限付きバージョンと無制限バージョン」の章
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（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/security/b_12xcucsecx.html
で入手可能）を参照してください。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connection

例

admin: utils cuc jetty ssl enable

After successful execution of this command restart of Jetty server is required, which
will result in loss of current event subscriptions. Are you sure?
Enter (yes/no)? yes

Command completed successfully.
Please restart Connection Jetty Service.
In case of cluster, run this command on the other node also.

utils cucライセンスリセット udi
このコマンドは、Cisco Unity Connectionサーバ製品UDIをリセットします。CLIの実行が正常
に完了したら、CSSMへの登録を再度実行する必要があります。

utils cucライセンスリセット udi

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 管理者は utils cuc licensing reset udiコマンドを実行できます。正常に実行されると、製品 UDI
がリセットされ、 Connection Smart License Managerサービスが再起動されます。

このシステムのライセンスはパブリッシャによって管理されているため、このCLIコマンドは
パブリッシャ上でのみ実行できます。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection。
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utils cuc networking clear_replication
このコマンドは、サーバ上のすべての Digital Networkingレプリケーションアクティビティを
停止します。

utils cuc networking clear_replication

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、Connection Digital Networking Replication Agentおよび Connection SMTPサー
ビスを停止し、ドロップ、キュー、およびピックアップのレプリケーションフォルダを削除

し、このサーバへの進行中のディレクトリプッシュまたはこのサーバからのプルのステータス

をクリアし、Connection Digital Networking Replication Agentおよび Connection SMTPサービス
を再起動します。レプリケーションフォルダーのサイズによっては、この操作に数分かかる場

合があります。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Cisco Unity Connection

utils cuc networking dscp
このコマンドにより、Connectionはクラスタ内のConnectionサーバ間で送信されるパケットに
DSCP値 18を含めることを開始または停止します。そのため、DSCP値に基づいてパケットの
優先順位を付けるルータは、Connectionデータと音声メッセージを優先できます。

utils cuc networking dscp {on | off}

構文の説明 説明パラメー

タ

ネットワーク経由で送信されるパケットに 18のDSCP値を含めるように接続を開
始します。

on

ネットワーク経由で送信されるパケットに DSCP値 18が含まれないようにしま
す。デフォルト値は 18です。

off

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、クラスタ内の接続サーバ間で渡されるパケットでDSCP値を利用できるよう
にします。情報を使用するには、ルーターを設定する必要があります。このコマンドを使用す
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ると、送信パケットにDSCP値を含めるかどうかを制御できますが、値を変更することはでき
ません。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ

utils cuc odbc non-secure enable
この CLIコマンドを使用して、ノード上の非セキュアポート 20532を有効にします。デフォ
ルトではポート 20532が有効になっています。

utils cuc odbc non-secure enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラスターの場合、この CLIは両方のノードで実行する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 4

適用対象: Cisco Unity Connection。

utils cuc odbc non-secure disable
この CLIコマンドを使用して、ノード上の非セキュアポート 20532を無効にします。

utils cuc odbc non-secure disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン クラスターの場合、この CLIは両方のノードで実行する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 4

適用対象: Cisco Unity Connection。
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utils cuc odbc non-secure status
この CLIコマンドを使用して、ノード上で非セキュア ODBCポートが有効か無効かのステー
タスを確認します。

utils cuc odbc non-secure status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

適用対象: Cisco Unity Connection。

utils cuc reset password
このコマンドは、指定されたユーザアカウントのパスワードをリセットします。サインイン試

行の失敗回数が多すぎるためにConnectionによってアカウントがロックされた場合、このコマ
ンドによりアカウントのロックも解除されます。

utils cuc reset password

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Cisco Unity Connectionのみ

例

admin: utils cuc reset password jdoe
Enter password:
Re-enter password:
jdoe
07/29/2008 12:41:14.704 : Update SUCCESSED

Utils cuc set PinExpiry_PromptTime "認証ルール名"
このコマンドは、Cisco Unity Connection電話ユーザーインターフェイス（タッチトーン会話）
のPIN機能を有効にし、条件付き有効期限の警告プロンプトが再生される時間間隔を更新でき
るようにします。
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要件

値が次のように設定されている場合:

• 0:無効
• 1:有効

•時間間隔を入力してください

utilscuc set PinExpiry_PromptTime "認証規則名" CLIコマンドの詳細については、『Cisco Unity
Connectionリリースノート』10.0(1)の「CiscoUnity Connection電話ユーザーインターフェイス
（タッチトーン会話）PIN」セクションを参照してください。

utils container-engine start
このコマンドは Dockerエンジンを起動します。

utils container-engine start

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

utils container-engine stop
このコマンドはコンテナエンジンを停止します。

utils container-engine stop

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

すべてのコンテナがデプロイ解除されます。（注）
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utils container-engine restart
このコマンドはコンテナエンジンを再起動します。

utils container-engine restart

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

Utilsコンテナーエンジンステータス
このコマンドは、コンテナエンジンの実行中に、サーバ上のコンテナとその状態を表示しま

す。さらに、実行中のコンテナの PIDと CPU、MEM、I/Oの使用状況も表示します。

utils container-engine status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

utils dbreplication dropadmindb
このコマンドは、クラスター内の任意のサーバ上の Informix syscdrデータベースを削除しま
す。

utils dbreplication dropadmindb

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、データベースレプリケーションのリセットまたはクラスターのリセットが失

敗し、レプリケーションを再開できない場合にのみ実行する必要があります。
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

utils dbreplication forcedatasyncsub
このコマンドは、サブスクライバサーバのデータをパブリッシャサーバ上のデータから強制

的に復元します。

utils dbreplication forcedatasyncsubノード名[offloadpub][タイムアウト値]

構文の説明 説明パラメータ

パブリッシャーサーバ上のデータからデータを復元する特定のサブスクライ

バーサーバを指定します。すべてのサブスクライバーサーバのデータを復元

するには、 allと入力します。

nodename

Forcedatasyncsubプロセス中のパブリッシャーサーバの使用を最小限に抑えま
す。

（注）

このオプションを追加すると、forcedatasyncsubが完了するまでにかかる時間
が長くなります。

offloadpub

各ノードの回復タイムアウト値を分単位で指定します (デフォルトのタイムア
ウトよりも大きい必要があります)。

デフォルト: 40分。

タイムアウト

値

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン utils dbreplication repairコマンドを複数回実行する前にこのコマンドを使用します。ただし、
utils dbreplication statusコマンドでは、同期されていない非動的テーブルが依然として表示され
ます。

動的テーブルのみが同期していない場合は、このコマンドを実行しないでください。通常のシ

ステム操作中に動的テーブルが同期していない可能性があります。

（注）

このコマンドはパブリッシャーサーバからのみ実行できます。クラスタ内のすべてのサブスク

ライバサーバで同期を強制するには、 allと入力します。同期していないサブスクライバー
サーバが 1台だけの場合は、 nodenameパラメーターを使用します。
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このコマンドは、サブスクライバーサーバ上の既存のデータをすべて消去し、パブリッシャー

サーバのデータベースに置き換えます。この消去により、サブスクライバーサーバテーブル

が同期しなくなる根本原因を特定できなくなります。

（注）

utils dbreplication forcedatasyncsubコマンドを実行した後、サブスクライバーノードを再起動
します。

utils dbreplication forcedatasyncsubコマンドが実行されたサブスクライバノードでは、サブス
クライバの再起動が実行されない限り、Cisco DBサービスは停止状態になります。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

utils dbreplication quickaudit
このコマンドは、動的テーブル上の選択されたコンテンツに対して簡単なデータベースチェッ

クを実行します。

utils dbreplication quickaudit {ノード名 | all}

構文の説明 説明パラメー

タ

クイック監査を実行するノードを指定します。nodename

すべてのノードで監査を実行しますall

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection
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utils dbreplication rebuild
このコマンドは、クラスター全体でデータベースのレプリケーションを設定するために使用さ

れ、指定されたノードで次のコマンドを実行します。

• utils dbreplication stop

• utils dbreplication dropadmindbまたは dropadmindbforce

• utils dbreplication reset

utils dbreplication rebuild {[ノード名] | all}

構文の説明 説明パラメー

タ

データベースレプリケーションを再構築するノードを指定します。nodename

クラスター内のすべてのノードでデータベースレプリケーションが再構築される

ことを指定します。

all

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドは、クラスター内の他のノードのパフォーマンスに影響を与える可能性がありま

す。このコマンドはシステムメンテナンス期間中に実行することをお勧めします。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

utils dbreplication repair
このコマンドはデータベースのレプリケーションを修復します。

utils dbreplication repair {ノード名 | all}
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構文の説明 説明パラメー

タ

データ修復の対象となる特定のサブスクライバーサーバを指定します。nodename

すべてのサブスクライバーサーバでデータ修復が行われます。all

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンド utils dbreplication statusでサーバが接続されていることが確認できても、1つ以上の
テーブルでデータが同期されていない場合があります。その場合、utils dbreplication repair
は、サブスクライバサーバのデータを修正して、パブリッシャサーバのデータと同期させま

す。

allを指定して、クラスタ内のすべてのノードを修正するか、同期されていないのが 1つのサ
ブスクライバサーバのみの場合は、nodenameパラメータを指定します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

utils dbreplication repairreplicate
このコマンドは、クラスターノード間の不一致なデータを修復し、ノードデータをパブリッ

シャーデータと一致するように変更します。

utils dbreplication repairreplicate複製名[ノード名 | all]

構文の説明 説明パラメー

タ

修復する複製を指定します。複製名

レプリケーションを修復するノードを指定します。nodename

すべてのノードでレプリケーションを修正することを指定します。all

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン パラメータ nodenameではパブリッシャーを指定できません。任意のサブスクライバーノード
名が許容されます。
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このコマンドはパブリッシャー上で実行できます。（注）

このコマンドはレプリケーション設定を修復しません（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

utils dbreplication repairtable
このコマンドは、クラスターノード間の不一致なデータを修復し、パブリッシャーデータと

一致するようにノードを変更します。

utils dbreplication repairtableテーブル名[ノード名 | all]

構文の説明 説明パラメー

タ

修復するテーブルを指定しますテーブル

名

レプリケーションを修復するノードを指定します。nodename

すべてのノードでレプリケーションを修正することを指定します。all

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドはレプリケーション設定を修復しません。（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

utils dbreplication reset
このコマンドによって、データベースのレプリケーションをリセットして再起動します。シス

テムがレプリケーションを適切に設定していない場合は、このコマンドを使用してレプリケー

ションを再構築できます。

utils dbreplication reset {ノード名 | all}

構文の説明 説明パラメータ

レプリケーションを再構築す

る特定のサブスクライバサー

バーを指定します。

nodename

クラスタ内のすべてのサブス

クライバサーバのレプリケー

ションが再構築されることを

指定します。

all

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、サーバの RTMT状態が 4の場合に使用する最適なオプションです。1つのサ
ブスクライバサーバのみが RTMT状態 4を示している場合は、 hostnameパラメータを指定し
てそのサーバをリセットできます。クラスター全体をリセットするには、 allパラメータを使
用します。

このコマンドを実行する前に、まずリセット済みのすべてのサブスクライバサーバでコマンド

utils dbreplication stopを実行し、その後にパブリッシャサーバで実行します。

ヒント

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection
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utils dbreplication runtimestate
このコマンドは、データベースレプリケーションプロセスの進行状況を監視し、クラスター

内のレプリケーション状態を提供します。

utils dbreplication runtimestateノード名

構文の説明 説明パラメー

タ

監視するノードを指定します。nodename

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン ノード名を指定すると、システムは選択したノードのコンテキストからレプリケーション状態

を提供します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

utils dbreplication setprocess
このコマンドは、遅延のあるWANによって分離されたノードを持つクラスターのレプリケー
ションパフォーマンスを向上させます (WAN経由のクラスタリング構成)。

utils dbreplication setprocess[プロセス]

構文の説明 説明パラメー

タ

新しいデータベースレプリケーション。値が 1から 40の間であることを確認し
てください。

デフォルト値: 1

process

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン

PROCESSオプションを最大値近くに設定すると、より多くのシステムリソースが消費されま
す。

アップグレード後、新しいバージョンに切り替える前にこの設定に加えられた変更は、手動で

再適用する必要があります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

Utils dbreplication setrepltimeout
このコマンドは、大規模なクラスター上のデータベースレプリケーションのタイムアウトを設

定します。

utils dbreplication setrepltimeoutタイムアウト

構文の説明 説明パラメータ

新しいデータベースレプリケーションのタイムアウト (秒単位)。値が 300から
3600の間であることを確認してください。

デフォルト値: 300 (5分)

タイムアウ

ト

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 最初のサブスクライバサーバがパブリッシャサーバとのレプリケーションを要求すると、シ

ステムはこのタイマーを設定します。タイマーが切れた後、最初のサブスクライバサーバーに

加え、その期間内にレプリケーションをリクエストした他のすべてのサブスクライバノード

が、パブリッシャサーバーとの間でバッチによりデータレプリケーションを開始します。複数

のサブスクライバサーバーが存在する場合、個別のサーバーレプリケーションよりもバッチレ

プリケーションの方が効率的です。大規模なクラスタの場合、コマンドを使用してデフォルト

のタイムアウト値を増やすと、より多くのサブスクライバサーバーをバッチに含めることがで

きます。

クラスタ全体のアップグレードが完了し、サブスクライバサーバがレプリケーションを正常に

セットアップした後、この値をデフォルトの 300（5分）に戻すことを推奨します。
ヒント
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パブリッシャサーバをアップグレードし、アップグレードしたパーティションで再起動した

後、最初のサブスクライバサーバを新しいリリースに切り替える前に、このタイマー値を設定

する必要があります。最初のサブスクライバサーバーがレプリケーションを要求すると、パブ

リッシャサーバーは新しい値に基づいてレプリケーションタイマーを設定します。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

utils dbreplication status
このコマンドは、データベースレプリケーションのステータスを表示し、クラスター内のサー

バが接続され、データが同期されているかどうかを示します。

utils dbreplication status {all | node | replicate}

構文の説明 説明パラメー

タ

すべてのサーバのステータスを表示するように指定します。all

ステータスを表示するノードを指定します。node

ステータスを表示する複製を指定します。replicate

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドは、クラスタの最初のノード (パブリッシャーサーバ)でのみ実行する必要があ
ります。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

utils dbreplication stop
このコマンドは、データベースレプリケーションの自動セットアップを停止します。サブスク

ライバサーバーとパブリッシャサーバーでこのコマンドを実行してから、CLIコマンド utils
dbreplication resetを実行します。このコマンドは、パブリッシャーサーバで実行する前に、
サブスクライバーサーバで同時に実行できます。

utils dbreplication stop {ノード名 | all}

構文の説明 説明パラメー

タ

データベースレプリケーションの自動セットアップを停止するノードの名前を指

定します。

nodename

すべてのノード上のデータベースのレプリケーションを停止します。all

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、 IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、 Cisco Unity Connection

utils imdb_replication replication status
このコマンドは、デプロイメントの各サブクラスター内のノードペア間のメモリ内データベー

ス (IMDB)レプリケーションが正しく実行されたことを検証します。

このコマンドは、呼び出し元の IM and Presence Serviceノードからのユーティリティを使用し
て、関連する各データストア内の IMDBテーブルに対して書き込みと読み取りを実行します。

utils imdb_replication status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン ユーティリティを正常に実行するには、IMおよびプレゼンスサービスクラスタのノード間に
設定されているすべてのファイアウォールでポート 6603、6604、および 6605が開かれている
必要があります。

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
308

Utilsコマンド
utils dbreplication stop



これは、IMDBの通常の操作には必要ありません。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: IMおよびプレゼンスサービス

utils diagnose
このコマンドを使用すると、システムの問題を診断し、自動的に修復することができます。

utils diagnose {fix | list | test | version}[モジュール名]

utils diagnose {module}[モジュール名][コンテナ名]

構文の説明 説明パラメータ

すべての診断コマンドを実行し、問題の修正を試みます。fix

HCSサービスで使用できるすべての診断コマンドを一覧表示します。hcs

使用可能なすべての診断コマンドを一覧表示します。list

単一の診断コマンドまたはコマンドのグループを実行し、問題の修正を試みま

す。

module

すべての診断コマンドを実行しますが、問題の修正は試行しません。test

診断フレームワークのバージョンを表示します。version

診断モジュールの名前を指定します。モジュール

名

コンテナの名前を指定します。これは、モジュールパラメータにのみ適用され

ます。

（注）

コンテナ名を指定し、コンテナが実行中の場合は、そのコンテナ内で診断モ

ジュールが実行されます。

コンテナ名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル:バージョンの場合は 0、その他のパラメータの場合は 1

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
309

Utilsコマンド
utils diagnose



適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery backup network
リモートサーバに保存されているバックアップファイルに関する情報を表示します。

utils disaster_recovery backup network [機能リスト][パス][サーバ名][ユーザ名（username）]

構文の説明 説明パラメータ

バックアップする機能のリストをコンマで区切って指定します。[機能リス
ト]

リモートサーバ上のバックアップファイルの場所を表します。[パス]

バックアップファイルを保存したサーバの IPアドレスまたはホスト名を表しま
す。

[サーバ名]

リモートサーバにログインするために必要なユーザ名を表します。[ユーザ名]

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムは、リモートサーバのアカウントのパスワードを入力するように要求します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery cancel_backup
このコマンドは進行中のバックアップをキャンセルします。

utils disaster_recovery cancel_backup[確認する]

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン コマンド入力後、バックアップをキャンセルするかどうかを確認する必要があります。バック

アップをキャンセルするには Yと入力し、バックアップを続行するには他のキーを入力しま
す。
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery cancel_backup yes
Cancelling backup...
Backup cancelled successfully.

utils disaster_recovery device add network
このコマンドは、バックアップネットワークデバイスを追加します。

utils disaster_recovery device add networkデバイス名パスサーバ名/IPアドレスユーザ名

（username）[バックアップ数]

構文の説明 説明パラメータ

追加するバックアップデバイスの名前を指定します (必須)。デバイス名

バックアップデバイスを取得するためのパスを指定します (必須)。パス

バックアップファイルが保存されているサーバのホスト名または IPア
ドレスを指定します (必須)。

サーバ名/IPアドレ

ス

リモートマシンに接続するために必要なユーザ IDを指定します (必須)。ユーザ名

ネットワークディレクトリに保存するバックアップの数を指定します

(デフォルトは 2)。このパラメータはオプションです。
[バックアップ数]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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例

admin: utils disaster_recovery device add network networkDevice /root 10.77.31.116 root
3

utils disaster_recovery device delete
このコマンドは指定されたデバイスを削除します。

utils disaster_recovery device delete
デバイス名*

構文の説明 説明パラメー

タ

削除するデバイスの名前。デバイス

名

スケジュールに関連付けられているデバイスを除く、既存のデバイスをすべて削

除します。

*

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery device list
すべてのバックアップデバイスのデバイス名、デバイスタイプ、およびデバイスパスを表示

します。

utils disaster_recovery device list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery estimate_tar_size
このコマンドは、SFTPまたはローカルデバイスからの最後の成功したバックアップの推定サ
イズを提供します。

utils disaster_recovery estimate_tar_size utils disaster_recovery device list

構文の説明 説明パラメー

タ

バックアップする機能のリストをコンマで区切って指定します。featurelist

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

Utils災害復旧履歴
このコマンドは、以前のバックアップと復元の履歴を表示します。

utils disaster_recovery history[operation]

構文の説明 説明パラメー

タ

バックアップまたは復元を指定します。operation

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド特権レベル:

アップグレード中の許可:

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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例

admin: utils disaster_recovery history backup
Tar Filename: Backup Device: Completed On: Result: Backup Type: Features Backed Up:
2009-10-30-14-53-32.tar TAPE Fri Oct 30 14:55:31 CDT 2009 ERROR MANUAL
2009-12-10-10-30-17.tar TAPE Thu Dec 10 10:35:22 CST 2009 SUCCESS MANUAL CDR_CAR,CCM

utils disaster_recovery jschLogs operation
このコマンドは、詳細な JSchログを有効または無効にします。

utils disaster_recovery jschLogs operation[operation]

構文の説明 説明パラメー

タ

操作の名前（有効または無効）を指定します。operation

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery prepare restore pub_from_sub
このコマンドは、サブスクライバーノードからパブリッシャーノードを復元するための準備

タスクを処理します。

このコマンドは、パブリッシャーノードが再構築され、サブスクライバーノードデータベー

スから復元される場合にのみ適用されます。リモートバックアップソースからデータを復元

するのではなく、復元には特定の手順が使用されます。パブリッシャーノードが再構築された

後、プロセスノード情報を挿入する前にこのコマンドを使用する必要があります。

（注）

utils disaster_recovery prepare restore pub_from_sub

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery restore network
このコマンドはリモートサーバを復元します。同じクラスタ内のサブスクライバノードを復

元する前に、UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードを復元する必要があります。
IMandPresenceServiceノードを復元する場合は、同じクラスタ内のサブスクライバノードを復
元する前に、データベースパブリッシャノードを復元する必要があります。

utils disaster_recovery restore network復元サーバtarfilenameデバイス名

構文の説明 説明パラメータ

復元するリモートサーバのホスト名を指定します。復元サーバ

復元するファイルの名前を指定します。tarファイル

名

ファイルを復元するデバイスの名前を指定します。デバイス名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery schedule add
このコマンドは、構成されたスケジュールを追加します。

utils disaster_recovery schedule addスケジュール名デバイス名機能リストdatetimefrequency

構文の説明 説明パラメータ

スケジューラの名前を表します (必須)。スケジュール

名
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説明パラメータ

スケジュールが実行されるデバイスの名前を表します (必須)。デバイス名

バックアップする機能のコンマ区切りリストを表します (必須)。機能リスト

スケジューラが設定された日付を表します (必須)。指定された形式
(yyyy/mm/dd-hh:mm) 24時間制。

datetime

バックアップを実行するスケジュールが設定されている頻度を表します。例:
1回、毎日、毎週、毎月。

頻度

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery schedule
このコマンドは、指定されたスケジュールを有効または無効にします。

utils disaster_recovery schedule {enable | disable}[スケジュール名]

構文の説明 説明パラメータ

指定されたスケジュールを有効にします。enable

指定されたスケジュールを無効にします。disable

スケジューラの名前を表します。スケジュール

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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例

admin: utils disaster_recovery schedule enable schedule1
Schedule enabled successfully.

utils disaster_recovery schedule delete
このコマンドは、設定されたスケジュールを削除します。

utils disaster_recovery schedule deleteスケジュール名

構文の説明 説明パラメータ

削除するスケジュールの名前を表します。スケジュール

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery schedule disable
このコマンドは、設定されたスケジュールを無効にします。

utils disaster_recovery schedule disableスケジュール名

構文の説明 説明パラメータ

無効にするスケジュールの名前を表します。スケジュール

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery schedule list
設定されているスケジュールを表示します。

utils disaster_recovery schedule list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery schedule list
schedule name device name Schedule Status
-----------------------------------------
schedule1 device 1 enabled
schedule2 device 2 disabled

utils disaster_recovery show_backupfiles
このコマンドは、保存場所にあるバックアップファイルの情報を取得します。

utils disaster_recovery show_backupfilesデバイス名

構文の説明 説明パラメー

タ

保存場所にあるバックアップファイルを表示するデバイスの名前を表します。デバイス

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery show_registration
このコマンドは、指定されたサーバに登録されている機能とコンポーネントを表示します。

utils disaster_recovery show_registrationhostname

構文の説明 説明パラメー

タ

登録情報を表示するサーバを指定します。ホスト名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery status
このコマンドは、現在のバックアップまたは復元ジョブのステータスを表示します。

utils disaster_recovery statusoperation

構文の説明 説明パラメー

タ

進行中の操作の名前（バックアップまたは復元）を指定します。operation

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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utils EnhancedSecurityMode disable
このコマンドは、システムのEnhancedSecurityModeモードを無効にします。このモードを無効
にすると、システムが再起動します。

utils EnhancedSecurityMode disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils EnhancedSecurityMode enable
このコマンドは、システム上でEnhancedSecurityModeモードを有効にします。このモードを有
効にするとシステムが再起動します。

utils EnhancedSecurityMode enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils EnhancedSecurityMode status
このコマンドは、システムが EnhancedSecurityModeモードで動作しているか、非
EnhancedSecurityModeモードで動作しているかを表示します。

utils EnhancedSecurityMode status

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils filebeat config
このコマンドは、情報をダウンロードするための Logstashサーバの詳細を構成します。

utils filebeat configIP addressport numberlog type

構文の説明 説明パラメータ

Logstashサーバの IPアドレスを入力します。IP address

Logstashサーバのポート番号を入力します。port
number

Logstashサーバーにアップロードする必要があるログの種類を入力します。log type

TLSを有効にして FileBeatサービスをセキュリティ保護することもできます。パラメータを設
定すると次のプロンプトが表示されます。

TLS を有効化して Filebeat サービスを保護しますか?

入力（はい/いいえ）しますか?

TLSを有効にするには、「はい」と入力します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils filebeat disable
このコマンドは、システム上のファイルビート構成を無効にします。

utils filebeat disable

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils filebeat enable
このコマンドは、システム上で filebeat構成を有効化します。

utils filebeat disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils filebeat status
このコマンドは、Filebeatが実行中かどうか、およびその構成値を表示します。

utils filebeat status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils filebeat tls
このコマンドは、FileBeatクライアントと logstashサーバ間の通信プロトコルとしてトランス
ポート層セキュリティ (TLS)を設定します。これにより、FileBeatクライアントと logstashサー
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バ間の安全な接続が可能になり、Common Criteriaガイドラインに準拠するための要件が満た
されます。

コモンクライテリアモードでは、厳密なホスト名検証が使用されます。そのため、証明書と

一致する完全修飾ドメイン名（FQDN）でサーバーを設定する必要があります。

utils filebeat tls {enable | disable | status}

構文の説明 説明パラメー

タ

FileBeatクライアントと logstashサーバ間の安全な接続を有効にします。enable

FileBeatクライアントの TLSを無効にします。disable

TLSのステータスを表示します。status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

セキュリティ証明書を、logstashサーバから Unified Communications Managerおよび IM and
Presence Service上の tomcat信頼ストアにアップロードする必要があります。

utils fior
このコマンドを使用すると、サーバの I/Oを監視できます。ファイル I/Oレポートサービス
は、プロセスごとにファイル I/Oを収集するためのカーネルベースのデーモンを提供します。

utils fior

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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utils fior disable
このコマンドは、I/O統計監視を無効にし、システムで収集されたすべての監視データを削除
します。このコマンドを使用して監視を無効にし、監視データによって使用されるディスク領

域を解放します。

utils fior disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils fior enable
このコマンドは、I/O統計の監視を有効にします。

監視を開始する前にこのコマンドを使用します。（注）

utils fior enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils fior list
このコマンドは、すべてのプロセスの I/Oイベントのリストを表示します。

utils fior list
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils fior start
このコマンドは、I/O統計ユーティリティの監視とデータ収集を開始します。監視が開始され
ると、I/O統計データがプラットフォームログに収集されます。このデータは 1日あたり最大
25 MBの範囲になります。データは、データ収集から 7日後にローテーションされます。I/O
統計ユーティリティの監視を無効にすると、このデータは削除されます。

監視を開始する前に、I/O統計ユーティリティの監視を有効化します。（注）

utils fior start

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils fior status
このコマンドは、I/O統計監視ユーティリティのステータスを提供します。

utils fior status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils fior stop
このコマンドは、I/O統計の監視とデータ収集を停止します。ただし、このコマンドでは収集
されたデータは削除されません。

I/O統計が不要になった場合は、プラットフォームログからの監視データのクリーンアップを
無効にします。

（注）

utils fior stop

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils fior top
このコマンドは、このコマンドを実行した時点での I/Oバウンドプロセスの I/O統計のリスト
を表示します。

utils fior top

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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ユーティリティ FIPS

FIPSモードは FIPS準拠のリリースでのみサポートされます。警告:非 FIPS準拠バージョンに
アップグレードする前に、FIPSモードを無効にする必要があることに注意してくださいUnified
Communications Manager。

どのリリースが FIPSに準拠しているか、およびそれぞれの認証を確認するには、 FIPS 140の
ドキュメント ( https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/industries/government/
global-government-certifications/fips-140.html)を参照してください。

注意

このコマンドはFIPS140-2モードを有効または無効にするか、ステータスを表示します。FIPS
140-2モードはデフォルトで無効になっています。管理者だけが FIPSを有効にできます。

utils fips {enable | disable | status}

構文の説明 説明パラメー

タ

FIPS 140-2モードを有効にします。enable

FIPS 140-2モードを無効にします。disable

FIPS140-2モードのステータスを表示します。status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

FIPSモードを有効にする前に、システムのバックアップを実行することを推奨します。起動時
に FIPSチェックが失敗すると、システムが停止し、リカバリ CDの復元が必要になります。

FIPS 140-2モードを有効にする前に、以下の情報を考慮してください。

•非 FIPSモードから FIPSモードに切り替えると、MD5および DESプロトコルは機能しな
くなります。

•サーバで FIPSモードを有効にしたら、サーバが再起動して電話が正常に再登録されるま
で待ってから、次のサーバで FIPSを有効にしてください。

• FIPSモードでは、 IM and Presence Serviceは、Racoon (FIPS未検証)の代わりに Red Hat
OpensWAN (FIPS検証済み)を使用します。ラクーンのセキュリティポリシーに FIPS承認
されていない機能が含まれている場合、CLIコマンドはFIPS承認された機能を含むセキュ
リティポリシーを再定義し、中止するように要求します。
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証明書と SSHキーは、FIPS要件に従って、自動的に再生成されます。（注）

FIPS 140-2モードを無効にする前に、以下の情報を考慮してください。複数のサーバクラスタ
では、各サーバは個別に無効にする必要があります。FIPSモードはクラスター全体では無効に
なりませんが、サーバごとに無効になります。

FIPS 140-2モードを有効にした後、以下の情報を考慮します。シングルサーバクラスターが
あり、FIPSモードを有効にする前に「Prepare Cluster for Rolback to pre 8.0」エンタープライズ
パラメータを適用する場合、すべての電話がサーバに成功裏に登録されたことを確認した後、

このパラメータを無効にします。

IM and Presence Serviceの FIPS 140-2モードを有効または無効にする前に、次の情報を考慮し
てください: IM and Presence Serviceの FIPS 140-2モードを有効または無効にした後、Tomcat証
明書が再生成され、ノードが再起動されます。クラスター間同期エージェントはクラスター全

体で新しい Tomcat証明書を同期します。これには最大で 30分かかります。新しい Tomcat証
明書がクラスタ全体で同期されるまで、 IM and Presence Serviceサブスクライバノードは IM
and Presence Serviceデータベース公開者ノードから情報にアクセスできません。例えば、サブ
スクライバノードで Cisco Unified Serviceability GUIにログインしているユーザは、 IM and
PresenceServiceデータベースパブリッシャノード上のサービスを表示することはできません。
同期が完了するまで、ユーザには次のエラーメッセージが表示されます:サーバへの接続を確
立できません (証明書例外)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils fips_common_criteria
このコマンドは、システム内の Common Criteriaモードを設定します。

utils fips_common_criteria {enable | disable | status}

構文の説明 説明パラメー

タ

システムで Common Criteriaモードを有効にするenable

システムの Common Criteriaモードを無効化する

共通基準モードが無効になっている場合、最小のTLSバージョンを設定するため
のプロンプトが表示されます。

disable
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説明パラメー

タ

システムの Common Criteriaモードのステータスを表示するstatus

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン Common Criteriaモードを有効にすると、TLSバージョン 1.0を使用した安全な接続は許可され
なくなります。CommonCriteriaモードを有効にすると、FIPSモードも有効になります。Common
Criteriaモードを有効または無効にする場合、証明書を再生成する必要はありません。ただし、
FIPSを有効または無効にするには、証明書の再生成とともにシステムの再起動が必要になりま
す。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service

この CLIコマンドは Cisco Unity Connectionには適用されません。（注）

utils firewall ipv4 debug
このコマンドは、IPv4ファイアウォールのデバッグをオンまたはオフに切り替えます。時間パ
ラメータを入力しない場合、このコマンドは 5分間デバッグをオンにします。

utils firewall ipv4 debug {off[時刻]}

構文の説明 説明パラメー

タ

IPv4ファイアウォールのデバッグをオフにします。時間パラメータを入力しない
場合、このコマンドはファイアウォールを 5分間無効にします。

off

(オプション)ファイアウォールのデバッグを有効にする期間を次の形式で設定し
ます。

•分: 0～1440m

•時間: 0～ 23時間

•時間および分: 0～ 23時間、0～ 60分

時間
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv4
このコマンドは、IPv4ファイアウォールを有効または無効にします。

utils firewall ipv4 {enable | disable[時間]}

構文の説明 説明パラメー

タ

IPv4ファイアウォールをオンにします。enable

IPv4ファイアウォールをオフにします。時間パラメータを入力しない場合、この
コマンドはファイアウォールを 5分間無効にします。

disable

(オプション)ファイアウォールを無効にする期間を次の形式で設定します。

•分: 0～1440m

•時間: 0～ 23時間

•時間および分: 0～ 23時間、0～ 60分

時間

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utilsファイアウォール ipv4リスト
このコマンドは、IPv4ファイアウォールの現在の構成を表示します。
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utils firewall ipv4 list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv4 status
このコマンドは、IPv4ファイアウォールの現在のステータスを表示します。

utils firewall ipv4 status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv6 debug
このコマンドは、設定された期間、IPv6ファイアウォールのデバッグをオンにします。期間の
デフォルト値は 5分です。

utils ipv6 firewall debug {off[時刻]}

構文の説明 説明パラメー

タ

(オプション) IPv6ファイアウォールのデバッグをオフにします。時間パラメータ
を入力しない場合、このコマンドはデフォルトの期間値に従ってファイアウォー

ルを無効にします。

off
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説明パラメー

タ

(オプション)ファイアウォールのデバッグを有効にする期間を次の形式で設定し
ます。

•分: 0～1440m

•時間: 0～ 23時間

•時間および分: 0～ 23時間、0～ 60分

時間

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv6
このコマンドは、IPv6ファイアウォールを有効または無効にします。

utils firewall ipv6 {enable | disable[時間]}

構文の説明 説明パラメー

タ

IPv6ファイアウォールをオンにします。enable

IPv6ファイアウォールをオフにします。時間パラメータを入力しない場合、この
コマンドはファイアウォールを 5分間無効にします。

disable

(オプション)ファイアウォールを無効にする期間を次の形式で設定します。

•分: 0～1440m

•時間: 0～ 23時間

•時間および分: 0～ 23時間、0～ 60分

時間

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ファイアウォールテーブルを有効または無効にすることができま

す。USGv6プロファイルへの準拠について Unified Communications Managerをテストする場合
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は、テストを開始する前に 23時間、IPv6ファイアウォールテーブルを無効にする必要があり
ます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

utilsファイアウォール ipv6リスト
このコマンドは、IPv6ファイアウォールの現在の構成を表示します。

utils firewall ipv6 list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv6 status
このコマンドは、IPv6ファイアウォールの現在のステータスを表示します。

utils firewall ipv6 status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Manager上の IMおよびプ
レゼンスサービス、および Cisco Unity Connection。
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utils ha failover
このコマンドは、指定されたノードの手動フェールオーバーを開始します。CiscoServerRecovery
Managerは、障害が発生したノード上の重要なサービスを停止し、すべてのユーザをバック
アップノードに移動します。

IMおよびプレゼンスサービスノードの場合、バックアップノードは別の IMおよびプレゼン
スサービスである必要があります。バックアップサーバを指定する前に、2台のサーバを同じ
プレゼンス冗長グループに割り当てる必要があります。指定するバックアップサーバは、プレ

ゼンス冗長グループに割り当てられている他のサーバです。

utils ha failover {node name}

構文の説明 説明パラメータ

手動フェイルオーバーを実行

するノードを指定します。

node name

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

フェイルオーバーの例

admin: ha failover shorty-cups
Initiate Manual Failover for Node > shorty-cups
Request SUCCESSFUL.
Subcluster Name: DefaultCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Taking Over Reason: On Admin Request
Node 2 Name : shorty-cups State: Failover Reason: On Admin Request

utils ha fallback
このコマンドは、指定されたノードの手動フォールバックを開始し、Cisco Server Recovery
Managerがアクティブノード上の重要なサービスを再起動し、ユーザをアクティブノードに
戻します。

utils ha fallbackノード名

構文の説明 説明パラメー

タ

手動フォールバックを実行するノードを指定します。ノード名

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
334

Utilsコマンド
utils ha failover



コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

フォールバックの例

admin: ha fallback shorty-cups
Initiate Manual fallback for Node >shorty-cups<
Request SUCCESSFUL.
Subcluster Name: DefaultCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Falling Back Reason: On Admin Request
Node 2 Name : shorty-cups State: Taking Back Reason: On Admin Request

utils haproxy set {required|optional|disable} client-auth
このコマンドは、指定されたポートのクライアント認証の値を設定します。認証でサポートさ

れる値は、必須、オプション、または無効です。

次の表はポートのデフォルト値を示しています。

表 3 :ポートのデフォルト値

デフォルト値Port

オプション6971

オプション6972

Required9443

クライアント認証をデフォルト値以外の値に設定すると、重大な影響が生じる可能性がありま

す。これらの値は、Cisco TACチームのアドバイスに従ってのみ変更してください。
警告

utilshaproxyset {required | optional | disable}client-authportnum

構文の説明 説明パラメータ

HAProxyクライアント認証を設定するための
ポート番号を入力します。

（注）

サポートされているポート番号は 6971、
6972、9443です。

portnum
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説明パラメータ

指定されたポートでクライアント認証の値を

「必須」に設定します。

required

指定されたポートでクライアント認証の値を

「オプション」に設定します。

optional

指定されたポートでクライアント認証の値を

「無効」に設定します。

disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン •ユーザが 6971、6972、または 9443以外の portnum値を入力すると、有効なポート番号を
入力するように求めるエラーメッセージが表示されます。

•管理者は、 help utils haproxy set optional client-authコマンドを実行してヘルプコンテン
ツを表示できます。

•ポート番号に設定されたクライアント認証値は、アップグレード中および災害復旧システ
ム (DRS)を使用したバックアップと復元の実行中に保持されます。

•クライアント認証を「必須」に設定すると、サーバはクライアントに証明書を要求しま
す。クライアントは要求された証明書をサーバに提示する必要があります。したがって、

リクエストをさらに別のサービスに転送できます。

•クライアント認証を「オプション」に設定すると、サーバはクライアントからの証明書を
要求します。ただし、クライアントが要求された証明書をサーバに提示しない場合でも、

要求はさらなるサービスに転送できます。

•クライアント認証を「無効」に設定すると、サーバはクライアントからの証明書を要求し
ません。

•このコマンドを実行すると、HAProxyプロセスが再起動します。

要件

コマンド権限レベル: 1

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:utils haproxy set required client-auth 6971

This command will result in the HA Proxy service set the client
authentication as per your specification and restart the
HAProxy process. Restarting of the HAProxy process might
result in momentary disconnection of all Phones and Jabber
clients that are accessing this service for secure
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configuration file downloads. It is recommended this
operation be performed during off-busy hours and ensure
there are no TFTP operations in progress.
Warning: Setting the client authentication to anything other
than default value could have serious implications.
Please change these values only as per Cisco TAC team's advise
Do you want to continue (yes/no) ? yes

Successfully set client authentication to required

HAProxy Process already running .. restarting
admin:

admin:utils haproxy set disable client-auth 6972

HAProxy client authentication is already set to
disable on port 6972 . No action will be taken.

admin:utils haproxy client-auth set 1234 disable
Please enter valid values for the port.
Supported values are 6971, 6972 and 9443

admin:help utils haproxy set required client-auth 6971

utils haproxy set required client-auth
This command updates the value of client authentication
as required on specified port.
Example:
admin:utils haproxy set required client-auth 6971
HAProxy client authentication is already set to
required on port 6971. No action will be taken.
admin:

utils ha recover
このコマンドは、プレゼンス冗長グループの手動リカバリを開始します (ノードが障害状態の
場合)。IM and Presenceは、そのプレゼンス冗長グループ内の Cisco Server Recovery Manager
サービスを再起動します。

utils ha recoverプレゼンス冗長グループ名

構文の説明 説明パラメータ

HAステータスを監視するプレゼンス冗長グルー
プを指定します。プレゼンス冗長グループ名が指

定されていない場合は、すべてのクラスタ情報が

提供されます。

プレゼンス冗長グループ名

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

回復例

admin: ha recover Defaultcluster
Stopping services... Stopped
Starting services... Started
admin:

utils ha status
このコマンドは、指定されたプレゼンス冗長グループの HAステータスを表示します。

utils ha statusプレゼンス冗長グループ名

構文の説明 説明パラメータ

HAステータスを監視するプレゼンス冗長グループを指定します。
プレゼンス冗長グループ名が指定されていない場合は、すべての

クラスタ情報が表示されます。

プレゼンス冗長グループ

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

HAが有効になっていない場合のステータス例

admin: ha status
Subcluster Name: DefaultCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Unknown Reason: High Availability Not Enabled
Node 2 Name : shorty-cups State: Unknown Reason: High Availability Not Enabled

HAが有効になっている場合のステータス例

admin: ha status
Subcluster Name: DefaultCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Normal
Node 2 Name : shorty-cups State: Normal
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重要なサービスがダウンした場合のステータス例

admin: ha status
Subcluster Name: DefaultCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Failed Over with Critical Services not Running Reason:
Critical Service Down
Node 2 Name : shorty-cups State: Running in Backup Mode Reason: Critical Service Down

失敗したステータスの例

admin: ha status
Subcluster Name: DefaultCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Failed Reason: Critical Service Down
Node 2 Name : shorty-cups State: Failed Reason: Critical Service Down

Utils ils showpeerinfo
このコマンドは、ILSネットワーク内の単一のクラスタまたは ILSネットワーク内のすべての
クラスタのピア情報ベクトルを返します。

utils ils showpeerinfoクラスタ名

構文の説明 説明パラメー

タ

ILSネットワーク内のクラスタのパブリッシャーノードの完全修飾ドメイン名を
指定します。 Unified Communications Manager

クラスタ

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン ピア情報ベクトルには、ILSネットワーク内のクラスターに関する情報が含まれています。利
用可能な情報には、クラスターノードのクラスター名、クラスター ID、IPアドレスが含まれ
ます。ILSネットワーク内の特定のクラスタに関する情報が必要な場合は、 clusternameパラ
メータを入力します。ネットワーク内のすべてのクラスターの情報が必要な場合は、clustername
パラメータを空のままにしておきます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager
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utils import config
このコマンドは、仮想フロッピードライブ上の platformConfig.xmlファイルからデータを取得
し、構成ファイルと一致するようにシステムを変更します。コマンドが正常に完了すると、シ

ステムが再起動します。

utils import config

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、どの VMwareデプロイメントでも実行できます。

1. VMwareの電源をオンにします。

2. 応答ファイルジェネレーター (AFG)ツール ( http://www.cisco.com/web/cuc_afg/index.html )
を使用して、platformConfig.xmlファイルを作成します。

3. Config.xmlファイルを仮想フロッピーインスタンスに挿入します (手順については
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=1739
を参照)。

4. 新しい VMwareのフロッピードライブに .flpファイルをマウントします。

5. VMの CLI (コンソールまたは SSHを使用)にログインし、 utils import configコマンドを
実行します。

このコマンドは、xmlファイル内にあるすべてのデータを循環処理し、VMに現在設定さ
れているデータと異なるデータが見つかった場合は、新しいデータに合わせてVMを変更
します。

6. システムは新しい IDで再起動します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

Vmware Deploymentで utils import configを実行する

手順
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utils iostat
このコマンドは、指定された反復回数と間隔の iostat出力を表示します。

utils iostat {interval | iterations | filename}

構文の説明 説明パラメー

タ

2つの iostat読み取り間の秒数を設定します。反復パラメータを使用している場合
は、この値を設定する必要があります

interval

Iostatの反復回数を設定します。間隔パラメータを使用している場合は、この値
を設定する必要があります。

iterations

出力をファイルにリダイレクトします。filename

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils iothrottle
このコマンドを使用すると、サーバ上の IOスロットルを管理および監視できます。

utils iothrottle {enable | disable | status}

構文の説明 説明パラメー

タ

I/Oスロットリング拡張機能を有効化すると、アクティブシステムでのアップグ
レードの影響が軽減されます。

Enable

I/Oスロットリング拡張機能を無効化します。Disable

I/Oスロットリング拡張機能のステータスを表示します。Status

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン I/Oスロットリング拡張機能を無効化すると、アップグレード時にシステムに悪影響を与える
可能性があります。

要件

コマンド権限レベル: 1で有効および無効、0でステータス

utils itl reset
このコマンドは、エンドポイントが構成ファイルを検証できない場合に使用されます。

utils itl reset {localkey | remotekey}

構文の説明 パブリッシャー上の既存の ITLファイルを取得して、新しい ITLファイルを生成し
ます。このコマンドは、その ITLファイルの署名を置き換え、CallManager証明書
キーを使用して新しい ITLファイルに署名します。

localkey

リモートロケーションから回復証明書のキーペアを含む PKCS 12バッグを取り込
んだ後、新しい ITLファイルを生成します。次に、新しく生成された ITLファイル
に回復秘密キーを使用して署名します。

remotekey次のパラメータがあります:

• IPアドレスまたはホスト名

•ユーザー ID（User ID）

• ITLRecovery.p12

remotekey

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドは、 パブリッシャーノードで実行する必要があります。（注）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象:

例

admin:utils itl reset
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Name is None

Generating the reset ITL file.....

The reset ITL file was generated successfully

Locating active Tftp servers in the cluster.....

Following is the list of Active tftp servers in the cluster

====================

se032c-94-42

=====================

Number of Active TFTP servers in the cluster : 1

Transferring new reset ITL file to the TFTP server nodes in the cluster.........

Successfully transferred reset ITL to node se032c-94-42

utils ipsec restart
このコマンドは、ipsecサービスを再起動するために使用されます。

utils ipsec restart

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:utils ipsec restart
ipsec_setup: Stopping Openswan IPsec...
ipsec_setup: stop ordered, but IPsec appears to be already stopped!
ipsec_setup: doing cleanup anyway...
ipsec_setup: Starting Openswan IPsec U2.6.32/K2.6.32-573.18.1.el6.x86_64...
ipsec_setup: /usr/libexec/ipsec/addconn Non-fips mode set in /proc/sys/crypto/fips_enabled
ipsec_setup: pluto appears to be running already (`/var/run/pluto/pluto.pid' exists),
will not start another
Successfully Restarted IPsec Service
admin:
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utils ldap config
このコマンドは、システムの LDAP認証を設定します。

utils ldap config {FQDNipaddr}

構文の説明 説明パラメー

タ

LDAP認証に FQDNを使用するようにシステムを構成します。FQDN

LDAP認証に IPアドレスを使用するようにシステムを設定しますipaddr

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン • utils ldap config fqdn：このコマンドは LDAP認証に適していますが、システムに DNSが
設定されている場合にのみこのコマンドを使用できます。システムが DNSを使用するよ
うに設定されていない場合は、 utils ldap config ipaddrを使用します。

• utils ldap config ipaddr：このコマンドは推奨されません。システムが DNSを使用するよ
うに設定されていない、または設定できない場合にのみ使用してください。システムが

DNSを使用するように設定されている場合は、 utils ldap config fqdnを使用してくださ
い。

要件

コマンド権限レベル: 1

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

utils ldap config status
このコマンドは、utils ldap構成ステータスを表示します。

utils ldap config status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい
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utils managementAgent alarms minpushLevel
プッシュ通知が有効になっている場合は、このコマンドを実行して、Unified Communications
Managerが Ciscoクラウドにプッシュ通知アラームを送信する最小アラーム重大度を設定しま
す。

utils managementAgent alarms minpushLevel重大度

構文の説明 説明パラメー

タ

この値は、UnifiedCommunicationsManagerがCiscoクラウドにプッシュ通知アラー
ムを送信する最小のアラーム重大度を表します。可能なオプションは次のとおり

です。

•クリティカル（Critical）

•エラー（これがデフォルトです）

•警告

•通知（Notice）

•情報

重大度

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service

utils managementAgent alarms pushfrequency
プッシュ通知が有効になっている場合は、このコマンドを実行して、Unified Communications
Managerが Ciscoクラウドにプッシュ通知アラームを送信する間隔を設定します。

utils managementAgent alarms pushfrequency分

構文の説明 説明パラメー

タ

アップロード頻度（分単位）。この値は 5～ 90の整数で、デフォルトは 30分で
す。

分
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service

utils managementAgent alarms pushnow
プッシュ通知が有効になっている場合は、このコマンドを実行すると、次回のスケジュールさ

れたアップロードを待たずに、プッシュ通知アラームがすぐに Ciscoクラウドに送信されま
す。

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service

utils network arp delete
このコマンドは、アドレス解決プロトコルテーブル内のエントリを削除します。

utils network arp deleteホスト

構文の説明 説明パラメー

タ

(オプション)テーブルから削除するホストのホスト名または IPアドレスを表しま
す。

ホスト

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。
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削除例

admin:utils network arp delete myhost

utils network arp set
このコマンドは、アドレス解決プロトコルテーブルにエントリを設定します。

utils network arp set {ホスト} {addr}

構文の説明 説明パラメー

タ

テーブルに追加するホストのホスト名または IPアドレスを表します。ホスト

追加するホストのハードウェアアドレス (MAC)を次の形式で表します:
XX:XX:XX:XX:XX:XX

addr

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

設定例

admin:utils network arp set myhost 11:22:33:44:55:66

utils network arp list
このコマンドは、アドレス解決プロトコルテーブルの内容を一覧表示します。

utils network arp listhosthostname[オプション]

構文の説明 説明パラメー

タ

host

ホスト名
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説明パラメー

タ

（オプション）ページ、数値

•ページ:出力を 1ページずつ表示するために一時停止しま
す。

•数値:ホストをドット区切りの IPアドレスとして表示し
ます。

オプショ

ン

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン フラグ列では、C =キャッシュ済み、M =永続的、P =公開済みです。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

リストの例

admin:admin: utils network arp listAddress HWtype HWaddress
Flags Mask Iface
sjc21-3f-hsrp.cisco.com ether 00:00:0C:07:AC:71 C
eth0
philly.cisco.com ether 00:D0:B7:85:98:8E C
eth0
Entries: 2 Skipped: 0 Found: 2

utils network capture
このコマンドは、指定されたイーサネットインターフェイス上の IPパケットをキャプチャし
ます。

utils network capture eth0[ページ][数値][filefname][countnum][sizeバイ
ト][srcaddr][destaddr][portnum]

構文の説明 説明パラメー

タ

イーサネットインターフェイス 0を指定します。eth0
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説明パラメー

タ

(オプション)出力を一度に 1ページずつ表示します。

ページまたはファイルのオプションを使用する場合、コマンドが完了する前に、

要求されたすべてのパケットの完全なキャプチャが行われる必要があります。

ページ

(オプション)ホストをドット区切りの IPアドレスとして表示します。数値

(オプション)情報をファイルに出力します。

ファイルオプションは、情報を platform/cli/fname.capに保存します。
ファイル名に「.」文字を含めることはできません。

filefname

(オプション)キャプチャするパケットの数を設定します。

画面出力の場合、最大カウントは 1000になり、ファイル出力の場合、最大カウ
ントは 10,000になります。

countnum

(オプション)キャプチャするパケットのバイト数を設定します。

画面出力の場合、最大バイト数は 128です。ファイル出力の場合、最大バイト数
は 262144バイトまたは ALLのいずれかになります。

sizeバイト

(オプション)パケットの送信元アドレスをホスト名または IPV4アドレスとして
指定します。

srcaddr

(オプション)パケットの宛先アドレスをホスト名または IPV4アドレスとして指
定します。

destaddr

(オプション)パケットの送信元または宛先のポート番号を指定します。portnum

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils network capture-rotate
このコマンドは、 utilsネットワークキャプチャの 100,000パケット制限を超える IPパケット
をキャプチャします。
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utils network capture-rotate {filefname}[sizeバイト][sizePerFileメガバイト ]
{maxFilesnum}[srcaddr][destaddr][portnum][host protocoladdr]

構文の説明 説明パラメータ

情報をファイルに出力します。

（注）

ファイルは platform/cli/fnameに保存されます。fnameには「.」文字を
含めることはできません。

filefname

キャプチャするパケットのバイト数。有効な値には、最大 65535まで
の任意の数値または ALLが含まれます。既定は ALLです。

sizeバイト

sizePerFileはログファイルのサイズの値を設定します。（単位は百万
バイトです。）sizePerFileのデフォルト値は 25 MBです。

sizePerFileメガバイト

maxFilesは作成されるログファイルの最大数を示します。maxFilesの
デフォルト値は 10です。

maxFiles番号

(オプション)パケットの送信元アドレスをホスト名または IPV4アドレ
スとして指定します。

src住所

(オプション)パケットの宛先アドレスをホスト名または IPV4アドレス
として指定します。

dest住所

(オプション)パケットの送信元または宛先のポート番号を指定します。port番号

(オプション)キャプチャを特定のホストとの間のトラフィックに制限
します。protocolのオプションは、IP、arp、rarp、allであり、 addrは
IPv4またはホスト名の形式である必要があります。hostが使用される
場合は、 srcまたは destを指定しないでください。

host protocoladdr

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils network connectivity
このコマンドは、クラスター内の最初のノード (この接続は後続のノードでのみ有効)およびリ
モートノードへのノードネットワーク接続を確認します。
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utils network connectivity[reset][ホスト名/IPアドレス]

utils network connectivity [hostname/ip address][port-number][タイムアウ

ト]

構文の説明 説明パラメータ

このコマンドは、クラスター

の最初のノードへのノード

ネットワーク接続を確認しま

す。

また、リモートノードへの接

続を確認するためにも使用さ

れます。この場合、必須パラ

メータが 2つあります。
hostname/ip addressおよび
port-number

connectivity

(オプション)以前の戻りコー
ドをクリアします。

reset

• (オプション)パブリッ
シャーまたは最初のノー

ドとのネットワーク接続

を確認するためのクラス

ターノードのホスト名ま

たは IPアドレス。

• (必須)リモートサーバの
ネットワーク接続を確認

するために、TCP接続を
テストする必要があるホ

ストのホスト名または IP
アドレス。

ホスト名/IPアドレス

(必須)接続テストを必要とす
るホストのポート番号。

port-number

(オプション)ポート接続メッ
セージが表示されるまでの時

間を秒単位で指定します。

タイムアウト

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン • utils network connectivity[reset][hostname/ip address]コマンドは、パブリッシャまたは最

初のノードへのネットワーク接続性を確認するために使用します。
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• utils network connectivity[hostname/ip address][port-number][timeout] コマンドは、リ

モートサーバへのネットワーク接続を確認するために使用されます。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils network host
このコマンドは、ホスト名をアドレスに、またはアドレスをホスト名に解決します。

utils network hostname[serverserv][page][detail][srv]

構文の説明 説明パラメー

タ

解決するホスト名または IPアドレスを表します。名前

(オプション)代替ドメインネームサーバを指定します。サーブ

(オプション)出力を一度に 1画面ずつ表示します。[page]

(オプション)詳細なリストを表示します。[detail]

(オプション) DNS SRVレコードを表示します。[srv]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils network ipv6 host
このコマンドは、指定されたホスト名または IPv6アドレスの IPv6ホストルックアップ (また
は IPv6アドレスルックアップ)を実行します。

utils network ipv6 host {ホスト名ipv6_address}
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構文の説明 説明パラメー

タ

サーバの名前を指定します。ホスト名

サーバの IPv6アドレスを指定します。ipv6_address

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

utils network ipv6 traceroute
このコマンドは、IPv6アドレスまたはホスト名をトレースします。

utils network ipv6 traceroute[ipv6-addresshostname]

構文の説明 説明パラメータ

トレースする IPv6アドレスを指定します。IPv6アドレ

ス

トレースするホスト名を指定します。ホスト名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

utils network ipv6 ping
このコマンドを使用すると、IPv6アドレスまたはホスト名を pingできます。

utils network ipv6 pingdestination[カウント]
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構文の説明 説明パラメー

タ

Pingする有効な IPv6アドレスまたはホスト名を指定します。destination

外部サーバに pingを実行する回数を指定します。デフォルトのカウントは 4で
す。

[count]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection。

utils network ping
このコマンドを使用すると、別のサーバに pingを実行できます。

utils network pingdestination[カウント][サイズ]

構文の説明 説明パラメー

タ

Pingするサーバの IPアドレスまたはホスト名を表します。destination

外部サーバに pingを実行する回数を指定します。デフォルトの数は 4です。[count]

PINGパケットのサイズをバイト単位で指定します。デフォルト値は56です。[サイズ]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils network traceroute
このコマンドは、リモートの宛先に送信される IPパケットをトレースします。
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utils network traceroute[destination]

構文の説明 説明パラメー

タ

トレースを送信するサーバのホスト名または IPアドレスを表します。destination

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection。

utils network name-service {hosts|services} cache invalidate
このコマンドは、ネームサービスキャッシュをクリアします。

utils network name-service{hosts \ services}[キャッシュ無効化]

構文の説明 説明パラメー

タ

ホストサービスキャッシュHosts

サービスのサービスキャッシュServices

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

キャッシュをフラッシュ/クリアするための次の例を検討してください。
admin:utils network name-service hosts cache invalidate
admin:
Successful
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Utils ntp auth対称鍵
utils ntp auth symmetric-key {enable | disable | status}

このコマンドは、選択した NTPサーバの認証を有効または無効にするのに役立ちます。認証
は対称キー IDとキーに基づいています。対称キーは、Unified Communications Managerに暗号
化された形式で保存されます。

このコマンドを実行する前に、NTPサーバのキー IDとそれに対応するキーを知っていること
を確認してください。

（注）

構文の説明 説明パラメー

タ

利用可能なサーバのリストから NTPサーバの 1つを選択し、認証を有効にしま
す。

enable

利用可能なサーバーのリストからNTPサーバーの 1つを選択し、認証を無効にし
ます。

disable

リストされているすべての NTPサーバの認証ステータスを表示します。status

使用上のガイドライン NTPサーバの認証用に KeyIDまたは対称キーを入力するよう求められます。

• Unified CommunicationsManagerは、NTPサーバの認証ステータスが変更されると、Syslog
アラートメッセージを送信します。TLSを使用して Syslogサーバへの接続を保護できま
す。

• UnifiedCommunicationsManagerをインストールした後、NTPサーバ認証を設定できます。

（注）

要件

コマンド権限レベル:レベル 1はすべてのコマンドを実行できます。レベル 0はステータスコ
マンドのみ実行できます。

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager
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例: utils ntp auth symmetric-key status - NTP認証が有効になっていない場合のステータス
を表示します

admin:utils ntp auth symmetric-key status
10.77.32.92 : NTP Authentication is disabled.
10.77.46.203 : NTP Authentication is disabled.

ind assid status conf reach auth condition last_event cnt
==========================================================
1 8468 963a yes yes none sys.peer sys_peer 3
2 8469 9024 yes yes none reject reachable 2

例: utils ntp auth symmetric-key enable - NTP認証を有効にする

admin:utils ntp auth symmetric-key enable
The List of NTP servers Configured:
1. 10.77.32.92
2. 10.77.46.203
q. press q to exit
Enter the selection for which to configure NTP authentication: 1
Please enter the Key ID [1-65534]:
2
Please enter the Symmetric Key of the NTP Server (SHA1):
Restarting NTP
please run the utils ntp auth symmetric-key status to check the status of NTP
Authentication

例: utils ntp auth symmetric-key status - NTP認証が有効になった後のステータスを表示す
る

admin:utils ntp auth symmetric-key status
10.77.46.203 : NTP Authentication is disabled.
10.77.32.92 : NTP Authentication is enabled.

ind assid status conf reach auth condition last_event cnt
=========================================================
1 57733 9044 yes yes none reject reachable 4
2 57734 f014 yes yes ok reject reachable 1

例: utils ntp auth symmetric-key disable - NTP認証を無効にする

admin:utils ntp auth symmetric-key disable
The List of NTP servers Configured:
0. All
1. 10.77.46.203
2. 10.77.32.92
q. press q to exit
Enter the selection for which to disable NTP authentication: 2
NTP authentication has been disabled on the particular server.
Restarting NTP
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例: utils ntp auth symmetric-key status - NTP認証を無効にした後のステータスを表示する

10.77.46.203 : NTP Authentication is disabled.
10.77.32.92 : NTP Authentication is disabled.

ind assid status conf reach auth condition last_event cnt
===========================================================
1 42767 9144 yes yes none falsetick reachable 4
2 42768 912a yes yes none falsetick sys_peer 2

例: utils ntp auth symmetric-key status - NTP認証のステータスを表示する

admin:utils ntp auth symmetric-key status
10.77.32.92 : NTP authentication is failed. Please check the NTP authentication Key
ID and Symmetric Key entered is correct. To update, disable and reenable authentication
for this NTP server.
10.77.32.78 : NTP Authentication is disabled.

ind assid status conf reach auth condition last_event cnt
===========================================================
1 31609 c02c yes no bad reject 2
2 31610 803a yes no none reject sys_peer 3

utils ntp auth auto-key
utils ntp auth auto-key {enable | disable | status}

このコマンドは、選択した NTPサーバの認証を有効または無効にするのに役立ちます。認証
はクライアントキーに基づいて行われます。また、ntpサーバの認証ステータスを確認するこ
ともできます。

Unified CommunicationManagerで共通基準モードを有効にしている場合にのみ、NTPサーバで
IFF IDスキームを使用して PKIベースの認証を設定できます。

（注）

Unified Communications Managerでは、対称キーまたは PKIベースの NTP認証のいずれかを有
効にできます。

PKI対応サーバで対称キーを有効にしようとすると、次の警告メッセージが表示されます。

Autokeyを使用したNTP認証が現在有効になっており、対称キーを有効にする前に無効にする
必要があります。（NTP authentication using Autokey is currently enabled andmust be disabled before
the symmetric key is enabled.）コマンド「utils ntp auth auto-key disable」を使用してNTP認証を無
効にしてから、このコマンドを再試行してください。（Use the command 'utils ntp auth auto-key
disable' to disable NTP authentication, then retry this command.）

警告
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対称キー対応サーバで Autokeyを有効にしようとすると、次の警告メッセージが表示されま
す。

対称キーを使用するNTP認証が現在有効になっており、Autokeyを有効にする前に無効にする
必要があります。（NTP authentication using symmetric key is currently enabled and must be disabled
before Autokey is enabled.）コマンド「utils ntp auth symmetric-key disable」を使用してNTP認証を
無効にしてから、このコマンドを再試行してください。（Use the command 'utils ntp auth
symmetric-key disable' to disable NTP authentication, then retry this command.）

警告

NTPサーバには ntpバージョン 4と rpmバージョン ntp-4.2.6p5-1.el6.x86_64.rpm以上が必要で
す。

（注）

構文の説明 説明パラメー

タ

利用可能なサーバのリストから NTPサーバの 1つを選択し、認証を有効にしま
す。

enable

PKI認証が有効なNTPサーバのリストからNTPサーバの 1つを選択し、認証を無
効にします。

disable

リストされているすべての NTPサーバの認証ステータスを表示します。status

使用上のガイドライン NTP認証を有効にすると、NTPサーバの認証用に IFFクライアントキーを入力するように求
められます。クライアントキーが正常にアップロードされると、UnifiedCommunicationsManager
パブリッシャノード上の NTPサービスが再起動されます。Unified Communications Managerと
NTPサーバー間の認証が有効化されていることを示します。

• Unified Communications Managerをインストールまたはアップグレードした後、NTPサー
バ認証を設定できます。

• CLI実行中に「Ctrl-C」キーを押して実行を終了しないでください。

（注）

要件

コマンド権限レベル::レベル 1はすべてのコマンドを実行できます。レベル 0はステータスコ
マンドのみ実行できます。

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager
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admin:utils ntp auth auto-key enable-NTP認証を有効にする

1: 10.78.83.146
2: 10.77.46.203
3: 10.77.32.92

Select the server for which auto-key based NTP authentication is to be enabled (Enter q
to exit):2

Enter the IFF client key for the 10.77.46.203:

# ntpkey_iffpar_ccm203.3705887848
# Thu Jun 8 10:47:28 2017

-----BEGIN PRIVATE KEY-----
MIGzAgEAMIGoBgcqhkjOOAQBMIGcAkEA4r3EkDFdP05QSpzVpGHnZN3JgOkW0Ch9
erxLB7zSxrwNdnDIlWg5bUhZZWKZceQd/nyD6FLpZNFrpHnylkBUgQIVAJEjgjZM
r2aaMGSN5x2yUmhT4MqNAkBp2gkQNi8sluLre0YKyc+kdICiRkEK2jKwBETXs7Mh
aEd/c4DQnZkd5U9gco4v9zPpsfPOqftvymVyVmRyKX0NBAMCAQE=
-----END PRIVATE KEY-----
The Client key does not match the hostname of the selected NTP server. This could be
because a DNS server is not configured or the DNS entry for this host is not present.
Please verify the client key uploaded corresponds to the selected NTP server and that
the DNS configuration is correct.
Do you want to continue with this operation?<yes/no>:
Client key uploaded succesfully
Restarting NTP service.
Please run 'utils ntp auth auto-key status' to check the status of NTP authentication.

DNSサーバが選択した NTPサーバのホスト名を解決でき、提供されたクライアント
キーのホスト名と一致する場合、上記のユーザ警告プロンプトは表示されません。

（注）

admin:utils ntp auth auto-key status - NTP認証が有効になっている場合のステータスを表
示します

1.10.78.83.146 : NTP Authentication is disabled.
2.10.77.46.203 : NTP Authentication is enabled.
3.10.77.32.92 : NTP Authentication is disabled.
Select the server for which auto-key based NTP authentication details is to be displayed
(Enter q to exit):
2

NTP public certificate:
# ntpkey_RSA-SHA1cert_ccm-90.3708840303
# Wed Jul 12 14:55:03 2017
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zCD1OqNJXsCPsxyofSDuT/+pxvVxGXlcIpmDa2tieEUcdSvaGxol+ABhOO8YI6uf
bHNUCdjNSYbF6W0LMs643VSlNEUmBE4Tp+YWpLgbmXDXGa1wHlog5fZfnywk161J
n34asWwWmR467WADnPBfMJDWzU1GMceh1lXQ/gbYYX3+rpileAZF6x9Z/goexhNc
L4WyzBrlR7iueJ1wYdFZ5THXOat3bxWMWU4fDzqTWA7G9hpP6w==
-----END CERTIFICATE-----

Client Key:
# ntpkey_iffpar_ccm203.3705887848
# Thu Jun 8 10:47:28 2017

-----BEGIN PRIVATE KEY-----
MIGzAgEAMIGoBgcqhkjOOAQBMIGcAkEA4r3EkDFdP05QSpzVpGHnZN3JgOkW0Ch9
erxLB7zSxrwNdnDIlWg5bUhZZWKZceQd/nyD6FLpZNFrpHnylkBUgQIVAJEjgjZM
r2aaMGSN5x2yUmhT4MqNAkBp2gkQNi8sluLre0YKyc+kdICiRkEK2jKwBETXs7Mh
aEd/c4DQnZkd5U9gco4v9zPpsfPOqftvymVyVmRyKX0NBAMCAQE=
-----END PRIVATE KEY-----
admin:

admin:utils ntp auth auto-key disable-NTP認証を無効にする

The List of NTP servers Configured:
1. 10.77.46.203
Enter the NTP server in which the authentication needs to be disabled(Enter q to exit):
1
NTP authentication has been disabled on 10.77.46.203
Restarting NTP
admin:

utils ntp server add
このコマンドは、指定された NTPサーバを最大 5台追加します。

utils ntp server adds1[s1s2s3s4s5][norestart]

構文の説明 説明パラメー

タ

NTPサーバを指定します。s1...

サーバを追加した後、NTPサービスが再起動されなくなります。norestart

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン norestartを使用する場合、変更を有効にするには NTPサービスを明示的に再起動する必要が
あります。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager
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例:誤ったコマンドラインパラメータでサーバを追加しようとする

admin: admin:utils ntp server add s1 s2 s3 s4 s5 s6 s7 s8
Incorrect number of parameters entered for add
usage: utils ntp server add s1 [s2 s3 s4 s5] [norestart]

例:サーバを指定せずに norestartを使用してサーバを追加しようとする

admin: utils ntp server add s1 s2 s3 s4 s5 s6 s7 s8
Incorrect number of parameters entered for add
usage: utils ntp server add s1 [s2 s3 s4 s5] [norestart]

例: norestartなしでサーバを追加する

admin: utils ntp server add clock1.cisco.com clock2.cisco.com
clock1.cisco.com : added successfully.
clock2.cisco.com : added successfully.
Restarting NTP on the server.

例: norestartを使用せずに、すでに追加されているサーバを追加する

admin: utils ntp server add clock1.cisco.com clock2.cisco.com
clock1.cisco.com : [The host has already been added as an NTP server.]
clock2.cisco.com : [The host has already been added as an NTP server.]

例: norestartなしで自分自身にサーバを追加する

admin: utils ntp server add bglr-ccm26
bglr-ccm26 : [This server cannot be added as an NTP server.]

例: norestartなしでアクセスできないサーバを追加する

admin: utils ntp server add clock3.cisco.com
clock3.cisco.com : [ Inaccessible NTP server. Not added. ]

例: norestartを使用したサーバの追加

admin: utils ntp server add ntp01-syd.cisco.com ntp02-syd.cisco.com clock.cisco.com
norestart
ntp01-syd.cisco.com : added successfully.
ntp02-syd.cisco.com : added successfully.
clock.cisco.com : added successfully.
The NTP service will need to be restarted for the changes to take effect.

例:すでに 5台のサーバが構成されている場合のサーバの追加

admin:utils ntp server add clock3.cisco.com
The maximum permissible limit of 5 NTP servers is already configured.

utils ntp server delete
このコマンドは、設定されている NTPサーバを削除します。

utils ntp server delete
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コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、構成されたネットワークタイムプロトコル (NTP)サーバまたは
複数の NTPサーバを削除できます。削除するサーバを選択すると、NTPサービスを再起動す
るかどうかを指定するように求められます。いいえを選択した場合、サーバの削除後に NTP
サービスは再起動されません。

少なくとも 1つの NTPサーバを設定する必要があります。したがって、NTPサーバが 1つし
か設定されていない場合は、その NTPサーバを削除することはできません。すべての NTP
サーバを削除するオプションを選択した場合、NTPサーバは上から順に削除され、リストの最
後の NTPサーバは削除されません。このプロセスは、 utils ntp configまたは utils ntp

status の実行中に従う上から下への順序と似ています。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager

例:誤ったコマンドラインパラメータを使用してサーバを削除する

admin: utils ntp server delete clock1.cisco.com clock2.cisco.com
Incorrect number of optional parameters entered for delete
usage: utils ntp server delete

例: NTPを再起動して単一サーバーを削除する

admin: utils ntp server delete
1: clock1.cisco.com
2: clock2.cisco.com
3: ntp01-syd.cisco.com
4: ntp02-syd.cisco.com
5: clock.cisco.com
a: all
q: quit

Choice: 1

Restart NTP (y/n): y

clock1.cisco.com will be deleted from the list of configured NTP servers.
Continue (y/n)?y

clock1.cisco.com : deleted successfully.
Restarting NTP on the server.

例: NTPを再起動せずにすべてのサーバを削除する

admin: utils ntp server delete
1: clock1.cisco.com
2: clock2.cisco.com
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3: ntp01-syd.cisco.com
4: ntp02-syd.cisco.com
5: clock.cisco.com
a: all
q: quit

Choice: a

Restart NTP (y/n): n

This will result in all the configured NTP servers being deleted.
Continue (y/n)?y

clock1.cisco.com : deleted successfully.
clock2.cisco.com : deleted successfully.
ntp01-syd.cisco.com : deleted successfully.
ntp02-syd.cisco.com : deleted successfully.
clock.cisco.com : [The NTP server was not deleted. At least one NTP server is required.]
The NTP service will need to be restarted for the changes to take effect.

例:サーバーが設定されていない場合にすべてのサーバーを削除する

admin: utils ntp server delete
There are no NTP servers configured to delete.

utils ntp config
このコマンドは、NTPクライアントとサーバの現在の構成を表示します。

潜在的な互換性、精度、およびネットワークジッタの問題を回避するには、プライマリノー

ドに指定する外部 NTPサーバは NTP v4 (バージョン 4)にする必要があります。
（注）

utils ntp config

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils ntp restart
このコマンドは NTPサービスを再起動します。

utils ntp restart
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils ntp server list
このコマンドはすべての NTPサーバを一覧表示します。

utils ntp server list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

utils ntp start
このコマンドは、NTPサービスがまだ実行されていない場合に NTPサービスを開始します。

コマンドラインインターフェイスから NTPサービスを停止することはできません。utils ntp
statusコマンドが停止（stopped）を返す場合は、このコマンドを使用します。

（注）

utils ntp start

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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utils ntp status
このコマンドは、NTPの現在のステータスを表示します。

utils ntp status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド特権レベル:

アップグレード中の許可:

適用対象: Unified CommunicationsManagerおよび IM and Presence Service Unified Communications
Manager。

utils os kerneldump
このコマンドは、カーネルクラッシュダンプメカニズムを提供するように kerneldumpを構成
します。カーネルは、カーネルクラッシュが発生した場合にダンプをローカルディスクにキャ

プチャします。

Netdumpコマンドはリリース 8.6 (1)から削除され、kerneldumpコマンドに置き換えられまし
た。

（注）

utils os kerneldump {enable | disable}

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン カーネルクラッシュが発生した場合、キャプチャカーネルはサーバのローカルディスクにコ

アをダンプします。プライマリカーネルは、キャプチャカーネルが起動に使用する 128 MB
の物理メモリを予約します。カーネルダンプは、カーネルがクラッシュするたびに、 kexecコ
マンドを使用してキャプチャカーネルを起動します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection
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例

admin: utils os kerneldump enable
***************WARNING*******************
Enabling kerneldump requires system reboot
Would you like to boot the machine (y/n):y
kerneldump enable operation succeeded
System going for a reboot

utils os kerneldump ssh
このコマンドは、外部 SSHサーバを有効化、無効化、またはステータスを表示します。

utils os kerneldump ssh {enable | disable | status}

構文の説明 説明パラメー

タ

カーネルダンプを実行するためのカーネルダンプサーバとして外部 SSHサーバ
を設定します。

enable

カーネルダンプを収集するように構成された外部 SSHサーバのサポートを削除
します。

disable

カーネルダンプを収集するために外部 SSHサーバが構成されているかどうかを
示します。

status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 外部 SSHサーバでカーネルダンプサービスが有効になっていて、カーネルクラッシュが発生
した場合、キャプチャカーネルは、ダンプを収集するように設定されている外部サーバにコア

をダンプします。カーネルダンプを有効または無効にするには、変更を有効にするためにシス

テムを再起動する必要があります。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

例

admin: utils os kerneldump ssh disable 10.77.31.60
Disabling kerneldump requires system reboot
Would you like to continue (y/n): y
kerneldump disable operation succeeded
System going for a reboot
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utils os kerneldump status
このコマンドは、kdumpサービスのステータスを表示します。

utils os kerneldump status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils os secure
このコマンドは、selinuxによって提供されるセキュリティレベルを指定するために使用され
ます。

utils os secure {enforce | permissive | status}

構文の説明 説

明

パラメー

タ

enforce

permissive

status

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン Selinuxはレート制限を処理しないことに注意してください。レート制限は、ipprefsおよび ip
テーブルによって処理されます。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service
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utils os secure dynamic-policies compile
このコマンドは、動的ポリシーの下で記録された拒否を解決する selinuxポリシーモジュール
と型強制を生成します。

utils os secure dynamic-policies compileポリシー名

構文の説明 説明パラメー

タ

selinuxポリシーモジュールのコンパイルと型強制が行われる動的ポリシー名を入
力します。

policy
name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

utils os secure dynamic-policies list
このコマンドは、すべてのオペレーティングシステムの動的ポリシーとそのステータスを一覧

表示します。

utils os secure dynamic-policies list

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service
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utils os secure dynamic-policies load
このコマンドは、動的ポリシーの selinuxポリシーモジュールを selinuxにロードします。この
コマンドは、動的ポリシーで記録された拒否が再発するのを防ぐ新しいルールを selinuxに適
用します。

utils os secure dynamic-policies loadポリシー名

構文の説明 説明パラメー

タ

selinuxにロードされていない、生成された selinuxポリシーモジュールを持つ動
的ポリシー名を入力します。

policy
name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

utils os secure dynamic-policies remove
このコマンドは、オペレーティングシステムから動的ポリシーのすべてのデータを削除しま

す。データには、selinuxからのポリシーモジュールのアンロード、生成されたポリシーモ
ジュール、タイプ強制、記録された拒否、およびデルタログの削除が含まれます。

utils os secure dynamic-policies removeポリシー名

構文の説明 説明パラメー

タ

不要または完全に不要になった動的ポリシー名を入力します。policy
name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

utils os secure dynamic-policies show
このコマンドは、動的ポリシーの生成された selinuxポリシーモジュールをロードすることに
よって導入されるルールを表示します。コンパイルが成功したらこのコマンドを実行して、

ロードされるルールが安全であることを確認します。

utils os secure dynamic-policies showポリシー名

構文の説明 説明パラメー

タ

ルールを表示する動的ポリシー名を入力します。policy
name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

utils os secure dynamic-policies start-recording
このコマンドは、selinux拒否の記録を開始し、それらを新しい動的ポリシーの下に整理しま
す。

•このコマンドは、システムを許可モードに設定します。

•動的ポリシーはノードごとに生成されます。制限として、これらのポリシーはエクスポー
トまたはインポートできません。この制限には次の利点があります。

•セキュリティの脆弱性を引き起こす可能性のある外部および署名されていないポリ
シーモジュールが selinuxに読み込まれるのを防ぎます。

•異なる設定を持つ Unified Communications Managerクラスタ間でのポリシーモジュー
ルの転送を防止します。

（注）
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utils os secure dynamic-policies start-recordingポリシー名

構文の説明 説明パラメー

タ

selinux拒否と将来のポリシーデータが整理される動的ポリシー名を入力します。policy
name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

utils os secure dynamic-policies stop-recording
このコマンドは、動的ポリシーの selinux拒否の記録を停止します。このコマンドは、システ
ムを元の強制モード（許可モードまたは強制モード）に戻します。このログは、記録の開始か

ら終了までの間に発生したすべての selinux拒否のデルタログを生成します。

デルタログに新しい拒否がない場合、このコマンドは失敗します。その後、動的ポリシーは消

去され、このコマンドを再度使用する必要があります。

（注）

utils os secure dynamic-policies stop-recordingポリシー名

構文の説明 説明パラメー

タ

記録を停止する動的ポリシー名を入力します。policy
name

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service
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Utils PlatformWebAccessを無効にする
SSOが有効な場合に、Cisco OS管理およびディザスタリカバリシステムアプリケーションへ
のユーザサインインを制限するには、このコマンドを使用します。

utils PlatformWebAccess disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils PlatformWebAccess enable
このコマンドを使用して、Cisco OS管理およびディザスタリカバリシステムアプリケーショ
ンへのユーザサインインを有効にします。

utils PlatformWebAccess enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

Utils PlatformWebAccessステータス
このコマンドを使用して、システムのWebアクセスのステータス（Cisco OS管理およびディ
ザスタリカバリシステムアプリケーションに対してプラットフォームのWebアクセスが有効
になっているか無効になっているか）を表示します。

utils PlatformWebAccess status

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils processCoreDumps disable
このコマンドは、プロセスのコアダンプを無効にします。

utils processCoreDumps disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils processCoreDumps enable
このコマンドは、プロセスのコアダンプを有効にします。

utils processCoreDumps enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils processCoreDumps status
このコマンドは、kdumpサービスのステータスを表示します。

utils processCoreDumps status
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils remote_account create
このコマンドはリモートアカウントを作成します。

utils remote_account create

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン リモートアカウントは、指定されたアカウントの有効期間中、Cisco Systemsのサポート担当
者がシステムにアクセスできるようにするパスフレーズを生成します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils remote_account disable
このコマンドを使用すると、リモートアカウントを無効にすることができます。

utils remote_account disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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utils remote_account enable
このコマンドを使用すると、リモートアカウントを有効にすることができます。

utils remote_account enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン 一度に有効にできるリモートアカウントは 1つだけです。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils remote_account status
このコマンドを使用すると、リモートアカウントのステータスを確認できます。

utils remote_account status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils remotesyslog set protocol tcp
このコマンドは、システム上のリモート syslogサーバとの通信プロトコルを TCPに設定しま
す。変更を有効にするには、ノードを再起動します。

utils remotesyslog set protocol tcp

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils remotesyslog set protocol udp
このコマンドは、システム上のリモート syslogサーバとの通信プロトコルを UDPとして設定
します。変更を有効にするには、ノードを再起動します。

utils remotesyslog set protocol udp

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils remotesyslog set protocol tls
このコマンドは、システム上でリモートsyslogサーバとの通信プロトコルをトランスポート層
セキュリティ (TLS) 1.2または 1.3に設定します。TLSにより、Unified CommunicationsManager
と IM and Presence Serviceは syslogサーバーとの安全な接続を確立できます。これにより、
Unified Communications Managerと IMおよびプレゼンスサービスは Common Criteriaガイドラ
インに準拠できるようになります。

TLS 1.3は、リリース 15SU2以降、このエンタープライズで提供されます。（注）

• syslogサーバーが最低限の TLSバージョン（1.2 または 1.3）をサポートしていることを
確認します。

•コモンクライテリアモードでは、厳密なホスト名検証が使用されます。そのため、証明
書と一致する完全修飾ドメイン名（FQDN）でサーバーを設定する必要があります。

（注）
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変更を有効にするには、ノードを再起動します。

utils remotesyslog set protocol tls

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Managerの IM and
Presence Service

セキュリティ証明書をSyslogサーバからUnifiedCommunicationsManagerおよび IMandPresence
Service上の tomcat信頼ストアにアップロードする必要があります。

utils remotesyslog show protocol
このコマンドは、システム上のリモート syslogサーバとの通信プロトコルが TCPか UDPかを
表示します。

utils remotesyslog show protocol

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils reset_application_ui_administrator_name
このコマンドは、アプリケーションユーザインターフェイスの管理者名をリセットします。

utils reset_application_ui_administrator_name

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils reset_application_ui_administrator_password
このコマンドは、アプリケーションユーザインターフェイスの管理者パスワードをリセット

します。

IM and Presenceノードのパスワードを変更する場合は、管理者パスワードをリセットする前
に、すべての IM and Presenceノードの Cisco Presence Engineサービスを停止します。パスワー
ドをリセットした後、すべてのノードでCisco Presence Engineサービスを再起動します。PEが
停止されるとプレゼンスの問題が発生する可能性があるため、このタスクはメンテナンス中に

実行してください。IMおよびプレゼンスノードからパスワードを変更する場合は、新しいパ
スワードがUnified CommunicationManagerの現在の管理者パスワードと同じであることを確認
してください。

（注）

utils reset_application_ui_administrator_password

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils restore_application_ui_administrator_account
このコマンドは、アプリケーションユーザインターフェイス管理者アカウントを復元します。

utils restore_application_ui_administrator_account

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection
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utils rosters list limited
無効なウォッチャーと無効なコンタクトの数を取得するには、データベースパブリッシャー

ノードでこのコマンドを実行します。合計数は CLIに表示されます。

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドはメンテナンス期間中にのみ実行することをお勧めします。このコマンドは無効

なレコードの数のみをリストし、詳細はリストしません。無効なレコードの詳細については、

utils rosters list [ watchers | contacts | full ]を試してください。

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: IMおよびプレゼンスサービス

utils rosters list full
このコマンドをデータベースパブリッシャーノードで実行すると、すべての無効なウォッ

チャーと無効な連絡先の詳細がファイルに書き込まれます。このコマンドは、CLIで合計数も
表示します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドはメンテナンス期間中にのみ実行することをお勧めします。

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: IMおよびプレゼンスサービス

utils rosters list watchers
データベースパブリッシャーノードでこのコマンドを実行すると、クラスター内のすべての

無効なウォッチャーの詳細がファイルに書き込まれます。無効な連絡先の合計数もCLIに表示
されます。

コマンドモード 管理者 (admin:)
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使用上のガイドライン このコマンドは、メンテナンスウィンドウ中にのみ実行することをお勧めします。実行中は、

進行状況が CLIとログファイルに表示されます。

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: IMおよびプレゼンスサービス

utils rosters list contacts
データベースパブリッシャーノードでこのコマンドを実行すると、クラスター内のすべての

無効な連絡先の詳細がファイルに書き込まれます。無効な連絡先の合計数もCLIに表示されま
す。

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドはメンテナンス期間中にのみ実行することをお勧めします。

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: IMおよびプレゼンスサービス

utils rosters delete
IMおよびプレゼンスクラスタ内のすべての無効なウォッチャーと無効な連絡先を削除するに
は、データベースパブリッシャーノードでこのコマンドを実行します。

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、メンテナンスウィンドウ中にのみ実行することをお勧めします。実行中は、

進行状況が CLIとログファイルに表示されます。

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中の可能:なし

適用対象: IMおよびプレゼンスサービス
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utils sipOAuth-mode
このコマンドは、クラスター内のSIPOAuthモードを有効/無効にするために使用されます。有
効にすると、Unified Communication Managerは、SIP OAuth登録モードを使用するように設定
された安全なデバイスからの OAuthトークンを使用した SIP登録を受け入れます。

utils sipOAuth-mode {enable | disable}

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン

このコマンドは、Unified CommunicationManagerパブリッシャーノードでのみ実行する必要が
あります。

SIPOauthモードを有効化/無効化した後、Cisco CallManagerサービスが実行されているクラス
タ内のすべてのノードで Cisco CallManagerサービスを再起動する必要があります。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 4

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager

例

admin:utils sipOAuth-mode enable
SIP OAuth mode enabled.
Please restart the Cisco CallManager service on all nodes in the cluster where it is
running.

例

admin:utils sipOAuth-mode disable
SIP OAuth mode disabled.
Please restart the Cisco CallManager service on all nodes in the cluster where it is
running.

utils scheduled-task disable
このコマンドは、スケジュールされたタスクを無効にします。

utils scheduled-task disablescheduled-task
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構文の説明 説明パラメータ

無効にする必要があるタスクの名前を入力します。scheduled-task

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils scheduled-task enable
このコマンドは、スケジュールされたタスクを有効にします。

utils scheduled-task enablescheduled-task

構文の説明 説明パラメータ

有効にする必要があるタスクの名前を入力します。scheduled-task

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils scheduled-task list
このコマンドは、スケジュールされたすべてのタスクを一覧表示します。

utils scheduled-task list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0
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アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils set urlpattern disable
このコマンドは URLパターンを無効にし、 zzz20_product_profile.shファイルを変更
します。URLパターンが無効にされた後、このコマンドは次の行を追加します。
export TOMCAT_EXCLUDE_URLPATTERNS="/ucmuser"

utils set urlpattern disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils set urlpattern enable
このコマンドは URLパターンを有効にし、 zzz20_product_profile.shファイルを変更
します。URLパターンが有効になると、このコマンドは次の行を追加します。
export TOMCAT_EXCLUDE_URLPATTERNS=""

utils set urlpattern enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection
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utils service
このコマンドは、サービスをアクティブ化、非アクティブ化、開始、停止、または再起動しま

す。

utils service {activate | deactivate | start | stop | restart}サービス名

構文の説明 説明パラメー

タ

影響を与えるサービスの名前を表します。例:

•システム NTP

•システム SSH

•サービスマネージャー

• Cisco DB

• Cisco Database Layer Monitor

• Cisco Unified Serviceability

このリストは網羅的なものではありません。ノードのサービスの完全なリストを

表示するには、次のコマンドを入力します: utils service list

（注）

スタンドアロン Cisco Prime License Managerの Cisco Tomcatサービスを再起動す
る場合は、次のコマンドを実行するか、サーバを再起動します:utils service restart
Cisco Prime LM Server。

サービス

名

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils service list
このコマンドは、すべてのサービスのリストを取得します。

utils service list[page]
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構文の説明 説明パラメー

タ

出力を一度に1ページずつ表示します。[page]

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service

utils service auto-restart
このコマンドは、指定されたサービスを開始または停止します。

utils service auto-restart {enable | disable | show}
service-name

構文の説明 説明パラメータ

自動再起動を開始します。enable

自動再起動を停止します。disable

サービスのステータスを表示

します。

show

開始、停止、または表示する

サービスの名前を表します。

•システム NTP

•システム SSH

•サービスマネージャー

• Cisco DB

• Cisco Tomcat

• Cisco Database Layer
Monitor

• Cisco Unified Serviceability

サービス名
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils service start
このコマンドはサービスを開始します。

utilsservicestart

構文の説明 説明パラメー

タ

サービスの名前を入力します。複数の単語で構成できます。サービス

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

utils service stop
このコマンドはサービスを停止します。

utilsservicestop

構文の説明 説明パラメー

タ

サービスの名前を入力します。複数の単語で構成できます。サービス

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection

utils snmp config 1/2c community-string
この対話型コマンドは、コミュニティ文字列を追加、削除、一覧表示、または更新します。

utils snmp config 1/2c community-string {add | delete | list | update}

構文の説明 説明パラメー

タ

新しいコミュニティ文字列を追加します。add

コミュニティ文字列を削除します。delete

すべてのコミュニティ文字列を一覧表示します。list

コミュニティ文字列を更新します。update

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムはパラメータの入力を要求します。

構成の変更を有効にするために、SNMPマスターエージェントサービスが再起動されます。
実行後、再起動が完了するまでコマンドを中止しないでください。サービスの再起動中にコマ

ンドが中止された場合は、 utils service list を使用して「SNMP マスター エージェント」のサービス

ステータスを確認してください。サービスがダウンしている場合は、 utils service start SNMP

Master Agent を使用して起動します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp config 1/2c inform
この対話型コマンドは、インフォーム通知の宛先を追加、削除、リスト、または更新します。
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utils snmp config 1/2c inform {add | delete | list | update}

構文の説明 説明パラメー

タ

通知先を追加します。add

通知先を削除します。delete

すべての通知先を一覧表示します。list

通知先を更新します。update

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp config 1/2c trap
この対話型コマンドはトラップ通知に影響します。

utils snmp config 1/2c trap {add | delete | list | update}

構文の説明 説明パラメー

タ

設定された v1/2cコミュニティ文字列に関連付けられた新しい v1/2cトラップ通
知の宛先を追加します。

add

既存の v1/2cトラップ通知先の構成情報を削除します。delete

現在設定されている v1/2cトラップ通知を一覧表示します。list

既存の v1/2cトラップ通知先の構成情報を更新します。update

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection
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utils snmp config 3 inform
この対話型コマンドは、v3インフォーム通知に影響します。

utils snmp config 3 inform {add | delete | list | update}

構文の説明 説明パラメー

タ

設定された v3ユーザ名に関連付けられた新しい v3インフォーム通知の宛先を追
加します。

add

既存の v3インフォーム通知先の構成情報を削除します。delete

現在設定されている v3インフォーム通知を一覧表示します。list

既存の v3インフォーム通知先の構成情報を更新します。update

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムはパラメータの入力を要求します。

構成の変更を有効にするために、SNMPマスターエージェントサービスが再起動されます。
実行後、再起動が完了するまでコマンドを中止しないでください。サービスの再起動中にコマ

ンドが中止された場合は、 utils service list を使用して「SNMP マスター エージェント」のサービス

ステータスを確認してください。サービスがダウンしている場合は、 utils service start SNMP

Master Agent を使用して起動します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp config mib2
この対話型コマンドは、Mib2構成情報に影響します。

utils snmp config mib2 {add | delete | list | update}

構文の説明 説明パラメー

タ

Mib2構成情報を追加します。add
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説明パラメー

タ

Mib2構成情報を削除します。delete

Mib2構成情報を一覧表示します。list

Mib2構成情報を更新します。update

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムはパラメータの入力を要求します。

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp config 3 trap
この対話型コマンドはトラップ通知に影響します。

utils snmp config 3 trap {add | delete | list | update}

構文の説明 説明パラメー

タ

設定された v3ユーザ名に関連付けられた新しい v3トラップ通知の宛先を追加し
ます。

add

既存の v 3トラップ通知先の構成情報を削除します。delete

現在設定されている v3トラップ通知を一覧表示します。list

既存の v3トラップ通知先の構成情報を更新します。update

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムはパラメータの入力を要求します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい
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適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp config 3 user
この対話型コマンドは、v3ユーザ構成に影響します。

utils snmp config 3 user {add | delete | list | update}

構文の説明 説明パラメー

タ

v3認証とプライバシーパスワードを持つ新しい v3ユーザを追加します。add

既存の v3ユーザの構成情報を削除します。delete

現在設定されている v3ユーザを一覧表示します。list

既存の v3ユーザの構成情報を更新します。update

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン システムはパラメータの入力を要求します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp get
この対話型コマンドは、指定されたMIB OIDの指定されたバージョンを使用して SNMPデー
タを取得します。

utils snmp getバージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定しま
す。可能な値は1、2c、または
3です。

バージョン

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
392

Utilsコマンド
utils snmp config 3 user



説明パラメータ

SNMPコミュニティ文字列を
指定します。

コミュニティ

サーバの IPv4/IPv6アドレスを
指定します。ローカルホスト

を指定するには、127.0.0.0と
入力します。クラスター内の

別のノードの IPv4/IPv6アドレ
スを入力して、そのノードで

コマンドを実行できます。

ip-address

取得する SNMPオブジェクト
ID (OID)を指定します。

object

コマンド出力を保存するファ

イルを指定します。

ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン MIB内の特定の OID (リーフ)に対してコマンドを実行すると、MIBの値が取得されます。た
とえば、システムの稼働時間を取得するには: iso.3.6.1.2.1.25.1.1.0 = Timeticks: (19836825)

2 days, 7:06:08.25

リモートホストの IPv4/IPv6アドレス を指定すると、コマンドはリモートホスト上で実行さ
れます。

IPv4/IPv6アドレスは必須です。ドメイン名は使用できません。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp get 1
このコマンドは、指定されたMIBOIDのバージョン1を使用してSNMPデータを取得します。

utils snmp get 1バージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。可能な値は 1、2c、または 3です。バージョン
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説明パラメータ

SNMPコミュニティ文字列を指定します。コミュニ

ティ

サーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。ローカルホストを指定するには、
127.0.0.0と入力します。クラスター内の別のノードの IPv4/IPv6アドレスを入力
して、そのノードでコマンドを実行できます。

ip-address

取得する SNMPオブジェクト ID (OID)を指定します。object

コマンド出力を保存するファイルを指定します。ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp get 2c
このコマンドは、指定されたMIB OIDのバージョン 2cを使用して SNMPデータを取得しま
す。

utils snmp get 2cバージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。可能な値は 1、2c、または 3です。バージョン

SNMPコミュニティ文字列を指定します。コミュニ

ティ

サーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。ローカルホストを指定するには、
127.0.0.0と入力します。クラスター内の別のノードの IPv4/IPv6アドレスを入力
して、そのノードでコマンドを実行できます。

ip-address

取得する SNMPオブジェクト ID (OID)を指定します。object

コマンド出力を保存するファイルを指定します。ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp get 3
このコマンドは、指定されたMIB OIDの SNMPデータを取得します。

utils snmp get 3バージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。可能な値は 1、2c、または 3です。バージョン

SNMPコミュニティ文字列を指定します。コミュニ

ティ

サーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。ローカルホストを指定するには、
127.0.0.0と入力します。クラスター内の別のノードの IPv4/IPv6アドレスを入力
して、そのノードでコマンドを実行できます。

ip-address

取得する SNMPオブジェクト ID (OID)を指定します。object

コマンド出力を保存するファイルを指定します。ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp hardware-agents
このコマンドは、サーバ上の SNMPエージェントに影響します。

utils snmp hardware-agents {status | start | stop | restart}

Cisco Unified Communicationsソリューション向けコマンドラインインターフェイスリファレンスガイドリリース 14および SU
395

Utilsコマンド
utils snmp get 3



構文の説明 説明パラメー

タ

ハードウェアのベンダーによって提供されるSNMPエージェントのステータスを
表示します。

（注）

このコマンドでは、ステータスを提供するエージェントのみが表示されます。す

べてのハードウェアエージェントがステータスを提供するわけではありません。

status

ハードウェアベンダーによって提供されるすべての SNMPエージェントを停止
します。

stop

ハードウェアのベンダーによって提供されたすべてのSNMPエージェントを再起
動します。

restart

ハードウェアのベンダーによって提供されるすべてのSNMPエージェントを起動
します。

start

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils snmp test
このコマンドは、サンプルアラームをローカル syslogとリモート syslogに送信します。

utils snmp test

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection
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例

admin: admin:utils snmp test

Service Manager is running

Test SNMP Trap starts with Local Host Name, Specify a Remote Sever Name to test Remote
Syslog

TestAlarmInformational sent [Returncode=0]

TestAlarmEmergency sent [Returncode=0]

TestAlarmAlert sent [returncode=0]

TestAlarmCritical sent [Returncode=0]

TestAlarmDebug sent [Returncode=0]

TestAlarmNotice sent [Returncode=0]

TestAlarmWarning sent [Returncode=0]

TestAlarmError sent [Returncode=0]

TestAlarmWindows sent [Returncode=0]

Message from syslogd@ipcbu-plat44 at Sat Jul 17 03:56:11 2010 ...

ipcbu-plat44 local7 0 : 1: ipcbu-plat44.blr.eng: Jul 16 2010 22:26:11.53 UTC :

%UC_-0-TestAlarmEmergency: %[AppID=Cisco CallManager][ClusterID=][NodeID=ipcbu-plat44]:

Testing EMERGENCY_ALARM

utils snmp walk
この対話型コマンドは、指定された OIDから始まります。指定されたバージョンを使用して
SNMP MIBを調査します。

utils snmp walkバージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。可能な値は 1、2c、または 3です。バージョン

SNMPコミュニティ文字列を指定します。コミュニ

ティ

サーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。ローカルホストを指定するには、
127.0.0.0と入力します。クラスター内の別のノードの IPv4/IPv6アドレスを入力
して、そのノードでコマンドを実行できます。

ip-address

ウォークする SNMPオブジェクト ID（OID）を指定します物体

コマンド出力を保存するファイルを指定します。ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

例

以下の例では、 utils snmp config 1/2c community-stringコマンドを使用してコミュ

ニティ文字列が作成されます。

admin:utils snmp walk 1

ctrl-c: To quit the input.

Enter the community string:: public
Enter the ip address of the Server, use 127.0.0.1 for localhost.
Note that you need to provide the IP address, not the hostname.:: <enter the IP address
of your server>
The Object ID (OID):: iso.3.6.1.2.1.1.1.0
Enter parameter as "file" to log the output to a file. [nofile]::
This command may temporarily impact CPU performance.
Continue (y/n)?y
SNMPv2-MIB::sysDescr.0 = STRING: Linux release:3.10.0-1062.18.1.el7.x86_64 machine:x86_64
#####################################################################################################
utils snmp walk 2c -> same as utils snmp walk 1
#####################################################################################################
For the below example, user is created using
utils snmp config 3 user add

utils snmp walk 3
admin:utils snmp walk 3

ctrl-c: To quit the input.

Enter the user name:: test
Enter the authentication protocol [SHA]:: SHA
Enter the authentication protocol pass phrase:: ********
Enter the privacy protocol [AES128]:: AES128
Enter the privacy protocol pass phrase:: ********
Enter the ip address of the Server, use 127.0.0.1 for localhost.
Note that you need to provide the IP address, not the hostname.:: <enter the IP address
of your server>
The Object ID (OID):: iso.3.6.1.2.1.1.1.0
Enter parameter as "file" to log the output to a file. [nofile]::
This command may temporarily impact CPU performance.
Continue (y/n)?y
SNMPv2-MIB::sysDescr.0 = STRING: Linux release:3.10.0-1062.18.1.el7.x86_64 machine:x86_64
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utils snmp walk 1
この対話型コマンドは、SNMPバージョン 1を使用して、指定された OIDから始めて SNMP
MIBを調査します。

utils snmp walk 1バージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。可能な値は 1、2c、または 3です。バージョン

SNMPコミュニティ文字列を指定します。コミュニ

ティ

サーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。ローカルホストを指定するには、
127.0.0.0と入力します。クラスター内の別のノードの IPv4/IPv6アドレスを入力
して、そのノードでコマンドを実行できます。

ip-address

ウォークする SNMPオブジェクト ID（OID）を指定しますobject

コマンド出力を保存するファイルを指定します。ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp walk 2c
この対話型コマンドは、指定された OIDから始まる SNMPバージョン 2cを使用して SNMP
MIBを調べます。

utils snmp walk 2cバージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。可能な値は 1、2c、または 3です。バージョン

SNMPコミュニティ文字列を指定します。コミュニ

ティ
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説明パラメータ

サーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。ローカルホストを指定するには、
127.0.0.0と入力します。クラスター内の別のノードの IPv4/IPv6アドレスを入力
して、そのノードでコマンドを実行できます。

ip-address

ウォークする SNMPオブジェクト ID（OID）を指定しますobject

コマンド出力を保存するファイルを指定します。ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp walk 3
この対話型コマンドは、指定された OIDから始まる SNMP MIBを調べます。

utils snmp walk 3バージョン

構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。可能な値は 1、2c、または 3です。バージョン

SNMPコミュニティ文字列を指定します。コミュニ

ティ

ウォークする SNMPオブジェクト ID（OID）を指定しますobject

サーバの IPv4/IPv6アドレスを指定します。ローカルホストを指定するには、
127.0.0.0と入力します。クラスター内の別のノードの IPv4/IPv6アドレスを入力
して、そのノードでコマンドを実行できます。

ip-address

コマンド出力を保存するファイルを指定します。ファイル

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils soap realtimeservice test
このコマンドは、リモートサーバ上でいくつかのテストケースを実行します。

utils soap realtimeservice test[remote-ip]リモート httpsリモート httpsパスワード

構文の説明 説明パラメータ

テスト対象サーバの IPアドレスを指定します。リモート IP

SOAP APIにアクセスできるユーザ名を指定します。リモート httpsユー

ザ

SOAPAPIアクセス権を持つアカウントのパスワードを指定します。remote-https-password

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils sso
このコマンドは、SAML SSO認証に関する情報を提供します。

utils sso {enable | disable | status}

構文の説明 説明パラメー

タ

Cisco Unified CM管理内で SAML SSOを有効にできる場所を提供します。enable

SAML SSOベースの認証を無効にします。disable

SAML SSOのステータスを提供します。status

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

例

Admin: utils sso enable
*** W A R N I N G ***
SSO cannot be enabled using CLI command
=======================================================
To enable Cluster wide SAML SSO please access
Cisco Unified CM Administration Page->System->SAML Single Sign On

=======================================================

utils sso recovery-url
このコマンドは、SAML SSOベースの認証のリカバリ URLを有効または無効にします。

utils sso recovery-url {enable | disable}

構文の説明 説明パラメー

タ

SAMLSSOベースの認証のリカバリURLを有効にします。enable

SAMLSSOベースの認証のリカバリURLを無効にします。disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、 Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils system restart
このコマンドを使用すると、同じパーティション上のシステムを再起動できます。

utils system restart
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コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象:UnifiedCommunicationsManager、IMおよびプレゼンスサービスUnifiedCommunications
Manager、Cisco Unity Connection

utils system shutdown
このコマンドを使用すると、システムをシャットダウンできます。

utils system shutdown

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドには 5分間のタイムアウトがあります。システムが 5分以内にシャットダウンし
ない場合は、コマンドによって強制シャットダウンを実行するオプションが提供されます。

仮想マシンからサーバのシャットダウンおよび再起動が強制されると、ファイルシステムが破

損する可能性があります。

注意

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、 IMおよびプレゼンスサービス、 Unified
Communications Manager、 Cisco Unity Connection

utils system switch-version
このコマンドを使用すると、非アクティブなパーティションでシステムを再起動できます。

utils system switch-version

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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適用対象: Unified Communications Manager、 IMおよびプレゼンスサービス、 Unified
Communications Manager、 Cisco Unity Connection

utils system boot
このコマンドは、システムブート出力の送信先をリダイレクトします。

utils system boot {console | serial}

構文の説明 説明パラメータ

システムブート出力をコンソールにリダイレクトします。コンソール

システムブート出力をCOM1 (シリアルポート 1)にリダイレクトします。シリアル番

号:

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Managerおよび Cisco Unity Connection

utils system upgrade（リリース 14SU2）
このコマンドを使用すると、ローカルディレクトリとリモートディレクトリの両方からアッ

プグレードおよび Ciscoオプション (COP)ファイルをインストールできます。

utils system upgrade {initiate | cancel | status}

構文の説明 説明パラメータ

アクティブなアップグレードをキャンセルします。cancel

新しいアップグレードウィザードを開始するか、既存のアッ

プグレードウィザードの制御を引き継ぎます。

initiate

アップグレードのステータスを表示します。status

使用上のガイドライン

システムをアップグレードする前に、同じクラスタ内の任意のノードの既存の設定を追加、編

集、または変更する場合は、Unified CMパブリッシャユーザーインターフェイスで、[ソフト
ウェアアップグレード（SoftwareUpgrades）] > [クラスタソフトウェアの場所（ClusterSoftware
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Location）]メニューの順に選択します。リリース 14 SU2以降では、すべてのクラスターノー
ドのソフトウェアの場所の設定は、各クラスターノード上でローカルに管理されるのではな

く、パブリッシャーから集中管理されます。

ウィザードには、同じクラスター内のすべてのノードを構成するためのソフトウェアの場所の

詳細が表示されます。

•資格情報―アップグレードイメージが保存されているサーバの資格情報を表示します。

•アップグレードファイルソース -アップグレードファイルが保存されているサーバの場
所を表示します。ローカルソース（CDまたは DVD）からアップグレードできます。ま
た、FTPまたは SFTPを使用してリモートアップグレードファイルをダウンロードできま
す。また、キャンセル操作後にアップグレードを再開する場合は、ローカルイメージソー

スオプションを通じて以前にダウンロードしたアップグレードファイルを使用できます。

•ダウンロード後にアップグレードを続行する -アップグレードファイルのダウンロード後
にアップグレードを自動的に続行するかどうかを選択したオプションを示します (デフォ
ルト値は [はい])。自動アップグレードを選択した場合、チェックサムまたは SHAの詳細
は表示されません。[はい（Yes）]または [いいえ（No）]の値を設定していた場合は、そ
の設定はシステムに残ります。

•バージョンの切り替え -アップグレードが完了したら新しいバージョンに自動的に切り替
えるかどうかを選択するオプションが表示されます (デフォルト値は「いいえ」)。「yes」
を入力した場合、システムは新しいバージョンに切り替わり、アップグレードの完了後に

自動的にリブートします。値を「はい」または「いいえ」に設定した場合、設定はシステ

ムに残ります。

要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Manager上の IMおよ
びプレゼンスサービス。

例：

admin:utils system upgrade initiate

Warning: Do not close this window without first canceling the upgrade.
Warning: Before upgrading the cluster Cisco recommends installing the latest Upgrade
Readiness COP file. Refer to the Upgrade Guide on cisco.com for details.
Note: Below are the configurations used for the upgrade of current node.To review/modify
the configuration, navigate to Cisco unified OS Administration -> Software Upgrades ->
Cluster Software Location on publisher.

Source: Local Image
Continue with upgrade after download (yes/no): no
Switch-version server after upgrade [valid only for ISO] (yes/no): no

Do you want to continue with these settings (yes/no) [no]: yes

Checking for valid upgrades. Please wait...
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Available options and upgrades in "upgrade" directory:

1) UCSInstall_UCOS_14.0.1.11900-9000.iso
q) quit

Please select an option (1 - 1 or "q" ): 1
Accessing the file. Please wait...
Validating the file...

A system reboot is required when the upgrade process completes or is canceled. This
will ensure services affected by the upgrade process are functioning properly.
Note: system reboot may not be required for a COP file. Please follow the instructions
seen at the end of the COP installation.

Downloaded: UCSInstall_UCOS_14.0.1.11900-9000.iso
File version: 14.0.1.11900-9000
File checksum : (MD5): bc:43:e4:06:aa:cc:7d:a3:b1:2d:d7:ec:15:6e:eb:35

(SHA512):
a45055a8e3dcd4e060d14b82519f0f00f37b18e79c148bb12f617ac1d14408bfed4d3f708c101ec786379cb1dcea196f090cabb764fa17e8aa55719e617547ef

Automatically switch versions if the upgrade is successful (yes/no): no

Start installation (yes/no): yes

例：

admin:utils system upgrade initiate

Warning: Do not close this window without first canceling the upgrade.
Warning: Before upgrading the cluster Cisco recommends installing the latest Upgrade
Readiness COP file. Refer to the Upgrade Guide on cisco.com for details.
Note: Below are the configurations used for the upgrade of current node.To review/modify
the configuration, navigate to Cisco unified OS Administration -> Software Upgrades ->
Cluster Software Location on publisher.

Source: Remote Filesystem via SFTP
Directory: /common/adminsftp/fresh_install
Server: 10.77.30.197
User Name: root
Password: ******
Continue with upgrade after download (yes/no): no
Switch-version server after upgrade [valid only for ISO] (yes/no): no

Do you want to continue with these settings (yes/no) [no]: yes

Checking for valid upgrades. Please wait...

Available options and upgrades in "10.77.30.197:/common/adminsftp/fresh_install":

1) UCSInstall_UCOS_14.0.1.11900-9000.iso
2) UCSInstall_UCOS_14.0.1.12900-9003.iso
3) ciscocm.ucmap_platformconfig_relkey-v1.4.k4.cop.sha512
q) quit

Please select an option (1 - 3 or "q" ): 1
Accessing the file. Please wait...
Downloaded 4408 MB.
Checksumming the file...
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Validating the file...

A system reboot is required when the upgrade process completes or is canceled. This
will ensure services affected by the upgrade process are functioning properly.
Note: system reboot may not be required for a COP file. Please follow the instructions
seen at the end of the COP installation.

Downloaded: UCSInstall_UCOS_14.0.1.11900-9000.iso
File version: 14.0.1.11900-9000
File checksum : (MD5): bc:43:e4:06:aa:cc:7d:a3:b1:2d:d7:ec:15:6e:eb:35

(SHA512):
a45055a8e3dcd4e060d14b82519f0f00f37b18e79c148bb12f617ac1d14408bfed4d3f708c101ec786379cb1dcea196f090cabb764fa17e8aa55719e617547ef

Automatically switch versions if the upgrade is successful (yes/no): no

Start installation (yes/no): yes

utils system upgrade（リリース 14SU3以降）
このコマンドを使用すると、ローカルディレクトリとリモートディレクトリの両方からアッ

プグレードおよび Ciscoオプション (COP)ファイルをインストールできます。

utils system upgrade {initiate | cancel | status}

構文の説明 説明パラメータ

アクティブなアップグレードをキャンセルします。cancel

新しいアップグレードウィザードを開始するか、既存のアッ

プグレードウィザードの制御を引き継ぎます。

initiate

アップグレードのステータスを表示します。status

使用上のガイドライン

クラスタ内のすべてのノードについて、既存のソフトウェアの場所の構成詳細が表示され、

アップグレードを続行できます。

同じクラスタ内の任意のノードの既存のソフトウェアの場所の設定を変更する場合は、ローカ

ルノードでCLIプロンプトを使用するか、終了して再ログインし、UnifiedCMpublisherのCisco
UnifiedOSAdministration管理者インターフェイスから[ソフトウェアアップグレード] > [クラス
タソフトウェアの場所]メニューを使用します。

ウィザードには、同じクラスター内のすべてのノードを構成するためのソフトウェアの場所の

詳細が表示されます。

•資格情報―アップグレードイメージが保存されているサーバの資格情報を表示します。

•アップグレードファイルソース -アップグレードファイルが保存されているサーバの場
所を表示します。ローカルソース（CDまたは DVD）からアップグレードできます。ま
た、FTPまたは SFTPを使用してリモートアップグレードファイルをダウンロードできま
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す。また、キャンセル操作後にアップグレードを再開する場合は、ローカルイメージソー

スオプションを通じて以前にダウンロードしたアップグレードファイルを使用できます。

•ダウンロード後にアップグレードを続行する -アップグレードファイルのダウンロード後
にアップグレードを自動的に続行するかどうかを選択したオプションを示します (デフォ
ルト値は [はい])。自動アップグレードを選択した場合、チェックサムまたは SHAの詳細
は表示されません。[はい（Yes）]または [いいえ（No）]の値を設定していた場合は、そ
の設定はシステムに残ります。

•バージョンの切り替え -アップグレードが完了したら新しいバージョンに自動的に切り替
えるかどうかを選択するオプションが表示されます (デフォルト値は「いいえ」)。「yes」
を入力した場合、システムは新しいバージョンに切り替わり、アップグレードの完了後に

自動的にリブートします。値を「はい」または「いいえ」に設定した場合、設定はシステ

ムに残ります。

(Cisco Unity Connectionにのみ該当) CLIアップグレードプロセス
中、アップグレードの完了後に新しいバージョンに自動的に切り

替えるオプションはシステムによって提供されません。CLIアッ
プグレードワークフローでは自動バージョン切り替えオプション

が使用できないため、新しいバージョンに手動で切り替える必要

があります。

（注）

要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Manager上の IMおよ
びプレゼンスサービス。

例：

admin:utils system upgrade initiate
Warning: Do not close this window without first canceling the upgrade.
Warning: Before upgrading the cluster Cisco recommends installing the latest Upgrade
Readiness COP file. Refer to the Upgrade Guide on cisco.com for details.
Note: Below are the configurations used for the upgrade of current node.To review/modify
the configuration, navigate to Cisco unified OS Administration -> Software Upgrades ->
Cluster Software Location on publisher.
Source: Remote Filesystem via SFTP
Directory: /common/adminsftp/upgrade
Server: 10.77.30.197
User Name: root
Password: ******
Continue with upgrade after download (yes/no): yes
Switch-version server after upgrade [valid only for ISO] (yes/no): yes
Do you want to continue with these settings (yes/no) [no]: no
Note: To modify this node’s Software Location details, either use the prompts below or
quit and login to Cisco Unified Operating System Administration interface and navigate
to ‘Software Upgrades -> Cluster Software Location’ page on the publisher.
Source:
1) Remote Filesystem via SFTP
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2) Remote Filesystem via FTP
3) Local DVD/CD
4) Local Image <None>
q) quit
Please select an option (1 - 4 or "q" ): 1
Directory [/common/adminsftp/upgrade]: /common/adminsftp/fresh_install
Server [10.77.30.197]: 10.77.30.195
User Name [root]: root
Password [******]: ********
Please enter SMTP Host Server (optional):
Continue with upgrade after download (yes/no) [yes]: yes
Switch-version server after upgrade [valid only for ISO] (yes/no) [yes]: no
Checking for valid upgrades. Please wait...
Available options and upgrades in "10.77.30.195:/common/adminsftp/fresh_install":
1) UCSInstall_UCOS_14.0.1.13900-9001.iso
q) quit
Please select an option (1 - 1 or "q" ):

例：

admin:utils system upgrade initiate
Warning: Do not close this window without first canceling the upgrade.
Warning: Before upgrading the cluster Cisco recommends installing the latest Upgrade
Readiness COP file. Refer to the Upgrade Guide on cisco.com for details.
Note: Below are the configurations used for the upgrade of current node.To review/modify
the configuration, navigate to Cisco unified OS Administration -> Software Upgrades ->
Cluster Software Location on publisher.
Source: Remote Filesystem via SFTP
Directory: /common/adminsftp/upgrade
Server: 10.77.30.197
User Name: root
Password: ******
Continue with upgrade after download (yes/no): yes
Switch-version server after upgrade [valid only for ISO] (yes/no): yes
Do you want to continue with these settings (yes/no) [no]: yes
Checking for valid upgrades. Please wait...
Available options and upgrades in "10.77.30.197:/common/adminsftp/upgrade":
1) ciscocm.ciscossl7_upgrade_CSCwa48315_CSCwa77974_v1.0.k4.cop
2) ciscocm.ciscossl7_upgrade_CSCwa48315_CSCwa77974_v1.0.k4.cop.sha512
3) ciscocm.ucmap_platformconfig-v1.3.k3.cop.sgn
4) ciscocm.ucmap_platformconfig_relkey-v1.4.k4.cop.sha512
q) quit
Please select an option (1 - 4 or "q" ):

utils system upgrade cluster
このコマンドを使用すると、ローカルディレクトリとリモートディレクトリの両方から、ク

ラスタノード (Unified Communications Managerおよび IM and Presence)のアップグレードと
Cisco Option Package (COP)ファイルをインストールできます。

utils system upgrade cluster {initiate | cancel | status}

構文の説明 説明パラメータ

アクティブなアップグレードをキャンセルします。cancel
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説明パラメータ

新しいアップグレードウィザードを開始するか、既存のクラ

スターアップグレードウィザードの制御を引き継ぎます。

このオプションは、Unified Communications Managerパブリッ
シャに対してのみ使用でき、Unified Communications Manager
サブスクライバまたは IM and Presenceノードに対しては使用
できません。

initiate

次のフィールドを使用して、クラスター内の各ノードのアップ

グレードのステータスを表示します。

•ノード -ノードのホスト名。

•役割 -ノードの役割。

•ステップ -現在のステップ番号、またはアップグレード完
了のために実行されるステップの合計数。

•説明 -特定のノードに対してアップグレード中の現在のコ
ンポーネント。

•履歴時間 -以前のクラスタ全体のアップグレード実行に基
づいて、各ノードの現在のコンポーネント/ステップを完
了するのにかかった時間。

•経過時間 -それぞれのノードの現在のコンポーネント/ス
テップの開始から終了までの経過時間。

status

使用上のガイドライン

システムをアップグレードする前に、同じクラスタ内の任意のノードの既存の設定を追加、編

集、または変更する場合は、Unified CMパブリッシャユーザーインターフェイスで、[ソフト
ウェアアップグレード（SoftwareUpgrades）] > [クラスタソフトウェアの場所（ClusterSoftware
Location）]メニューの順に選択します。リリース 14 SU2以降では、すべてのクラスターノー
ドのソフトウェアの場所の設定は、各クラスターノード上でローカルに管理されるのではな

く、パブリッシャーから集中管理されます。

ウィザードには、同じクラスター内のすべてのノードを構成するためのソフトウェアの場所の

詳細が表示されます。

•資格情報―アップグレードイメージが保存されているサーバの資格情報を表示します。

•アップグレードファイルソース -アップグレードファイルが保存されているサーバの場
所を入力します。ローカルソース（CDまたは DVD）からアップグレードできます。ま
た、FTPまたは SFTPを使用してリモートアップグレードファイルをダウンロードできま
す。また、キャンセル操作後にアップグレードを再開する場合は、ローカルイメージソー

スオプションを通じて以前にダウンロードしたアップグレードファイルを使用できます。
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•ダウンロード後にアップグレードを続行する -アップグレードファイルのダウンロード後
にアップグレードを自動的に続行するかどうかを選択したオプションを示します (デフォ
ルト値は [はい])。自動アップグレードを選択した場合、チェックサムまたは SHAの詳細
は表示されません。[はい（Yes）]または [いいえ（No）]の値を設定していた場合は、そ
の設定はシステムに残ります。

•バージョンの切り替え -アップグレードが完了したら新しいバージョンに自動的に切り替
えるかどうかを選択するオプションが表示されます (デフォルト値は「いいえ」)。「yes」
を入力した場合、システムは新しいバージョンに切り替わり、アップグレードの完了後に

自動的にリブートします。値を「はい」または「いいえ」に設定した場合、設定はシステ

ムに残ります。

要件

コマンド権限レベル: 0

適用対象: Unified Communications Managerおよび Unified Communications Manager上の IMおよ
びプレゼンスサービス。

例：

admin:utils system upgrade cluster initiate

Warning: CLI upgrade status is best viewed when in full screen view.
Warning: Do not close this window without first canceling the upgrade.
Warning: Before upgrading the cluster Cisco recommends installing the latest Upgrade
Readiness COP file. Refer to the Upgrade Gui de on cisco.com for details.
Note: Below are the configurations used for the upgrade of current node.To review/modify
the configuration, navigate to Cisco uni fied OS Administration -> Software
Upgrades -> Cluster Software Location on publisher.

Source: Remote Filesystem via SFTP
Directory: /common/adminsftp/fresh_install
Server: 10.77.30.197
User Name: root
Password: ******
Continue with upgrade after download (yes/no): no
Switch-version server after upgrade [valid only for ISO] (yes/no): no

Do you want to continue with these settings (yes/no) [no]: yes

Checking for valid upgrades. Please wait...

Available CUCM options and upgrades in "10.77.30.197:/common/adminsftp/fresh_install":

1) UCSInstall_UCOS_14.0.1.11900-9000.iso
2) UCSInstall_UCOS_14.0.1.12900-9003.iso
3) ciscocm.ucmap_platformconfig_relkey-v1.4.k4.cop.sha512
q) quit

Please select an option (1 - 3 or "q" ): 2

Available IMP options and upgrades in "10.77.30.197:/common/adminsftp/fresh_install":

1) UCSInstall_CUP_12.5.1.16000-9004.iso
2) UCSInstall_CUP_14.0.1.11900-7.sha512.iso
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3) UCSInstall_CUP_14.0.1.12600-9002.iso
4) ciscocm.ucmap_platformconfig_relkey-v1.4.k4.cop.sha512
q) quit

Please select an option (1 - 4 or "q" ): 3
Processing the cluster wide download...

CUCM-35 Download complete
CUCM-34 Download complete
IMP-37 Download complete
IMP-36 Download complete

Cluster wide Download complete

A system reboot is required when the upgrade process is complete or cancelled.This will
ensure the services affected by the upgra de process are functioning
properly

Downloaded UCM Image: UCSInstall_UCOS_14.0.1.12900-9003.iso
File version: 14.0.1.12900-9003
File checksum : (MD5): 3d:46:a5:d6:41:6e:9a:93:56:aa:56:d0:4b:4a:1b:9d

(SHA512):
0d2bb7d49752179eeb2555f3a983e166be0c097185c207e581f741bcde026d526cc4bea13ce1ec8cd4249b6cd4c926285e92e

27704bf61d7062af18ac4e0a2d0

Downloaded IMP Image: UCSInstall_CUP_14.0.1.12600-9002.iso
File version: 14.0.1.12600-9002
File checksum : (MD5): e0:0c:f8:b9:a3:a1:d3:2e:02:68:51:78:b1:31:04:4c

(SHA512):
e7e22a1d5068b3189148d343d41379dc0efe1a3a4b0c764ec7040d1a18de2b45d6bd307f0880af68c96b060255fe77be1795c

162878070b47b340a210873c36b

The IMP servers in the cluster must be rebooted after Unified CM publisher is switched
to the new version, even IF IMP servers ar e not being being upgraded

Automatically switch versions if the upgrade is successful (yes/no): no

Start installation (yes/no): yes
Cluster-wide upgrade has been initiated...

Node Role Step Description
Historical Time Elapsed Time
---- ---- ---- -----------
---------------- ------------

CUCM-35 CUCM Subscriber 3/22 setup
00:01:15 00:01:14
CUCM-34 CUCM Publisher 3/22 setup
00:01:15 00:01:12
IMP-37 IM&P Subscriber 4/21 verify
00:00:13 00:00:09
IMP-36 IM&P Publisher 4/21 verify
00:00:13 00:00:15
Cluster - - Overall cluster progress
04:30:22 00:01:18
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utils system enableAdministration
アップグレード中は構成の変更は許可されませんが、このコマンドを使用して、アップグレー

ド中に緊急プロビジョニングを有効にすることができます。

アップグレードプロセスを開始すると、アップグレードが完了し、アップグレード後のタスク

がすべて実行されるまで、構成の変更は許可されません。構成の変更には以下が含まれます。

• Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのグラフィカルユーザイン
ターフェイス (GUI)、コマンドラインインターフェイス (CLI)、またはAXLAPIを通じて
行われた変更

• LDAP同期（Oracle LDAPからUnified Communications Managerにプッシュされる増分同期
を含む）

•自動ジョブ

•自動登録を試みているデバイス

アップグレード中に行った構成の変更は失われる可能性があり、一部の構成の変更によって

アップグレードが失敗する可能性があります。

注意

utils system enableAdministration

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド特権レベル: 1および 4

utils update dst
このコマンドは、現在の年の夏時間 (DST)ルールを更新します。

utils update dst

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン このコマンドは、既存の DSTルールファイルのバックアップを取り、現在の年用の新しい
DSTルールファイルを作成します。

コマンドを実行した後、電話機を再起動します。電話機を再起動しないと、DSTの開始日と終
了日が間違ってしまいます。

注意
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中の可能:なし

Unified Communications Managerおよび IMおよびプレゼンスサービスに適用されます。

utils users validate
このコマンドは、デプロイ内のすべてのノードとクラスタにわたりユーザーレコードをチェッ

クし、重複または無効なユーザー IDまたはディレクトリ URI値を識別します。

utils users validate {all | userid | uri}

構文の説明 説明パラメー

タ

ノードおよびクラスタ内のすべてのユーザのユーザ IDとディレクトリ URI値を
検証します。

all

ノードおよびクラスター内のすべてのユーザのユーザ ID値を検証します。userid

ノードおよびクラスタ内のすべてのユーザのディレクトリURI値を検証します。uri

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Managerの IM and Presence Service

utils vmtools refresh
このコマンドは、現在インストールされている VMware Toolsを、その VMの ESXiホストに
よって規定されている最新バージョンに更新します。

最初の再起動後、VMware Toolsはrunning状態になります。VMware Toolsの新しいバージョ
ンにアップグレードすると、最初は selinuxによってインストールがブロックされる場合があ
ります。この場合、システムは引き続き VMware Toolsのインストールを許可しますが、追加
の selinuxブロックを抑制するために新しい動的ポリシーが生成されます。utils os secure
dynamic-policies listコマンドを使用して、新しい動的ポリシーを表示できます。詳細について
は、 utils os secure dynamic-policies CLIコマンドを参照してください。

（注）
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これはネイティブ vmtoolsに適用されます。（注）

utils vmtools refresh

コマンドモード 管理者 (admin:)

使用上のガイドライン VMware Toolsの現在のバージョンを更新するには、[ゲスト] > [VMWare Toolsのインストー
ル/アップグレード] > [対話型ツールのアップグレード]の順に選択します。

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、Cisco Unity Connection。

例

admin:utils vmtools refresh
VMware Tools match host. Upgrade allowed, though not required.

*** W A R N I N G ***
Running this command will update your current version of VMware Tools
to the latest version prescribed by the ESXi host on which this VM is
running. The tools install will cause your system to reboot twice.

utils vmtools status
このコマンドは、現在インストールされている VMware Toolsの種類とバージョンを表示しま
す。

utils vmtools status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection
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utils vmtools switch open
このコマンドは、現在インストールされているネイティブ VMware Toolsをアンインストール
し、オープン VMware Toolsをインストールします。

utils vmtools switch open

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils vmtools switch native
このコマンドは、現在インストールされているオープンVMwareToolsをアンインストールし、
ネイティブ VMware Toolsをインストールします。

utils vmtools switch native

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IM and Presence
Service、および Cisco Unity Connection

utils system boot status
このコマンドは、システムブートメッセージが送信される場所を表示します。場所はコンソー

ルまたはシリアルポート 1のいずれかです。

utils system boot status

コマンドモード 管理者 (admin:)
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要件

コマンド権限レベル: 0

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、Cisco Unity Connection

utils system upgrade dataexport initiate
このコマンドは、ノードの構成とユーザデータをリモートSFTPサーバにエクスポートし、後
でデータをインポートして新規インストールするときに使用します。

utils system upgrade dataexport initiate

構文の説明 説明パラメータ

リモートディレクトリExport Data Directory

リモート SFTPRemote Server Name or
IP

リモートサーバのユーザ名Remote Server Login ID

リモートサーバのパスワー

ド

Remote Server Password

宛先ホスト名New Hostname

[宛先IP（Destination IP）]New IP Address

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

このコマンドは、最初にパブリッシャーで実行し、次にクラスター内のすべてのサブスクライ

バーノードで実行する必要があります。クラスター内のすべてのノードに対して同じSFTPリ
モートサーバの詳細を構成する必要があります。

（注）
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utils system upgrade dataexport status
このコマンドは、このクラスターノードのデータエクスポート操作のステータスを表示しま

す。

utils system upgrade dataexport status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils system upgrade dataexport cancel
このコマンドは、進行中のデータエクスポート操作をキャンセルします。

utils system upgrade dataexport cancel

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中に許可:はい

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

utils ucmgmt agent disable
このコマンドはエージェントを無効にし、実行を停止し、再起動を防止します。

utils ucmgmt agent disable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1
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アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt agent disable
Stopping cloud_agent (via systemctl): [ OK ]

utils ucmgmt agent enable
このコマンドはエージェントを起動し、ウォッチドッグプロセスを有効にして、エージェント

が実行されていることを確認します。

utils ucmgmt agent enable

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Cisco Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt agent enable
Agent watchdog activated.
Agent will start up shortly(~ 5 minutes).

utils ucmgmt agent remove
このコマンドは、エージェントとそのすべての構成を削除します。これは、アンインストール

COPファイルを実行するのと同じです。

utils ucmgmt agent remove

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし
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適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt agent remove
Removing agent..
Starting removal of UC Management Agent
Agent removal complete.

utils ucmgmt agent restart
このコマンドは、実行中のエージェントを直ちに再起動し、エージェントをクラウドサービス

に強制的に登録します。

utils ucmgmt agent restart

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt agent restart
Stopping agent..
Agent is restarting. Check agent status with 'utils ucmgmt agent status'.

utils ucmgmt agent status
このコマンドは、エージェントのステータス情報を表示します。

utils ucmgmt agent status

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection
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例

admin:utils ucmgmt agent status
Agent Config Information:

Verification Code: ZUSXXXP9
Installed UCMGMT Agent version: 20210831-VOS
Agent's organization id: XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

Agent Runtime Information:
Agent process is not running.
To start up the agent, run 'utils ucmgmt agent restart'.
Agent process is enabled.
Agent watchdog is enabled.
Agent is not verified in Webex Control Hub.

utils ucmgmt agent verification
このコマンドは、正常にインストールされたエージェントの検証コードを表示します。

utils ucmgmt agent verification

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt agent verification

Verification Code: XXXXXXXX

utils ucmgmt config export
このコマンドは、未構成のエージェントノードにインポートするためのエージェント構成文字

列を作成します。

utils ucmgmt config export

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1
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アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt config export

Organization and proxy configuration processing complete.

This config can be imported into an unconfigured destination node by running (if
available):
'utils ucmgmt config import [[2SedFCjFJiXYUuzwYrxf9mlY9FdH_....==]]'

utils ucmgmt config import
このコマンドは、構成されたエージェントをインポートし、このエージェントを有効にしま

す。エージェントは Control Hubで検証される必要があります。

utils ucmgmt config import

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt config import
[[2SedFCjFJiXYUuzwYrxf9mlY9FdH_U2FsdGVkX18QtlFwVd4dYKIQqnlLLuvilAGRhTapcaKxWdEFPmhsWIzApSmrymrkYHJq4.....
HE0AUZBfkjBvDpnq5incYdS8SOPTfVilxcKk7x/BIzuSYAIpcRKu+uP6XNQ318z/KigrDClCN03Z+bjrCrxg6ySzrPzA=]]
Found compatible org in config (XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX).

Configuration import is complete.
Agent service will auto-start in the next 5 minutes.
To start the UCMGMT agent immediately run 'utils ucmgmt agent restart'

Utils ucmgmt組織
このコマンドは、エージェントのControl Hub組織 IDがまだ設定されていない場合はそれを設
定します。

utils ucmgmt organization
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構文の説明 説明パラメータ

組織 IDは、コントロールハブで確認できます。これは必須フィールドです。organization_id

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

min:utils ucmgmt organization
XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

utils ucmgmt proxy add
このコマンドは、提供されたプロキシ情報を使用してクラウドコントローラーのアクセスを検

証します。成功した場合、プロキシは ucmgmtプロキシリストに追加されます。

utils ucmgmt proxy add

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt proxy add http://proxy.proxy-example.com:8080 test
(Optional) Validating Proxy Password (won't display):
Re-enter Proxy Password (won't display):

Attempting to contact UCMGMT Cloud Controller... please wait (upto 30 seconds).
Successfully contacted controller.
{"serviceName": "Lookup Service", "serviceType":
"REQUIRED", "serviceState": "online", "message": "Healthy",
"lastUpdated": "2022-10-04T22:49:53", "upstreamServices": []}

Adding proxy.proxy-example.com:8080 to proxy list.
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例

admin:utils ucmgmt proxy add http://proxy.proxy-example.com:80

Attempting to contact UCMGMT Cloud Controller... please wait (upto 30 seconds).
Successfully contacted controller.
{"serviceName": "Lookup Service", "serviceType": "REQUIRED",
"serviceState": "online", "message": "Healthy",
"lastUpdated": "2022-10-06T17:10:30", "upstreamServices": []}

Adding http://proxy.proxy-example.com:80 to proxy list.

Utils ucmgmtプロキシクリア
このコマンドは、このノードに保存されているすべてのプロキシをクリアします。

utils ucmgmt proxy clear

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt proxy clear

Utils ucmgmtプロキシ強制追加
このコマンドは、構成されたエージェントに検証されていないプロキシを追加します。プロキ

シはアクセス検証なしで ucmgmtプロキシリストに追加されます。

utils ucmgmt proxy force add

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection
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例

admin:utils ucmgmt proxy force add http://staged.proxy.example.com:8080 user1
(Optional) Validating Proxy Password (won't display):
Re-enter Proxy Password (won't display):

Adding http://staged.proxy.example.com:8080 to proxy list.

例

admin:utils ucmgmt proxy force add http://proxy.proxy-example.com:80

Adding http://proxy.proxy-example.com:80 to proxy list.

utils ucmgmt proxy list
このコマンドは、このノードに保存されているすべてのプロキシを一覧表示します。プロキシ

資格情報リストを認証すると、パスワードがマスクされます。

utils ucmgmt proxy list

コマンドモード 管理者 (admin:)

要件

コマンド権限レベル: 1

アップグレード中の可能:なし

適用対象: Unified Communications Manager、Unified Communications Managerの IMおよびプレ
ゼンスサービス、および Unity Connection

例

admin:utils ucmgmt proxy list
"http://proxy.example.com:80"
"http://user1:<REDACTED>@staged.proxy.example.com:8080"
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